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今月の表紙 :
中央を緑の山波で区切り、上方に都市の道路を図案化し、下方には道路管理者が設置する警戒標識の一つ、

"落石のおそれあり"を配した。
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集
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最
新
の
道
路
管
理

　

…
T
S
舎
度
遭
路
秦
逓
シ
ス
テ
ム
)推
進
へ
の
取
り
組
み

“道

大
寺

伸
幸

り
、
道
路
交
通
の
安
全
性
、
輸
送
効
率
、
快
適
性
の
飛
躍

的
な
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
渋
滞
の
軽
減
等
の
交
通
の

円
滑
化
を
通
し
て
環
境
保
全
に
大
き
く
寄
与
す
る
シ
ス
テ

ム
の
総
称
で
あ
る
。

ニ

ー
･T
S
推
進
の
意
義

道
路
交
通
問
題
の
解
決

道
路
交
通
は
、
自
動
車
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の

戸
口
性
や
随
時
性
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
性
等
の
優
れ
た
特
性
か

ら
、
人
々
の
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
経
済
活
動

に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
経
済
･
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
o

そ
の
反
面
、
交
通
事
故
の
増
大
、
交
通
渋
滞
の
拡
大
、

環
境
と
の
不
整
合
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
の
顕
在
化
を
も

高
度
情
報
通
信
社
会
の
実
現
を
支
援
す
る
た
め
、建
設
省

に
お
い
て
は
、
道
路
分
野
の
情
報
化
施
策
と
し
て
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
資
す
る
情
報
ハ
イ
ウ

ェ
イ
の
整
備
や
、
道
路
･
交
通
･
車
両
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
化
を
図
る
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
研

究
開
発
、
実
用
化
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
V
I
C
S
な
ど

一
部
の
シ
ス
テ
ム
が
本
格

的
に
実
用
化
さ
れ
る
な
ど
、
政
府
の
統
一
的
な
方
針
･
計

画
に
基
づ
き
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、
取
り
組
み
が
活

発
化
し
て
い
る
I
T
S
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

｢ー
T
S
｣
の

概
要

安
全
、
効
率
的
で
環
境
に
優
し
い
道
路
交
通
に
支
え
ら

れ
た
社
会
の
実
現
に
向
け
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等

を
活
用
し
て
構
築
す
る
新
し
い
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
が
I

T
S

(甘
言
--信
①
昇

一
経
口
g
o
[[
の
で
のけ
日
の
…
高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
で
あ
り
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
そ

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

I
T
S
は
、
大
き
な
技
術
革
新
を
伴
い
進
行
す
る
社
会

の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
を
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活

動
を
支
え
る
道
路
交
通
の
分
野
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
実

現
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
V
I
C
S
に
よ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
道
路
交
通
情
報
の
提
供

や
、
有
料
道
路
の
料
金
所
に
お
け
る
自
動
的
な
料
金
収
受
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
危
険
警
告
や
運
転
補
助
及
び
自
動

運
転
、
信
号
制
御
等
の
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
な

ど
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
I
T
S

は
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等
を
用
い
て
人
と
道
路
と

車
両
と
を
一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
に
よ



た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
は

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
累
計
出

間
節
約
作
戦

(O
B
[巴
5
口
日
B
の
の
P将
門)｣
を
公
表

依
然
と
し
て
約
一
万
人

(平
成
八
年
は
九
、
九
四
二
人
)

荷
台
数
が
二
一
〇
万
台

(平
成
九
年
三
月
末
)
を
突
破
し
、

し
、
今
後
一
〇
年
間
で
全
て
の
旅
行
時
間
を
一

%
痘
銹

で
あ
り
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
経
済
損
失
は
年
間
一
二
兆
円

と
試
算
さ
れ
る
ほ
か
、
沿
道
環
境
や
地
球
環
境
と
の
調
和

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
そ
の
対
応
策
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
二
一
世
紀
に
は
、
高
齢
化
や
少
子
化
の
進
展
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
い
っ
た
社
会
的
制
約
が
顕
在
化

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
の
軽
減
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
人
々
が
各
種
の
交
通
手
段
を
効
率
的

に
選
択
、
利
用
で
き
る
よ
う
交
通
機
関
相
互
の
連
携
を
図

る
シ
ス
テ
ム
の
実
現
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
要
請
の
中
、
I
T
S
は
、
事
故

の
危
険
性
か
ら
の
解
放
、
渋
滞
の
削
減
に
よ
る
時
間
損
失

の
削
減
と
環
境
へ
の
負
荷
の
軽
減
、
快
適
な
移
動
の
実
現

と
運
転
時
の
負
担
の
軽
減
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
の
中
に

あ
っ
て
は
高
齢
者
に
利
用
し
や
す
い
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

の
提
供
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
道
路
交
通
問
題
を
解
決

す
る
切
り
札
と
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

新
産
業
の
創
出

I
T
S
は
、
国
民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
交
通
の
世
界

に
導
入
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実
用
化
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
情
報
通
信
産
業
、
自
動
車
産
業
等
に
関
連

し
た
分
野
に
お
い
て
技
術
開
発
を
促
進
し
、
新
し
い
産
業

を
創
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
カ
ー

荷
台
数
が
二
一
〇
万
台

(平
成
九
年
三
月
末
)
を
突
破
し
、

こ
れ
ま
で
に
約
四
、
0
0
0
億
円
の
市
場
を
既
に
形
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
I
T
S
の
進
展
に
伴
い
、
I
T

S
全
体
で
は
二
〇
年
間
で
五
〇
兆
円
規
模
の
市
場
を
創
出

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
(V
E
R
T
I
S
に
よ
る
試
算
)

一
方
、
I
T
S
関
連
部
署
を
新
た
に
設
置
す
る
企
業
が

増
加
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
や
、
企
業
に
対
す
る
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
事
業
に
関
す
る
調
査
の
中
で
I
T
S
の
｢道

路
情
報
｣
の
分
野
が
最
も
有
望
で
あ
る
と
す
る
結
果
も
あ

り
、
民
間
企
業
の
事
業
分
野
と
し
て
の
I
T
S
に
対
す
る

期
待
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

硼檀
に
｣
ク酊皺鰍戚

副
範讓踊縦総護

蠣降脚

ン聯珍
覇‐言縦戦

⑲開N鱗鰯脚
ン肪窿釛燃

汀
発麟糊脚

↑一
画鋳者ン

選搦然
鷲旧齪

纒の才
十
“

‐三口
奴

箇
懸

五
筋

劉
橇鰡鰐打

鰯鰯脚

欄匁好
橡簇万珍

シ
鋤鷲T個蹴脚

欧
米
に
お
け
る
-
T
S
動
向

欧
米
で
は
、
道
路
交
通
政
策
の
中
心
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
体
系
的
か
つ
積
極
的
に
I
T
S
の
推
進
が
図
ら

れ
て
い
る
。

特
に
、
米
国
に
お
い
て
は
、
一
九
九
三
年
以
降
毎
年
二

億
ド
ル

(約
二
〇
〇
億
円
)
以
上
の
連
邦
予
算
を
投
入
し
、

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
を
は
じ
め
と
す
る

広
範
な
分
野
で
I
T
S
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
A

H
S
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇

一
年
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

(試

作
モ
デ
ル
)
の
完
成
を
目
指
し
て
研
究
開
発
を
進
め
、
一

九
九
七
年
八
月
に
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
本
格
的
な
公
開
実
験

を
実
施
し
、
技
術
的
可
能
性
を
検
証
す
る
予
定
で
あ
る
。

実
用
化
に
向
け
て
は
、
一
九
九
六
年
一
月
に
政
府
が

｢時

し
、
今
後
一
〇
年
間
で
全
て
の
旅
行
時
間
を
一
五
%
短
縮

す
る
た
め
の
一
兆
円
規
模
の
イ
ン
フ
ラ

(I
T
S
を
実
現

す
る
た
め
の
新
交
通
基
盤
…
I
T
I
)
の
導
入
を
提
言
す

る
な
ど
、
研
究
開
発
か
ら
、
整
備
の
段
階
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
。
さ
ら
に
、
九
七
年
度
予
算
と
し
て
、
対
前
年
増
額

の
約
二
億
四
千
万
ド
ル
を
確
保
し
て
お
り
、
I
T
S
の
取

り
組
み
は
一
層
本
格
化
し
て
い
る

(図
1
)。
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図

セ行道　　

アメリカの-T S推進の経緯



三

我
が
国
に
お
け
る
-
T
S
の
取
り
組
み

政
府
と
し
て
の
ー
T
S
の
取
り
組
み

我
が
国
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
高
度

情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
が
、
平
成
七
年
二
月
に

｢高
度

情
報
通
信
社
会
推
進
に
向
け
た
基
本
方
針
｣
を
策
定
し
、

公
共
分
野
の
情
報
化
や
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
国
内
外
に
明
ら
か

に
し
た
。
こ
の
中
で
、
I
T
S
は

｢政
府
が
先
導
的
な
役

割
を
果
た
し
、
総
合
的
、
計
画
的
に
施
策
を
講
じ
て
い
く

公
共
分
野
｣
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

五
省
庁
に
よ
る
ー
T
S
推
進
の
始
ま
り

基
本
方
針
を
受
け
、
平
成
七
年
八
月
に
は
、
I
T
S
に

関
係
す
る
建
設
省
、
警
察
庁
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
、

郵
政
省
の
五
省
庁
が
、
日
本
と
し
て
の
I
T
S
の
進
め
方

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る

｢道
路
･
交
通
･
車
両
分
野
に

お
け
る
情
報
化
実
施
指
針
｣
を
と
り
ま
と
め
、
五
省
庁
の

連
携
体
制
に
よ
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
こ
の
実
施
指

針
の
中
で
二
一
世
紀
初
頭
を
目
途
に
I
T
S
の
概
成
を
目

指
す
と
い
う
目
標
や
そ
の
推
進
の
た
め
の
一
一
の
施
策
と

九
つ
の
開
発
分
野
を
明
示
し
て
い
る

(図
2
)
。

こ
の
実
施
指
針
に
よ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
I
T
S
は
、

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、
自
動
料
金
収
受

シ
ス
テ
ム
、
安
全
運
転
の
支
援
等
の
開
発
す
べ
き
九
つ
の

分
野
と
し
て
整
理
さ
れ
、
こ
の
開
発
分
野
に
基
づ
き
、
I

高度情報通信社会推進本部

　繊
麗

　
　(建設、 警察、 通産、 運輸、 郵政)

ナビゲーションシステムの高度化

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

姉

鯛

　

　

　

全

通

安

交

道路管理の効率化

s
推
進
に
関
す
る
全
体
構
想
｣
を
策
定
し
、
I
T
S
が
目

標
と
す
る
機
能
や
開
発
･
展
開
に
係
わ
る
基
本
的
な
考
え

方
等
を
今
後
二
〇
年
間
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
。
そ
の
中
で
、
I
T
S
が
実
現
し
よ
う
と
す
る
機

会

進

損

進

推

矮

推

の

攪

の

3

　

　

　

に
圓

馳

　

　

　

　

I
峠

圃

図 の推進体制

T
S
の
現
在
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る

(図
3
)。

ー
T
S
全
体
構
想
の
策
定

さ
ら
に
、
関
係
五
省
庁
は
、
平
成
八
年
七
月
に

｢I
T

歩行者等への経路･施設案内等

緊急車両の遅行支援 緊急時自動通報、災害･事故発生時の状況などの伝達

出典:｢道路･交通･車両分野における情報化実施指針｣(警察庁、通産省、運輸省、郵政省、建設省、平成7年8月)より作成
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図 3 lT Sの 9つの開発分野

VICS等によるナビゲーションシステムの高度化

料金所等のノンストップ化

AHS等による危険警告･自動運転等

経路誘導、信号制御等

特殊車両等の管理、通行規制状況の提供等

公共交通の運行状況の提供等

商用車の運行管理支援、連続自動運転

･産学によるIT Sの推進

･IT S世界会議の開催等
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報通信
輪
推進に剛ナた基本方針 L

政府としてITS推進の方針決定

“ 螂 拶l道
学
交

響
分野にお‘ナる情報化期指針

h
5省庁がITSを構成する9つの酬発分野を決定

鬘 ゆ -A
開

運転道路シス弘)の公開実験
訂

わが国初の公開実験を民間企業の協力を得て実施

を 薹 珍 lv
撚
道路交通情報遜祕弘)の炉ビス開始

[
わが国最初の本格的ITSサービスの開始

　　　　　　　 　
利用者サービスと開発計画を定めた
今後の20年面のITSマスタープラン策定

図 4 ｢IT S全体構想｣策定までの取り組み
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n
u
n
園
鬮
鬮

能
を
二
〇
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
定
義
し
I
T
S
と

国
民
生
活
と
の
関
わ
り
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
I
T

S
の
開
発
分
野
別
に
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
研
究
開
発
、

展
開
に
関
す
る
産
学
官
の
努
力
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

全
体
構
想
は
、
我
が
国
の
I
T
S
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
I
T
S
の
必
要
性
に
関
す
る
国

民
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
I
T
S
の
将
来
像
等
に

関
し
て
関
係
者
の
共
通
の
認
識
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
体
系
的
、
効
率
的
な
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る

(図
4
･
5
)
。

平
成
八
･
九
年
度
の
五
省
庁
に
よ
る
取
り
組
み

平
成
八
年
度
に
は
、
五
省
庁
が
連
携
し
て
、
先
述
し
た

｢I
T
S
推
進
に
関
す
る
全
体
構
想
｣
の
策
定
の
ほ
か
、

｢I
T
S
関
係
五
省
庁
年
次
レ
ポ
ー
ト
｣
の
作
成
、
｢第
一

回
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
I
T
S
セ
ミ
ナ
ー
｣
開
催
の
支
援
、

｢第
三
回
I
T
S
世
界
会
議
｣
へ
の
参
画
を
行
っ
た
。

平
成
九
年
度
に
お
い
て
も
、
同
様
に

｢I
T
S
関
係
五

省
庁
年
次
レ
ポ
ー
ト
｣
の
作
成
、
｢第
二
回
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
I
T
S
セ
ミ
ナ
ー
｣、
｢第
四
回
I
T
S
世
界
会
議
｣

へ
の
参
画
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

I
T
S
年
次
レ
ポ
ー
ト
は
、
日
本
政
府
の
I
T
S
推
進

の
取
り
組
み
を
国
内
外
へ
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
平
成
八
年
度
は
、
七
年
度
の
五
省
庁
の
主

な
取
り
組
み
と
平
成
八
年
度
の
予
算
を
含
む
活
動
内
容
を

と
り
ま
と
め
、
八
年
六
月
に
作
成
さ
れ
た
。
平
成
九
年
度

は
、
同
じ
く
九
年
六
月
に
作
成
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
I
T
S
セ
ミ
ナ
ー
は
、
道
路
交
通

問
題
と
い
う
深
刻
な
共
通
の
課
題
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
諸
国

の
参
加
の
も
と
、
国
際
標
準
化
活
動
の
進
展
と
ア
ジ
ア
地

域
の
共
通
認
識
の
形
成
、
I
T
S
世
界
会
議
に
向
け
た
ア

ジ
ア
･
太
平
洋
地
域
の
活
動
の
活
発
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
が
平
成
八
年
九
月
に
東
京

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
九

年
七
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

･
ケ
ア
ン
ズ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

I
T
S
世
界
会
議
は
、
道
路
交
通
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
化
に
関
す
る
研
究
成
果
の
世
界
規
模
で
の
情
報
交
換
及

び
実
用
化
に
関
す
る
国
際
協
力
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

一
九
九
四
年
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
平
成
八
年
度

は
、
日
米
欧
の
う
ち
米
国
の
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ラ
ン
ド
市

に
お
い
て
一
〇
月

一
四
日
か
ら

一
八
日
ま
で
の
五
日
間
実

施
さ
れ
た
。
平
成
九
年
度
は
、
ド
イ
ツ
.
ベ
ル
リ
ン
市
に

"

お
い
て

一
〇
月
二

一
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
四
日
間
開
催

セ

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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四

建
設
省
の
ー
T
S
施
策

- -リアルタイムな渋滞情報を提供- -

6 V lC S (ビーコンからの情報提供)

ー
T
S
の
主
要
施
策
の
概
要

我
が
国
に
お
い
て
は
、
欧
米
に
お
け
る
積
極
的
な
研
究

開
発
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
｢I
T
S
全
体
構
想
｣
の
開

発
分
野
別
の
開
発
･
展
開
計
画
に
基
づ
き
、
研
究
開
発
と

実
用
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
認
識
の
も
と
、

平
成
九
年
度
、
建
設
省
に
お
い
て
は
、
V
I
C
S

(道
路

交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
の
全
国
展
開
、
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
)
の
試
験
運
用
、

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
の
本
格
的
な
研
究

開
発
と
い
っ
た
柱
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、

国
際
標
準
化
へ
の
対
応
や
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
、
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
･
統
合
化
に
関
す
る
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　　

一

成
報

成
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V
I
C
S
の
全
国
展
開

V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
は
、
渋

滞
状
況
、
所
要
時
間
、
工
事
･
交
通
規
制
等
に
関
す
る
道

路
交
通
情
報
を
、
道
路
上
に
設
置
し
た
ビ
ー
コ
ン
や
F
M

多
重
放
送
に
よ
り
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等
の

車
載
機
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
利
便
性
の
向
上
と
、
交
通
の
分
散
に
よ
る
渋
滞
の

緩
和
等
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

V
I
C
S
に
関
係
す
る
警
察
庁
、
郵
政
省
、
建
設
省
は
、

平
成
七
年
に
V
I
C
S
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
主
体
で
あ
る
働

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
平

成
八
年
四
月
か
ら
首
都
圏

(首
都
高
速
道
路
等
)
及
び
東

名
･
名
神
高
速
道
路
等
に
お
い
て
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
二
月
に
は
大
阪
地
区
ま
で

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
拡
大
し
、
平
成
九
年
四
月
よ
り
全
国

の
高
速
道
路
及
び
愛
知
地
区
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
九
年
度
は
、
一
般
国
道
の
通

行
規
制
区
間
等
で
の
ビ
ー
コ
ン
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
全
国

展
開
を
進
め
る
予
定
で
あ
る

(図
6
･
7
)。

群織雪" "響き響き響響" "き雫さき議き巽継ご摯さミがたミ戸ドミミ総轄n

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運
用

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
)

は
、
有
料
道
路
の
料
金
所
ゲ
ー
ト
と
通
行
車
の
間
の
無
線

通
信
を
通
じ
て
自
動
的
に
料
金
の
支
払
い
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
有
料
道
路
料
金
所
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
通
行
可
能

と
し
、
料
金
所
渋
滞
の
解
消
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ

さ

、

　
　　　
　

　

≦ゞ

で

』
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る
利
便
性
の
向
上
等
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

平
成
一
○
年
度
を
目
途
に
実
用
化
に
着
手
で
き
る
よ
う

平
成
九
年
三
月
に
小
田
原
厚
木
道
路
の
小
田
原
料
金
所
で

試
験
運
用
を
開
始
し
、
そ
の
後
、
料
金
決
裁
シ
ス
テ
ム
の

検
証
を
含
め
た
試
験
運
用
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る

(図

8
･
写
真
1
)
。

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
は
、
路
車
間
の

通
信
な
ど
道
路
と
車
の
協
調
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
i
へ
の

前
方
の
危
険
警
告
、
自
動
的
な
衝
突
の
回
避
、
車
線
か
ら

の
逸
脱
防
止
と
い
っ
た
安
全
な
走
行
を
支
援
す
る
技
術
開

発
と
、
人
の
操
作
に
頼
ら
な
い
自
動
走
行
を
実
現
す
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
o

安
全
走
行
を
支
援
す
る
基
本
的
な
技
術
に
つ
い
て
は
二

0
○
○
年
頃
の
実
用
化
を
目
途
に
研
究
を
進
め
、
自
動
走

行
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
二
一
世
紀
初
頭
の
実
用
化
を
目

指
し
て
い
る

(図
9
)
。

こ
の
A
H
S
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
九
月
に
供
用
前

の
上
信
越
自
動
車
道

(小
諸
I
C
-
東
部
湯
の
丸
I
C
)

に
お
い
て
、
建
設
省
土
木
研
究
所
と
共
同
研
究
者
一
七
者

に
よ
り
公
開
実
験
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
実
験
で
は
、
実
用

化
に
向
け
た
研
究
開
発
に
本
格
的
に
着
手
す
る
た
め
、
平

成
元
年
か
ら
研
究
を
進
め
て
き
た
基
本
技
術
に
つ
い
て
、

β 道行セ 97.7
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縦
断
勾
配
、
高
速
走
行
、
道
路
構
造
へ
の
対
応
と
い
っ
た

実
道
で
の
現
場
適
用
性
の
評
価
と
、
課
題
の
抽
出
が
実
施

さ
れ
た

(写
真
2
･
3
)
。

ま
た
、
平
成
八
年
九
月
に
、
自
動
車
や
電
気
･
通
信
等

の
多
様
な
分
野
の
先
端
的
な
民
間
企
業
二
一
社
が
連
携
し

て
、A
H
S
に
関
す
る
技
術
研
究
を
行
う
法
人
で
あ
る
｢技

術
研
究
組
合
走
行
支
援
道
路
シ
ス
テ
ム
開
発
機
構
｣
を
設

立
し
、
分
野
を
越
え
た
研
究
開
発
の
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

平
成
九
年
度
は
、
こ
の
A
H
S
研
究
組
合
と
の
連
携
を

図
り
つ
つ
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
A
H
S
の
コ
ン
セ
プ

ト
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
展
開
シ
ナ
リ
オ
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
国
際
標
準
化
を
視
野
に
お
い
た
シ
ス
テ
ム

の
要
求
仕
様
及
び
技
術
基
準
を
明
ら
か
に
し
、
重
要
要
素

技
術
の
実
験
評
価
を
含
む
調
査
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

ー
T
S
全
般
に
関
す
る
調
査
研
究

個
別
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
I
T
S
全

体
を
効
率
的
に
整
備
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
･
ア
ー
キ
テ

　
　

車
実

動
の

　

　　上で

ク
チ
ャ
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
I
T
S
を
構
成
す
る
各

シ
ス
テ
ム
の
情
報
や
利
用
機
器
を
共
有
化
す
る
た
め
の
共

タ

通
プ
ロ
ト
コ
ル
、
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
標
準
化
に
関

"

す
る
調
査
･
研
究
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
標

セ

準
化
を
行
う
機
関
で
あ
る
I
S
0

(国
際
標
準
化
機
構
)

道

に
対
し
て
E
T
C
等
に
関
す
る
提
案
を
行
う
な
ど
、
I
T

S
全
般
に
係
わ
る
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五

理
解
と
調
和
に
基
づ
く
-
T
S
推
進
に
向

け
て

建
設
省
で
は
、
平
成
八
年
四
月
に
開
設
し
た
道
路
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

合
口
℃
＼
＼
"
〆しく尋
･B
o
o
-㈹
o
･き
＼8
p
A
＼
〉

に
よ
り
、
I
T
S
に
関
す
る
日
本
及
び
建
設
省
の
最
新
の

取
り
組
内
容
等
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
I
T
S
世
界

会
議
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
I
T
S
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極

的
な
参
加

･
支
援
の
ほ
か
、
日
米
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
に
よ
り
、
I
T
S
の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
。

今
後
と
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
情
報
収
集
発
信
等
の
広
報
活
動
の
実
施
の
ほ
か
、
国
際

会
議
や
国
際
標
準
化
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
国
内
は

も
と
よ
り
国
際
的
な
理
解
･
協
調
に
基
づ
く
I
T
S
の
推

進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

(道
路
局
企
画
課
建
設
専
門
官
)
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特
集
/
最
新
の
道
路
管
理

官
民
協
調
で
順
調
鑑
船
麗
し
瘤
V
I
C
S

宮

田

穣

る
こ
と
と
し
た
い
。

一
官
民
協
調
で
構
成
さ
れ
る
V
I
C
S

V
I
C
S
(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
!
!
･く
①富
-

6
付
け
[白
日
槌
[5
口
や

り
O
B
日
□
口
目
競
[5
口
の
て
の宿
日
)
は

渋
滞
･
事
故
と
い
う
時
々
刻
々
と
変
わ
る
道
路
交
通
情
報

の
提
供
と
そ
の
的
確
な
活
用
を
促
し
、道
路
交
通
の
安
全
･

円
滑
性
の
向
上
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

(図

2
)0論

理
は
至
極
単
純
で
、
車
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に

野

個
々
の
判
断
で
目
的
地
に
最
も
早
く
、
し
か
も
気
持
ち
良

セ行

く
行
っ
て
も
ら
い
道
路
を
占
有
す
る
時
間
を
小
さ
く
し
、

道

交
通
容
量
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
運
転
マ
ナ
ー
を
守
ら

0

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

V
I
C
S
情
報
が
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
と
い

う
首
都
圏
及
び
束
名
･
名
神
高
速
道
路
等
で
提
供
開
始
さ

れ
て
か
ら
一
年
余
り
、
今
で
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
も
大
阪
、

愛
知
を
加
え
て
六
都
府
県
、
そ
し
て
高
速
道
路
は
全
国
と

な
る
に
至

っ
た

(図
1
)
。

そ
し
て
、
運
用
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
ア
ッ
プ
を
続
け
た
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
も
、

大
き
な
支
障
な
く
二
四
時
間
稼
働
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

情
報
提
供
開
始
と
と
も
に
売
り
出
さ
れ
た
V
I
C
S
車
載

機
の
普
及
も
、
初
年
度
で
三
一万
八
、
0
0
0
台
が
出
荷

さ
れ
る
な
ど
見
込
み
を
大
き
く
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
V
I
C
S
の
立
ち
上
が
り
は
極
め
て
順
調

と
言
え
、
世
界
か
ら
着
目
さ
れ
て
い
る
が
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
意
識
さ
れ
、
い
わ
ば
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
体
制

で
検
討
･
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
当
然
と
い
え
ば

当
然
で
あ
る
o

し
か
し
、
所
期
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
提
供
情
報
の

量
質
の
向
上
、
車
載
機
の
早
期
高
度
普
及
の
促
進
誘
導
等
、

果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く
、
重
い
。

更
に
V
I
C
S
は
交
通
の
安
全
･
円
滑
性
の
向
上
へ
の

寄
与
の
た
め
に
道
路
交
通
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
非
常

に
特
化
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
の
で
今
後
逐
次
導
入
さ
れ

て
い
く
で
あ
ろ
う
各
種
の
路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
調

和
･
融
合
も
大
き
な
課
題
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
な
ぜ
V
I
C
S
が
世
界
に
先
駆
け
て
実
用
化

で
き
た
の
か
と
共
に
、
こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
道
路
行
政

と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
V
I
C
S
の
現
状
を
紹
介
す
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図

こ
の
V
I
C
S
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
シ

ス
テ
ム
は

｢情
報
収
集
｣、
｢情
報
処
理
･
編
集
｣、
｢情
報

提
供
｣、
｢情
報
活
用
｣
と
い
う
四
つ
の
領
域
で
構
成
さ
れ

る
。
こ
れ
を
V
I
C
S
は
あ
る
も
の
の
活
用
を
主
体
と
し
、

非
常
に
低
コ
ス
ト
で
構
築
･
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず

情
報
で
あ
る
が
こ
れ
は
道
路
管
理
者
、
そ
し
て
都
道
府
県

警
察
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
で
既
に
体
系
的
に
収
集
し
て

お
り
、
そ
の
一
部
は
提
供
さ
れ
て
い
る
実
績
が
あ
る
の
で

そ
の
ま
ま
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
既
存

設
備
.
既
有
物
の
有
効
利
用
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
あ
ら

た
な
設
備
投
資
を
し
な
く
て
済
む
と
い
う
意
味
で
も
省
資

源
･
省
エ
ネ
で
あ
り
環
境
に
も
優
し
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
次
に
情
報
の
処
理
･
編
集
で
あ
る
が
こ
こ
の
役
割
は

複
数
の
情
報
源
か
ら
提
供
さ
れ
る
道
路
交
通
情
報
を
活
用

し
易
い
よ
う
、ま
た
伝
送
効
率
が
良
く
な
る
よ
う
に
処
理
･

編
集
し
、
配
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
機
能
を
持

つ
シ
ス
テ
ム
は
従
来
な
か
っ
た
の
で
新
規
に
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
組
織
と
し

て

｢V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
｣
は
公
益
の
財
団
法
人
と
し
て

設
立
さ
れ
、
更
に

｢情
報
収
集
｣、
｢情
報
処
理
･
編
集
｣、

｢情
報
提
供
｣、
｢情
報
活
用
｣
と
い
う
四
つ
の
領
域
の
シ

ス
テ
ム
を
結
合
す
る
と
と
も
に
、
全
体
シ
ス
テ
ム
と
し
て

整
合
の
と
れ
た
運
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
調
整
す
る
役
割

を
持
た
さ
れ
た
。

こ
の
V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
の
事
業
費
は
民
間
で
支
え
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
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そ
し
て
情
報
の
提
供
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
こ
こ
で
留
意

す
べ
き
は
、
多
様
な
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
多
様

な
商
品
の
商
品
化
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
構
築
、
運
用
負

担
が
小
さ
い
も
の
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
多
数
の

ユ
ー
ザ
ー
が
活
用
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
結
果
が
情
報
提
供
イ
ン
フ
ラ
構
築
の
負
荷
を
避
け

る
意
味
も
兼
ね
て
行
政
ニ
ー
ズ
で
構
築
さ
れ
る
電
波
ビ
ー

コ
ン
、
光
ビ
ー
コ
ン
、
既
存
の
放
送
設
備
を
利
用
す
る
F

M
多
重
放
送
の
三
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
で
は
電
波
ビ
ー
コ
ン
セ
ン
タ
ー
及

び
光
ビ
ー
コ
ン
セ
ン
タ
ー
に
各
セ
ン
タ
ー
の
カ
バ
ー
す
べ

き
エ
リ
ア
の
情
報
に
編
集
し
て
配
信
す
る
。
そ
し
て
F
M

多
重
放
送
用
に
は
自
ら
持
つ
F
M
多
重
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ

ム
に
て
車
載
機
に
提
供
す
る
情
報
に
編
集
し
て
、
各
放
送

局
へ
配
信
す
る
の
で
各
放
送
局
で
は
F
M
放
送
に
多
重
化

す
る
だ
け
で
済
む
。
こ
の
V
I
C
S
の
F
M
多
重
放
送
は

N
H
K
の
放
送
設
備
を
借
用
し
て
い
る
が
、
既
存
の
放
送

設
備
に
多
重
化
装
置
だ
け
を
増
設
す
る
の
み
と
な
る
の
で
、

非
常
に
安
価
に
広
域
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
従
っ
て
N
H
K
の
設
備
借
用
料
こ
そ
あ
る
も
の

の
電
波
ビ
ー
コ
ン
、
光
ビ
ー
コ
ン
か
ら
は
道
路
管
理
者
、

都
道
府
県
警
察
の
責
務
と
し
て
V
I
C
S
情
報
を
提
供
し

て
い
る
の
で
、
言
っ
て
見
れ
ば
情
報
提
供
設
備
は
官
が
役

割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

最
後
に
情
報
活
用
で
あ
る
が
、
多
く
の
情
報
活
用
者
が

早
期
に
出
て
き
て
目
的
が
達
成
さ
れ
る
の
で
、
情
報
活
用

機
器
を
魅
力
あ
る
商
品
、
役
に
立
つ
商
品
と
し
て
ユ
ー
ザ

ー
に
進
ん
で
購
入
か
つ
使
用
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
V
I
C
S
で
は
情
報
の
活
用
機
器
が
高
価
と

な
り
が
ち
な
専
用
端
末
化
す
る
こ
と
を
避
け
る
と
と
も
に
、

既
に
普
及
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
器
の

高
機
能
化
を
主
体
と
す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
高
度
普
及
の
下
地
と

し
た
。
更
に
自
由
競
争
と
し
て
各
社
の
創
意
工
夫
の
中
に

商
品
の
発
展
性
を
確
保
し
た
。
し
か
し
、
全
く
の
自
由
放

任
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
V
I
C
S
車
載
機
製
造
者
間

の
秩
序
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
使
用
に
際
し
て
の
安
全
性
を
担

保
す
る
た
め
に
、
情
報
活
用
機
器
の
商
品
化
に
あ
た
っ
て

の
最
低
限
度
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
提
示
し
、
契
約
上
の
遵

守
事
項
と
し
た

(図
3
)。

こ
う
し
て
V
I
C
S
は
官
民
が
お
互
い
に
大
き
な
負
担

な
く
し
て
役
割
分
担
し
、
片
や
行
政
目
的
の
高
度
達
成
、

電波ビーコ

F M 多重放送源報

可

鱈
第

　

　

　
　

他　

　　
　
　

-

(
一
※

転遷を“““] [糯彰二輯 [,“謀議,渦中鼈譲歩嬢,]
※ただしF M 多重放送の波、 設備の借用料負担有

図 3 V lC Sのシステム構成と情報の流れ

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

都
道
府
県
警
察
･
道
路
管
理
者

ノ2 道イテセ 97.7



片
や
事
業
拡
大
と
い
う
全
く
別
の
目
的
を
追
求
し
な
が
ら

成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

V
ー
C
S
実
現
の
鍵

V
I
C
S
は
実
現
性
、
普
及
性
、
永
続
性
を
観
点
に
｢情

報
収
集
は
既
に
体
系
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
｣、
｢移
動
体

向
け
の
通
信
技
術
が
確
立
し
て
い
る
と
と
も
に
活
用
で
き

る
設
備
が
あ
る
｣
、
そ
し
て
｢
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

を
筆
頭
に
車
の
情
報
化
が
進
展
し
て
お
り
、
そ
の
高
度
化

へ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
期
待
が
大
き
い
｣
と
い
う
我
が
国
の
恵

ま
れ
た
土
壌
を
活
か
し
て
実
現
、
順
調
に
立
ち
上
が
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
真
の
鍵
は
更
に
別
の
と
こ
ろ

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
o

そ
の
中
で
最
も
大
き
な
も
の
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

(人
)

に
働
き
か
け
る
と
い
う
仕
組
み
で
技
術
と
費
用
の
壁
を
ク

リ
ア
し
た
こ
と
で
あ
る
。
最
近
チ
ェ
ス
の
世
界
一
決
定
戦

に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
チ
ェ
ス
名
人
に
勝
利
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
人
間
に
劣
ら
な
い
臨
機
応
変
、
柔
軟
な

思
考
を
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
全
て
に
お
い
て
人
間

に
勝
る
こ
と
は
望
む
ら
く
も
な
い
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も

な
い
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
転
中
前
後
･
左
右
を
見
、
か
っ

音
で
も
っ
て
周
辺
の
状
況
を
把
握
し
、
把
握
し
た
内
容
と

過
去
の
経
験
を
照
ら
し
判
断
し
て
運
転
操
作
を
行
う
。
こ

れ
を
機
械
が
代
わ
っ
て
知
覚
す
る
と
な
る
と
、
大
変
な
種

類
と
数
の
セ
ン
サ
ー
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
回
避
す
る

た
め
に
い
く
つ
か
の
限
ら
れ
た
情
報
と
し
て
車
に
提
供
し
、

負
荷
を
小
さ
く
す
る
も
の
が
各
種
の
路
車
間
情
報
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
そ
の
究
極
が
A
H
S
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に
は
技
術
の
信
頼
性
を
ど
う
設

定
す
る
か
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
観
点
か
ら
コ
ス
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
ど
の
水
準
に
置
く
か
が
大
き
な
課
題
に
な

る
。
V
I
C
S
で
は
運
転
の
責
任
者
は
あ
く
ま
で
ド
ラ
イ

バ
ー
で
あ
り
、
そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
的
確
な
判
断
を
促
す

た
め
の
支
援
と
い
う
割
り
切
り
を
も
っ
て
大
き
な
議
論
な

く
、
こ
の
壁
を
ク
リ
ア
し
た
の
で
あ
る
。

無
慾
硼
、
技
術
進
歩
加
速
の
法
則
?

に
よ
り
明
日
の
技

術
は
計
り
知
れ
な
く
、
今
日
の
壁
は
壁
で
無
く
な
る
可
能

性
の
方
が
高
い
と
す
る
方
が
妥
当
と
も
言
え
る
。

次
に
見
逃
せ
な
い
の
が
、
標
準
化
と
も
絡
む
こ
と
で
あ

る
が
中
央
集
型
国
家
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
･
公
共

的
な
シ
ス
テ
ム
作
り
に
は
仕
様
に
お
い
て
全
国
統
一
が
最

低
条
件
に
な
る
。
V
I
C
S
の
検
討
に
お
い
て
は
、
建
設

省
、
警
察
庁
そ
し
て
郵
政
省
と
い
う
三
省
庁
の
支
援
の
も

と
に
、
広
範
な
業
種
の
多
数
の
企
業
の
参
加
を
も
っ
て
V

I
C
s
実
用
化
推
進
協
議
会
と
い
う
任
意
団
体
を
形
成
し
、

委
員
会
形
式
で
技
術
的
仕
様
か
ら
事
業
運
営
の
方
式
等
必

要
事
項
を
決
め
て
い
っ
た
。
V
I
C
s
は

｢標
準
を
決
め

る
｣
と
い
う
よ
う
な
お
題
目
は
決
し
て
掲
げ
て
い
な
か
っ

た
が
、
検
討
に
加
わ
っ
た
全
員
が
そ
れ
が
全
国
統
一
仕
様

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
辺
が
欧
米
の
I
T

S
事
業
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
見
て
、
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
も

諸
外
国
で
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
い
え
、
今
後

導
入
さ
れ
る
日
本
の
も
の
は
全
国
利
用
は
無
慾
硼
の
こ
と
、

料
金
体
系
も
単
な
る
従
距
離
で
は
な
く
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

狙
っ
た
変
動
制
、
予
約
割
引
制
な
ど
非
常
に
高
度
か
つ
実

践
的
な
も
の
に
な
り
、
海
外
の
も
の
と
は
そ
の
魅
力
が
大

き
く
異
な
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
現
在

東
京
圏
で
頻
繁
に
生
じ
て
い
る

｢高
速
道
路
の
方
が
時
間

が
か
か
る
｣
と
い
う
現
象
は
、
こ
う
し
た
料
金
体
系
の
導

入
と
V
I
C
S
の
活
用
を
も
っ
て
消
滅
し
、
文
字
通
り
高

速
道
路
が
高
速
道
路
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
だ
ろ

ぶノ
o情

報
の
提
供
開
始
と
車
載
機
の
販
売
開
始
を
同
時
に
立

ち
上
げ
る
と
い
う
荒
技
を
演
じ
、
か
つ
今
後
着
実
に
定
着

し
て
い
く
と
見
ら
れ
る
V
I
C
S
の
第
三
者
の
鍵
は
、
｢目

的
地
に
早
く
行
き
た
い
｣
と
い
う
実
に
素
朴
な
ド
ラ
イ
バ

ー
の
欲
求
を
取
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
れ
ば
誰
で
も
が
欲
す
る
も
の
を
充
足

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
V
I
C
s
車
載
機
の
底
辺
は
非
常

に
広
い
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
全
員
参
加
型
と
い
う
大
き

な
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
社
会
ニ
ー
ズ
の
充
足
に
あ
た
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
自
分
が
得
を
し
な
が
ら

社
会
に
も
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

社
会
的
課
題
へ
の
対
応
で
あ
っ
て
も
民
意
に
反
す
る
も

の
で
あ
れ
ば
い
く
ら
高
度
な
技
術
、
大
変
な
投
資
を
し
た

も
の
で
も
お
仕
着
せ
の
制
度
に
す
ぎ
な
い
か
、
他
に
負
荷

を
し
わ
寄
せ
し
た
利
己
的
業
務
の
効
率
化
に
終
わ
る
。
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人
間
の
本
能
的
な
欲
求
を
取
り
込
ん
で
課
題
へ
の
対
応

の
パ
ワ
ー
に
し
て
い
る
と
い
う
仕
組
み
が
崩
れ
な
い
限
り
、

V
I
C
S
は
官
民
協
力
、
そ
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
た

道
路
交
通
行
政
の
好
事
例
と
な
ろ
う
。

三

ユ
ー
ザ
ー
の
声
か
ら
見
を
V
I
C
S

そ
れ
で
は
V
I
C
S
の
車
載
機
ユ
ー
ザ
ー
は
使
っ
て
み

て
V
I
C
S
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

〕
o

L刀
非
常
に
興
味
が
あ
り
知
り
た
い
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
こ
れ
を
体
系
的
に
調
査
し
、
普
遍
的
な
回
答
を

得
る
手
段
は
現
在
無
い
。

そ
う
し
た
中
で
V
I
C
S
セ
ン
タ
ー
で
は
車
載
機
メ
ー

カ
ー
及
び
車
載
機
販
売
店
の
協
力
を
得
て
サ
ン
プ
ル
数
こ

そ
十
分
で
は
な
い
が
、
初
期
ユ
ー
ザ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。

ま
た
V
I
C
S
情
報
を
使
い
こ
な
す
に
は
あ
る
程
度
の
使

用
経
験
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
調
査

対
象
者
の
嫌
悪
感
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ

っ
た
が
、
同
一
ユ
ー
ザ
ー
に
三
ヵ
月
後
に
再
度
調
査
を
行

っ
た
。

結
果
に
見
る
V
I
C
S
の
評
価
は
予
想
以
上
で
、
大
半

の
ユ
ー
ザ
ー
が

｢心
理
的
に
余
裕
が
で
き
る
｣、
｢渋
滞
を

避
け
た
ル
ー
ト
が
選
択
で
き
る
｣
等
V
I
C
S
を
評
価
し

て
い
る
。
ま
た
、
何
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、

一
回
目

の
調
査
よ
り
も
三
ヵ
月
を
経
た
二
回
目
の
調
査
の
方
が
評

価
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た

(図
4
)。

こ
の
こ
と
は
、
V
I
C
S
車
載
機
の
普
及
の
た
め
に
は

と
に
も
か
く
に
も
V
I
C
S
を
使
っ
て
見
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

更
に
V
I
C
S
の
運
用
開
始
後
、
V
I
C
S
情
報
の
利

用
が
ど
れ
だ
け
有
効
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
た
め
に
比
較

実
走
行
、
そ
し
て
実
情
報
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行

っ
た
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
V
I
C
S
情
報
の
利
用
は
所
要
時

間
短
縮
に
確
か
に
高
価
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
D
R
G
(□
苫
田
日
月

力
三
①
○
三
軒
8
①
=
五
分

毎
に
目
的
地
ま
で
の
最
短
時
間
経
路
を
求
め
走
行
)
は
非

常
に
有
効
な
情
報
活
用
手
段
で
あ
る
が
、
ル
ー
ト
選
択
に

足
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
前
提
と
な
る
こ
と
も

判
明
し
た
。

逆
に
、
S
R
G

の
言
[自
力
三
①
◎
□
五
目
n①
=
走
行
距

離
が
最
短
と
な
る
経
路
を
求
め
走
行
!
･!
現
在
通
常
の
ナ

/4 道行セ 97.7

即

②

V lC S使用感

と

い

ら

な

、

ち

え

、

ど

言

、　

品

つ

需

な

必

と

査

査

調

調

=

2

ノノ

//

節

館

⑲

@

⑰

も

等

ば

と

い

、

ら

な

、

ち

え

、＼
“

ど

言

＼

　

　

　　

　

　

　

ま

、　

う

た

思

っ

う

な

そ

と

余

る

に

き

的

で

理

が

心

格

け

力

る

避

卜

き

を

一
で

滞

ル

択

渋

た

選

の

が

迄

況

地

状

る

図 4 ユーザー調査結果

的

路

か

目

遣
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ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
採
用
さ
れ
て

い
る
)
は
交
通
の
激
し
い
幹
線
道
路
に
誘
導
し
が
ち
に
な

る
の
で
時
間
的
に
は
遅
く
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
分
析

さ
れ
た
。

こ
う
し
た
調
査
･
分
析
と
は
別
に
、
V
I
C
S
セ
ン
タ

ー
で
は
電
話
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
声
へ
の
専
用
体
制
を
と

っ
て
顧
客
満
足
度
を
上
げ
る
よ
う
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
声
を
体
系
的
に
取
り
ま
と
め
改
善
に
つ
な
げ
る
よ
う

努
め
て
い
る
o

情
報
提
供
開
始
後
、
一
年
間
の
問
い
合
わ
せ
受
付
の
状

況
は
月
平
均
一
〇
〇
件
で
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
情
報
内
容

に
関
す
る
も
の
で
半
数
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
車
載
機
に

よ
っ
て
機
能
･
性
能
は
異
な
る
の
で
車
載
機
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
車
載
機
メ
ー
カ
ー
に
い
く
よ
う
役
割
分
担
を

し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
も
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
数
、
内
容
と
も
に
現
在
深
刻
な
対

応
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
は
逆
に
V

I
C
S
の
評
価
が
そ
の
程
度
の
も
の
と
見
る
べ
き
と
の
認

識
も
持
っ
て
い
る
。
今
後
ユ
ー
ザ
ー
の
増
加
と
と
も
に
問

い
合
わ
せ
の
数
も
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
そ
う

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
そ
の
的
確
な
対
応
の
た
め
に
は
V

I
C
S
セ
ン
タ
ー
と
車
載
機
メ
ー
カ
ー
の
仕
分
け
を
更
に

明
確
に
し
、
適
切
な
方
に
問
い
合
わ
せ
が
い
く
よ
う
な
仕

組
み
作
り
が
肝
要
で
あ
る
。

四

今
後
の
課
題

V
I
C
S
の
目
的
は
あ
く
ま
で
交
通
の
安
全
･
円
滑
性

向
上
へ
の
寄
与
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
公
共
的
な
目
的

で
あ
る
が
故
に
官
民
の
協
力
･
協
調
が
成
立
し
、
世
界
に

先
駆
け
て
実
用
化
で
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
課
題
も
明

白
で
目
的
達
成
あ
る
の
み
と
な
る
。

こ
の
た
め
の
方
策
も
単
純
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
い
か

に
ド
ラ
イ
バ
ー
に
魅
力
的
な
商
品
、
役
に
立
つ
商
品
と
し

て
購
入
し
続
け
て
も
ら
う
か
で
あ
る
。
更
に
こ
の
た
め
の

『広島へは山陽道より
中国道だな蟻 リ

メ

ギ

施
策
も
明
確
で
い
か
に
情
報
の
量
質
を
充
実
す
る
か
に
あ

る
o

お

こ
れ
を
行
政
施
策
と
の
調
和
と
の
観
点
か
ら
環
境
整
備

7

へ
の
提
言
的
に
表
現
す
る
と
、
都
市
間
高
速
道
路
の
ネ
ッ

セ

ト
ワ
ー
ク
形
成
と
一
般
道
路
の
情
報
収
集
路
線
の
拡
大
に

断

尽
き
る
。
V
I
C
S
の
効
果
発
揮
の
原
点
は
、
ル
ー
ト
選

択
に
お
い
て
あ
れ
か
こ
れ
か
の
選
択
の
余
地
が
あ
る
時
に

的
確
な
方
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
選
択

の
余
地
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
、
状
況
を
認
識
さ
せ
忍
耐
を

強
い
る
だ
け
の
シ
ス
テ
ム
に
陥
る
。
従

っ
て
、
高
速
道
路

『この先で事故渋滞ですよ、
早いけど有職海S Aで昼食をとりましょうj

　

　

　　

　　

　　

べ
く

高 メ ー ジ

図

図 5ーA



で
あ
っ
て
も
目
的
地
に
向
か
っ
て
複
数
の
経
路
が
あ
る
よ

う
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
図
5
-
A
は
、
本
年
四
月
に

全
国
の
高
速
道
路
で
V
I
C
S
が
サ
ー
ビ
ス
開
始
さ
れ
た

時
に
用
い
た
電
波
ビ
ー
コ
ン
か
ら
提
供
さ
れ
る
簡
易
図
形

の
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ
る
。
都
市
間
高
速
道
路
の
主
要
地
点

で
こ
の
よ
う
な
選
択
が
で
き
れ
ば
、
高
速
道
路
の
交
通
容

量
の
急
激
な
低
下
を
避
け
る
こ
と
が
自
然
に
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
図
5
ー
B
の
よ
う
な
使
い
方
も
今
後
一
般
化
さ

れ
る
だ
ろ
う
o

一
般
道
路
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
選
択
性
が
あ
っ
て
こ

そ
V
I
C
S
情
報
に
価
値
が
で
る
。
そ
し
て
道
路
が
あ
る

V ー る ま の こ イ に

　　　　　 　　　　　　
　 　 　

　

　

　　

　

　

　　　

　

}

"
添

V
Y 載機

の
は
判
っ
て
も
情
報
が
無
く
て
早
く
行
け
る
か
ど
う
力
竿

断
で
き
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
が
増
加
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ

と
な
の
で
、
高
速
道
路
よ
り
シ
ビ
ア
な
条
件
と
な
る
。

V
I
C
S
は
あ
る
も
の
を
用
い
る
と
の
主
義
を
採
り
た

た
め
、
自
ず
と
限
界
も
あ
る
。
一
般
道
の
情
報
は
交
通
信

号
の
広
域
制
御
と
い
う
目
的
の
も
と
に
収
集
さ
れ
て
い
る

も
の
な
の
で
、
渋
滞
が
頻
繁
に
生
じ
て
い
る
路
線
で
収
集

す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
本
当
に
欲

ぞ
讓
椴
凰
な
に
ト
~で

も
漿
れ

、̂

、

　　　
　　　　

　　
　　　
　　
　
　
　
　　

24時間無人稼働中のV IC Sセンターシステム

し
い
の
は
渋
滞
情
報
で
は
な
く
て

｢早
く
行
け
る
｣、
｢空

い
て
い
る
｣
と
の
情
報
で
あ
る
。
つ
ま
り
ニ
ー
ズ
、
目
的

が
正
反
対
な
の
で
あ
る
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
は
通
過
交

通
が
主
体
の
路
線
は
全
て
情
報
収
集
路
線
と
す
る
こ
と
で

あ
り
、
道
路
行
政
と
し
て
早
晩
の
実
施
を
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
充
実
し
た
情
報
を
更

に
実
効
性
の
あ
る
魅
力
的
な
情
報
と
し
て
活
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
情
報
編
集
方
法
の
改
善
高
度
化
が
、
V
I
C
S

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
に
ユ
ー
ザ

ー
の
声
の
反
映
と
い
う
も
の
に
な
る
。

V
I
C
S
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
本
年
内
に
京
都
府
、

そ
し
て
本
年
度
内
に
兵
庫
県
を
加
え
て
、
本
年
度
中
に
第

一
期
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
し
た
八
都
府
県
を
完
了
す
る

見
通
し
で
あ
る
o

一
期
の
期
間
を
七
年
と
し
て
い
た
の
で
、
七
年
か
け
て

実
施
し
て
も
良
い
こ
と
を
二
年
で
達
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
も
一
重
に
関
係
す
る
皆
様
方
の
お
蔭
で
あ
り
、
感
謝

に
絶
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
目
的

達
成
ま
で
に
は
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。

官
民
協
力
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
道
路
･
交
通
行
政
の

範
た
る
べ
く
今
後
と
も
最
善
の
努
力
を
重
ね
、
豊
か
な
モ

ビ
リ
テ
ィ
社
会
形
成
へ
の
寄
与
を
も
っ
て
ご
指
導
、
ご
協

鋭

力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
の
恩
に
報
い
た
い
と
強
く
念
じ

セ行

て
い
る
。

道

(節
道
路
交
通
情
報
通
信

(V
I
C
s
)
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
総
務
部
長
)

6



特
集
/
最
新
の
週
離
管
理

外
鬮
◎
1
庁
鰯
轡
廳
遭
路
変
通
シ
ス
テ
ム
)◎
醐
鬮

餘

関

馨

一

概

要

交
通
の
流
れ
や
個
々
の
車
の
制
御
に
情
報
通
信
の
技
術

を
適
用
し
、
よ
り
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
試
み
は
、
そ
の
初
期
の
も
の
と
し
て
一
九
六
〇
年
代
の

米
国
E
R
G
S
(経
路
誘
導
シ
ス
テ
ム
)、
一
九
七
〇
年
代

の
日
本
の
C
A
C
S
(自
動
車
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
)、
ド

イ
ツ
の
A
L
I
(自
動
車
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
)、
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
こ
う

し
た
試
み
は
急
激
に
発
展
し
た
情
報
通
信
や
処
理
技
術
を

取
り
込
み
つ
つ
、
国
家
的
な
支
援
を
背
景
に
大
規
模
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
ず

欧
州
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
よ
り
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
計
画
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
D
R
I
V
E
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
、
あ
る
い
は
ユ
ー
レ
カ
計
画
の
一
部
と
し
て
、
民
間

会
社
が
主
導
し
て
車
の
高
知
能
化
の
研
究
を
行
っ
た
P
R

O
M
E
T
H
E
U
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
が
開
始
さ
れ
た
。

一
方
、
米
国
で
は
一
九
九
〇
年
代
の
初
め
に
I
S
T
E
A

(総
合
陸
上
輸
送
効
率
化
法
)の
成
立
と
連
邦
運
輸
省
の
諮

問
機
関
と
し
て
の
I
V
H
S
ア
メ
リ
カ

(現
在
は
I
T
S

ア
メ
リ
カ
)
の
設
立
が
あ
り
、
以
降
こ
こ
数
年
に
わ
た
っ

て
年
間
約
二
億
ド
ル
以
上
の
予
算
を
背
景
に
、
国
を
挙
げ

て
交
通
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

臼
本
に
お
い
て
も
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
建
設
省

に
よ
り
R
A
C
S
(路
車
間
情
報
シ
ス
テ
ム
)、
警
察
庁
に

よ
り
A
M
T
I
C
S

(新
自
動
車
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
)
が
手
が
け
ら
れ
、
そ
の
後
、
こ
れ
に
電
波
シ
ス
テ
ム

の
開
発
･
標
準
化
を
担
当
す
る
郵
政
省
が
加
わ
り
V
I
C

S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
へ
と
発
展
し
た
。

そ
の
後
も
関
係
省
庁
に
よ
る
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
こ
れ
ら
は
九
五
年
に
I
T
S
へ

と
統
合
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
欧
州
、
米
国
、
日
本
の
動
き
に
比
べ
る
と
、

そ
の
他
の
国
々
の
I
T
S
の
取
り
組
み
は
ま
だ
全
体
的
な

物
で
は
な
く
、
国
に
よ
っ
て
重
点
の
置
き
方
が
異
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
最
近
は
ア
ジ
ア

･
オ
セ
ア
ニ
ア
地

域
の
国
々
で
の
取
り
組
み
が
特
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
本
文
で
は
、
欧
州
、
米
国
、
そ
し
て
ア

ジ
ア

･
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
焦
点
を
当
て
て
I
T
S
の
現

在
の
動
向
を
紹
介
し
た
い
。

二

欧

州

1

ー
T
S
推
進
体
制
と
予
算

欧
州
に
お
け
る
I
T
S
は
E
U

(欧
州
連
合
)
が
推
進

す
る
第
四
次
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
計
画

(
一
九
九
四
-

一
九



九
八
)
の
一
部
で
あ
る
交
通
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス

(T
-
T

A
P

…
第
聡
総
局
担
当
)、
交
通
研
究
技
術
開
発
(R
T
D

…
第
7
総
局
担
当
)
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
公
募
し
、
選
択
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
E
U
か
ら
予
算
を
補
助
す
る
形
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
補
助
予
算
額
は
そ
れ
ぞ
れ
E
C
U
2
1
9
M
、

E
C
U
2
5
6
M
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
道
路
交
通
だ

け
で
は
な
く
、
航
空
、
海
運
な
ど
の
予
算
が
含
ま
れ
て
い

る
。
特
に
R
T
D
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
道
路
及
び
道
路
テ
レ
マ

テ
ィ
ク
ス
関
連
の
予
算
は
十
数
%
で
あ
り
、
次
世
代
道
路

関
連
予
算
の
主
体
は
T
I
T
A
P
と
み
ら
れ
る
。

欧
州
の
I
T
S
活
動
を
調
整
す
る
機
関
と
し
て
一
九
九

一
年
E
R
T
I
C
O
が
設
置
さ
れ
E
U
の
欧
州
委
員
会
へ

の
諮
問
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
E
U
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
て
、
各
国
の
政
府
及
び
民
間
が
進
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
企
業
な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
る
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
交
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
M
o
t
i

v

e
の
予
算
は
四
年
間
で
一
億
六
、
五
〇
〇
万
マ
ル
ク
、

ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
国
内
交
通
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
P
r

e
d
i
t
の
次
世
代
交
通
分
野
の
予
算
は
五
年
間
で
二
･

一
億
フ
ラ
ン
で
あ
る
。

2

現
在
の
状
況

E
U
レ
ベ
ル
の
重
要
課
題
の
一
つ
は
E
U

一
五
カ
国
を

結
ぶ
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
り
、
昨

年
初
め
輸
送
モ
ー
ド
統
合
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
"
ト

ラ
ン
ス
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“
が
策
定
さ

れ
て
い
る
。
I
T
S
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
要

素
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
先
に
述

べ
た
I
T
S
の
開
発
を
担
当
す
る
二
つ
の
総
局
の
共
同
政

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
国
家
の
代
表
か
ら
構
成
さ

れ
る
H
L
G

(
ハ
イ
レ
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
)
が
組
織
さ
れ
て

い
る
。
現
在
H
L
G
で
は
次
の
四
分
野
を
優
先
さ
せ
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
。

･
R
D
S
-
T
M
C

(無
線
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
交
通
情
報
サ
ー
ビ
ス
)

･
自
動
料
金
収
受

･
情
報
管
理

.
人
間
-
機
械
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

欧
州
で
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
開
発
が
進
め
ら
れ
て
来

た
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
が
E
T
C

(自
動
料
金
収
受
)
シ
ス

テ
ム
と
F
M
放
送
な
ど
を
利
用
し
た
旅
行
者
情
報
提
供
で

あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

欧
州
で
は
一
九
八
七
年
に
E
T
C
の
導
入
が
始
ま
っ
て

い
る
。
特
に
北
欧
及
び
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
南

欧
諸
国
で
導
入
が
進
み
、
タ
イ
プ
の
異
な
る

(例
え
ば
使

用
周
波
数
)
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
て
い
る
。
新
し
い
シ
ス

テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
A
-

m
道
路
の
フ
リ
ー
フ
ロ
ー

(通
過
す
る
時
の
車
線
を
固
定

し
な
い
シ
ス
テ
ム
)
の
E
T
C
で
あ
る
。
年
間
四
六
〇
万

台
の
車
両
が
利
用
す
る
こ
の
道
路
で
五
･
八
G
H
Z
の
マ

イ
ク
ロ
波
と
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
通
過
車
両
に

課
金
す
る
E
T
C
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
が
評
価
さ
れ
て
い

る
。
欧
州
で
稼
働
し
て
い
る
E
T
C
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
及
び
リ
ヨ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ミ
ス

ト
ラ
ル
、
あ
る
い
は
、
イ
タ
リ
ア

･
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
T

e
l
e
P
a
s
s
シ
ス
テ
ム
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。

旅
行
者
情
報
提
供
の
方
式
と
し
て
、
車
の
ラ
ジ
オ
を
通

し
た
交
通
情
報
の
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
提
供
が
一
九
七
〇
年

代
の
は
じ
め
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
。
現
在
欧
州
の
三

カ
国
が
協
調
し
て
F
M
放
送
を
利
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
情
報

を
提
供
す
る
べ
く
活
動
し
て
い
る
。
一
方
、
移
動
体
通
信

の
た
め
の
標
準
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
G
S
M
と
衛
星
に

よ
る
位
置
標
定
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
て
、
国
際
的
に
互
換

性
の
あ
る
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
I
N
T

R
A
G
S
M
シ
ス
テ
ム
を
検
討
中
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

動
的
経
路
案
内
、
緊
急
サ
ー
ビ
ス
、
駐
車
場
情
報
、
車
両

位
置
自
動
表
示
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
実
用
化
さ
れ
て
い
る
旅
行
者
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
と

し
て
は
現
在
五
万
人
の
利
用
者
が
い
る
と
い
わ
れ
る
ト
ラ

フ
ィ
ッ
ク
マ
ス
タ
が
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
無
線
で
交
通
渋
滞
な
ど
の
情
報
を
送
る
も
の
で
あ
り
、

特
に
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
で
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
早
く
か
ら
I
T
S
に
取
り
組
ん
で
き
た
欧

州
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
来
て
そ
の
展
開
の
ペ
ー
ス
が
遅
く

な

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

一
九
九
六
年
四
月
に
は
ド
イ
ツ
運
輸
省
は
乗
用
車
向
け

の
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
を
検
討
の
対
象
か
ら
外
し
、
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貨
物
自
動
車
用
を
二
0
○
○
年
ま
で
延
期
し
て
い
る
。
同

じ
く
ド
イ
ツ
で
赤
外
線
ビ
ー
コ
ン
を
使
っ
た
経
路
誘
導
シ

ス
テ
ム
を
運
営
す
る
企
業
が
事
業
活
動
を
停
止
し
て
い
る
。

ま
た
、
英
国
に
お
い
て
も
自
動
料
金
収
受
の
技
術
実
験
か

ら
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
半
数
撤
退
す
る
と
い
っ
た
事
態
が

起
き
て
い
る
。
欧
州
の
自
動
車
メ
ー
カ
が
共
同
で
進
め
て

き
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は

一
九
九
四
年
に
終

了
し
た
が
、
そ
の
後
継
と
見
ら
れ
て
い
る
プ
ロ
モ
ー
ト
計

画
は
実
質
的
に
は
動
い
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
動
き
は
、

I
T
S
が
商
業
化
の
段
階
に
入
り
、
そ
の
可
能
性
が
高
ま

る
に
つ
れ
全
欧
州
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
分
裂
化
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
欧
州
の
技
術
を
提
供
す
る
企

業
は
、
自
社
の
行
っ
た
研
究
開
発
を
商
業
化
す
る
こ
と
に

強
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
全
欧
の
I
T
S
推
進
に
関
し
て
は

欧
州
委
員
会
の
諮
問
組
織
で
あ
る
E
R
T
I
C
O
が
活
動

し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
分
散
化
の
傾
向
を
表
す
動
き
と

し
て
、
最
近
、
国
ご
と
の
I
T
S
推
進
機
関
が
設
立
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
I
T
S
政
策
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
英
国
の
I
T
S
F

o
c
u

s
(
一
九
九
三
年
設
立
)、
I
T
S
フ
ラ
ン
ス
(
一

九
九
五
年
設
立
)、
I
T
S
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
交
通
テ
レ

マ
テ
ィ
ク
ス
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
が
あ
る
。

3

標
準
化
及
び
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

欧
州
の
標
準
化
を
推
進
す
る
の
は
C
E
N
で
あ
る
が
、

C
E
N
の
活
動
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

ー
s
o
と
の
並
行
投
票
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
九

二
年
の
ウ
ィ
ー
ン
協
定
で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
、
標
準
化

活
動
に
お
い
て
C
E
N
と
I
S
O
が
共
通
の
標
準
化
ア
イ

テ
ム
を
審
議
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
C
E
N

の
動
き
は
国
際
標
準
化
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
C
E
N
の
標
準
化
の
動
き
と
し
て
は
、
E
T
C
向
け

の
D
S
R
C

(専
用
狭
域
通
信
)
と
交
通
デ
ー
タ
･
デ
ィ

ク
シ
ョ
ナ
リ
が
あ
る
。
D
S
R
C
に
つ
い
て
は
昨
年
使
用

周
波
数
の
標
準
化
を
図
っ
た
が
、
一
部
の
国
の
反
対
に
よ

り
実
現
し
て
い
な
い
。
ま
た
デ
ー
タ

･
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ

に
つ
い
て
は
、
開
発
に
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
お
り
、

商
業
、
交
通
、
管
理
分
野
に
お
け
る
電
子
デ
ー
タ
の
交
換

(E
D
I
F
A
C
T
)
規
格
に
合
致
す
る
通
信
仕
様
の
開

発
を
行
っ
て
き
た
。
本
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ
は
欧
州
各
地
の

交
通
事
業
者
に
よ
る
統
一
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
の
通

信
を
可
能
と
す
る
た
め
、
交
通
状
況
を
示
す
言
葉
を
ま
ず

統

一
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

欧
州
I
T
S
の
取
り
組
み
で
米
国
や
日
本
と
大
き
く
違

っ
て
い
る
の
が
シ
ス
テ
ム
･
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
構
築
で

あ
る
。
欧
州
で
は
早
く
か
ら
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

の
必
要
性
を
認
識
し
、
D
R
I
V
E
計
画
で
も
検
討
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト

(S
A
T
I
N
)
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
。

し
か
し
全
欧
州
を
カ
バ
ー
す
る
統
一
的
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
構
築
の
計
画
は
ま
だ
無
い
。

一
九
九
六
年
五
月
英
国
の
T
R
L
(輸
送
計
画
研
究
所
)

が
I
T
S
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
欧
米
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
開
発

担
当
者
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
こ
で
欧
米
共
通
の
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
を
開
発
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
な
る
と
同

時
に
、
双
方
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
構
築
の
方
法
に
顕
著
な

違
い
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
欧
州
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
状
況
対
応
的
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
多
く
の
I
T

S
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
包
含
で
き
る
事
を
意
図
し
て
い

る
よ
う
だ
。
即
ち
、
欧
州
の
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

の
開
発
は
前
述
の
S
A
T
I
N
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
そ
の

後
継
で
あ
る
T
I
T
A
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
C
O
N
V
E
R

G
E
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
則

っ
て
進
め

ら
れ
、
他
の
交
通
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
構

築
の
た
め
ツ
ー
ル
や
協
調
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

(階
層
化
さ

れ
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
モ
デ
ル
)
が
提
供

さ
れ
る
。

一
方
、
個
々
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
階
層
化
さ
れ

た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
上
位
部
分
に
関
す
る
要
請
に
沿
い

な
が
ら
詳
細
な
シ
ス
テ
ム
設
計
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
%

三

米
国
に
お
け
る
･ー
T
S

1

-
T
S
推
進
体
制
と
予
算

I
T
S
推
進
主
体
は
D
O
T
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
D

O
T
の
中
の
関
連
部
局
を
統
括
す
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
フ
ィ
ス

(J
P
O
)
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
。
ま

た
、
D
O
T
の
諮
問
機
関
と
し
て
I
T
S
ア
メ
リ
カ
が
重

首茗予セ 97 7 ′O



要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
I
T
S
ア
メ
リ
カ
は
一
九

九
〇
年
に
設
立
さ
れ
た

(当
時
は
I
V
H
S
ア
メ
リ
カ
と

い
う
名
称
で
あ
っ
た
)
官
民
の
連
携
組
織
で
、
政
府
、
民

間
、
学
会
、
海
外
団
体
な
ど
約
一
、
0
0
0
の
加
盟
組
織

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
I
T
S
の
技
術
開
発
、
展
開
、
教

育
な
ど
の
推
進
を
目
的
と
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
し
て
関
係
者
に
よ
る
委
員
会
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を

形
成
し
D
O
T
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
る
。

一
九
九
七
年
度
の
I
T
S
予
算
は
$
2
3
5
M
で
あ
り
、

こ
れ
は
前
年
度
予
算
の
八
%
増
で
あ
っ
た
。
総
額
$
2
3

5
M
の
う
ち
$
1
1
3
M
が
I
S
T
E
A
で
予
め
配
分
が

決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
残
り
額
を
毎
年
議
会
で
決
め
る

よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
I
T
S
の
展
開
に
当
た

っ
て
は
実
施
す
る
主
体
と
な
る
州
や
自
治
体
が
費
用
を
負

担
し
て
い
る
。
米
国
の
推
進
体
制
は
欧
州
、
日
本
に
比
べ

る
と
国
レ
ベ
ル
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
豊
富
な
予
算
も
背

景
に
し
な
が
ら
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
I
S
T
E
A
は
こ
の
九
月
で
失
効
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
現
在
I
S
T
E
A
の
後
継
法
案

(N
E
X

T
E
A
、
あ
る
い
は
I
S
T
E
A
2
な
ど
)
を
巡

っ
て
議

論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

2

現
在
の
状
況

一
九
九
六
年
一
月
、
T
R
B

(交
通
研
究
評
議
会
)
に

お
い
て
当
時
の
D
O
T

(連
邦
運
輸
省
)
長
官
切
勺
①田
は

今
後
一
〇
年
の
間
に
全
米
の
七
五
の
大
都
市
に
お
い
て
“高

度
交
通
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
“
を
展
開
し
、
旅
行
時

間
を

一
五
%
削
減
す
る
と
い
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム

セ
ー
バ
計
画
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
旅
行
者
情
報
シ
ス
テ

ム
と
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
都
市
地
域
の
移
動
性
の

向
上
を
図
り
、
I
T
S
の
成
果
を
早
期
に
具
体
化
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
だ
が
、
一
〇
月
に
な
る
と
四
つ
の
地
域
(
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
シ
ア
ト
ル
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
)
が
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
選
定
さ
れ
統
合
的
な
I

T
S
の
実
現
を
、
一
九
九
六
年
夏
に
一
応
の
完
成
を
み
た

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
沿
っ
て
試
み
ら
れ
る
(モ

デ
ル
展
開
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
)。例
と
し
て
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
場
合
を
み
る
と
、
A
T
z
e
c
と
名
付
け

ら
れ
た
官
民
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
I
T
I
の
配
備
を
調

整
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
A
T
z
e
c
が
管
理
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
バ
を
中
心
に
道
路
側
の
ル
ー
プ
デ
ィ

テ
ク
タ
、
可
変
メ
ッ
セ
ー
ジ
表
示
板
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
等

と
交
通
管
理
セ
ン
タ
ー
が
結
ば
れ
る
。
道
路
側
の
設
備
は

異
な
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
も

"
N
T
C
I
P

(国
家
輸
送

通
信
I
T
S
プ
ロ
ト
コ
ル
)

“
と
呼
ば
れ
る
通
信
プ
ロ
ト
コ

ル
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
の
交
換
が
容
易
に

で
き
る
。

C
V
O
が
I
T
S
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ー
ダ
で

あ
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
よ
う
に
、
米
国
で
は
州
境
を
幾

つ
も
通
過
す
る
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
商
用
車
両
に
つ
い

て
、
電
子
通
関
、
自
動
安
全
検
査
、
信
任
状
の
取
得
、
走

行
距
離
･
燃
料
の
報
告
、
車
載
の
安
全
モ
ニ
タ
等
を
シ
ス

テ
ム
化
す
る
実
験
が
こ
こ
数
年
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

一

九
九
〇
年
代
初
頭
に
ス
タ
ー
ト
し
た
I
-
75

(カ
ナ
ダ
･

オ
ン
タ
リ
オ
か
ら
フ
ロ
リ
ダ
)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
ヘ
ル
プ
･

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(西
海
岸
諸
州
)
は
そ
の
代
表
的
な
例
で

あ
る
。

一
九
九
六
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
八
の

州
が
新
た
に
C
V
O
の
モ
デ
ル
展
開
地
域
に
選
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
車
両
と
運
転
手
に
つ
い
て
の
運
転
記
録
、

燃
料
税
の
登
録
、
州
の
車
両
登
録
な
ど
の
情
報
項
目
に
つ

い
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
統
合
し
、
C
V
O
へ
適
用
す
る
た

め
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
が
C
V
I
S
N

(商
用
車
両
情
報
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
i
ク
)
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
現
在
そ
の
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
の
策
定
作
業
が
ジ
ョ
ン
･
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
行
わ

れ
て
い
る
。

一
九
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
I
S
T
E
A
で
は
一
九
九

七
年
末
ま
で
に
完
全
自
動
運
転
を
行
う
よ
う
明
記
し
て
い

る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
九
三
年
官
民
合
同
の
N
A
H

S
C

(全
米
A
H
S
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
)
が
作
ら
れ
、
上

述
の
完
全
自
動
運
転
の
実
施

(デ
モ
)
含
む
二
〇
〇
二
年

ま
で
の
計
画
の
も
と
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。
(こ
の
デ
モ

は
今
年
八
月
に
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。
N

A
H
S
C
の
メ
ン
バ
ー
は
コ
ア
、
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
コ
ア
メ

ン
バ
!

-
○
組
織

(U
S
D
O
T
を
含
む
)
に
よ
っ
て
ほ

ぼ
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

N
A
H
S
C
の
活
動
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
は
次
の
通
り
で
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あ
る
。

1

設
計
目
標
の
設
定

一
九
九
五
年
一
一
月

2

A
H
S
コ
ン
セ
プ
ト
の
絞
り
込
み

一
九
九
六
年

六
月

3

技
術
的
な
可
能
性
の
検
討

(デ
モ
の
実
施
)

一
九
九
七
年

八
月

4

選
ば
れ
た
A
H
S
コ
ン
セ
プ
ト
の
具
体
化

一
九
九
九
年

三
月

5

A
H
S
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
試
験
完
了

二
〇
〇
一
年
一
二
月

,

*

′

景

　

　　

　

　

　

　
　

　　鑓白M　　ア

6

関
連
資
料
の
整
備

二
〇
〇
一
年

一
月

但
し
、
現
在
A
H
S
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
お
り
、
A
H
S
及
び
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
研
究
を
統
合
し
、
安
全
性
に
重
点

を
置
い
た
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト

･
ビ
ー
ク
ル
･
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
(I
V
I
)
と
い
う
動
き
が
始
ま

っ
て
い
る
。
こ
こ

で
米
国
の
自
動
運
転
の
代
表
的
な
研
究
を
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
P
A
T
H

(カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
が
関
与
)
で
は
磁
気
ネ
イ
ル
を

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
し
た
ラ
テ
ラ
ル

(操
舵
)
制
御
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
A
H
S

(昨
年
の
九
月
か
ら

一

〇
月
に
か
け
て
上
信
越
道
路
で
実
験
が
行
わ
れ
た
)
に
先

駆
け
た
研
究
で
も
あ
り
、
そ
の
階
層
化
さ
れ
た
制
御
方
式

の
考
え
方
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
写
真
1
に
P
A
T
H

に
よ
る
車
間
距
離
を
詰
め
て
自
動
的
に
追
従
走
行
を
行
う

(プ
ラ
ト
ゥ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
)
走
行
実
験
の
様
子

を
示
す
。

一
方
、
カ
ー
ネ
ギ
ー

･
メ
ロ
ン
大
学
で
は
イ
ン

フ
ラ
に
頼
ら
な
い
自
動
走
行
車
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
前
方
の
道
路
形
状
、
白
線

を
検
知
し
な
が
ら
自
動
操
舵
を
行
う
こ
の
車
は
一
九
九
五

年
の
夏
に
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
か
ら
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
ま
で
を

殆
ど
手
放
し
運
転
し
た
実
績
を
持
っ
て
い
る
。

3

標
準
化
及
び
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

米
国
の
I
T
S
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
は
一
九
九
六
年
六
月

に
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
踏
み
切
り
事
故
を
契
機
に
鉄

道
と
の
交
差
が
ユ
ー
ザ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
、

見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
全
体
で
五
、
0
0
0
ペ
ー
ジ
を
超

え
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
文
書
に
は
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

本
体
で
も
あ
る
論
理
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
物
理
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
の
他
、
I
T
S
の
展
開
に
関
し
て
指
針
を
与
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
文
書
が
付
加
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
従
っ
て
単
な
る
仕
様
書
や
設
計
書
で
は
な
く
、

I
T
S
展
開
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
与
え
、
シ
ス
テ
ム
の

機
能
及
び
入
出
力
要
件
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ス

テ
ム
整
備
上
の
指
針
に
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
レ
ベ
ル
の
製
品
の
互
換
性
、
複

数
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
の
奨
励
、
将
来
性
の
保
証
、

コ
ス
ト
の
削
減
が
図
れ
る
。

図
1
は
一
九
九
七
年
に
改
定
さ
れ
た
米
国
の
シ
ス
テ
ム

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
示
さ
れ
た
I
T
S
の
基
本
サ
ブ
シ
ス

テ
ム
の
関
係
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
開

発
段
階
に
お
い
て
、
D
O
T
と
I
T
S
ア
メ
リ
カ
三
〇
回

以
上
の
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
関
係
者
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
形
成
に
努
力
し
て
き
た
。
ま
た
、
発
表
後
の
一

九
九
六
年
夏
に
は
シ
ス
テ
ム
設
計
者
、
自
動
車
業
界
、
通

信
業
界
に
対
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
構
築
の
動
き
と
並
行
す
る

よ
う
に
、
一
九
九
六
年
一
月
D
O
T
は
米
国
の
標
準
化
活

動
を
加
速
す
る
た
め
$
1
･
1
M
の
予
算
を
下
記
の
五
つ

の
標
準
化
組
織
に
対
す
る
財
政
支
援
方
針
を
発
表
し
た
。

@
A
A
S
H
T
0

(米
国
州
道
路
交
通
運
輸
行
政
官
協
会

道行セ 97.7 2 !
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T
Y

,
.

ス

…
路
側
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
標
準
化
)

◎
I
E
E
E

(電
子
電
気
技
術
学
会
…
メ

ッ
セ
ー
ジ

セ

ッ

ト

フ
ロ
ト
コ
ル
標
準
化
)

◎
I
T
E

(交
通
技
術
協
会

"
交
通
管
理
、
交
通
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
)

◎
A
S
T
M

(米
国
材
料
試
験
協
会

…
専
用
狭
域
通
信
の

標
準
化
)

◎
S
A
E

(米
国
自
動
車
技
術
会
…
車
載
旅
行
者
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
)

さ
ら
に
四
、
0
0
0
を
越
え
る
業
界
関
係
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
国
内
の
標
準
化
項
目
に
優
先
順
位
を
付
け

一
年
以
内
に
実
施
、
三
年
以
内
に
実
施
、
五
年
以
内
に
実

施
の
三
ラ
ン
ク
に
区
分
、
標
準
化
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
決
め
た
。
こ
こ
で
一
年
以
内
に
実
施
の
標
準
化
項
目
は

N
T
C
I
P
な
ど
一
〇
項
目
で
あ
る
。

米
国
で
は
現
在
モ
デ
ル
展
開
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
呼
ば

れ
る
都
市
型
、
及
び
地
方
型
の
統
合
I
T
S
の
モ
デ
ル
展

開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
(三
･2
項
参
照
)
こ
う
し
た
い

く
つ
か
の
シ
ス
テ
ム
統
合
の
鍵
と
な
る
の
が
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
で
、
交
通
セ
ン
タ
ー
間
や
、
セ
ン
タ
ー
と
道
路
設

備
間
の
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
で
あ
る
N
T
C
I
P
や
、
C
V

O
の
た
め
の
デ
ー
タ

(メ
ッ
セ
ー
ジ
セ
ッ
ト
)
が
重
要
な

鞠

標
準
化
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
標
準

セ行

化
の
指
針
と
な
る
の
が
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
で
あ

道

る
。
す
な
わ
ち
米
国
で
は
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が

2　
　

I
T
S
推
進
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。



四

ア
ジ
ア
･
オ
セ
ア
ニ
ア

1

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

I
T
S
の
展
開
に
関
し
て
予
算
面
の
責
任
は
連
邦
政
府

に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
執
行
の
実
権
は
各
州
が
も
っ
て
い

る
。
官
学
民
か
ら
な
る
I
T
S
オ
ー
ス
ラ
ト
リ
ア
が
設
立

さ
れ
、
I
T
S
に
関
す
る
情
報
の
交
換
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
を
行
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
発
さ

れ
た
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
を
み
る
と
、
先
ず
S
C
A
T
S

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
交
通
管
制

シ
ス
テ
ム
で
、
交
通
信
号
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
混
雑
状
況
に

応
じ
て
調
整
す
る
も
の
で
、
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
み

な
ら
ず
海
外
も
含
め
て
三
六
の
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
C
V
O
の
分
野
で
は
S
A
F
E
-
T
-
C
A
M

と
い
う
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
レ
ー
ト
読
み
取
り
シ
ス
テ
ム
が
商

品
化
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
の
検
知
、
分
類
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
国
レ
ベ
ル
の
I
T
S
に
関
す

る
調
査
･
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
国
際
標
準
化
活

動
に
は
力
を
入
れ
て
い
る
。

2

中
国

,

急
激
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

(
一
九
八
〇
年
に
比
べ

て
一
九
九
三
年
時
点
で
自
動
車
増
加
は
五
･
三
倍
)
と
公

共
交
通
手
段
の
不
足
が
目
立
っ
て
い
る
。
特
に
都
市
部
に

お
け
る
交
通
需
要
の
増
加
と
資
金
不
足
に
よ
る
道
路
建
設

の
困
難
さ
が
I
T
S
の
ニ
ー
ズ
を
高
め
、
公
安
部
、
公
道

　
義
雄
継

部
で
I
T
S
研
究
組
織
を
作
る
動
き
が
あ
り
、
欧
米
も
こ

う
し
た
中
国
の
動
き
に
注
目
し
て
い
る
。
北
京
や
上
海
に

は
海
外
の
技
術
を
導
入
し
て
交
通
信
号
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
て
お
り
、
北
京
の
高
速
道
路
で
は
E
T
C
も
試
行
さ

れ
て
い
る
(写
真
2
)。
一
九
九
七
年
四
月
に
は
北
京
で
I

T
S
の
展
覧
会
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
他
、
六

月
に
は
第
一
回
の
E
U
-
中
国
I
T
S
会
議
が
開
か
れ
、

秋
に
は
I
T
S
ア
メ
リ
カ
使
節
団
が
訪
中
す
る
予
定
で
あ

"る
0

写真 2 北京 E T C の試行

3

韓
国

特
に
ソ
ウ
ル
地
域
に
人
口
と
車
の
1
/
4
が
集
中
し
て

2

い
る
た
め
、
同
地
域
の
渋
滞
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

7

公
共
交
通
の
利
用
促
進
と
と
も
に
同
市
内
へ
の
車
の
流
入

セ

の
規
制
を
狙
っ
た

“都
市
進
入
税
"
の
賦
課
が
決
定
さ
れ

断

て
い
る
。
こ
れ
ら
交
通
関
係
の
料
金
徴
収
を
効
率
化
す
る

た
め
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ス
I
C
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
が
世
界
に

先
駆
け
て
運
用
に
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
C
C
T
V
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
渋
滞
状
況
を
収

集
、
可
変
情
報
盤
や
放
送
に
よ
り
運
転
者
に
伝
達
す
る
シ

ス
テ
ム
も
作
ら
れ
て
い
る
。
韓
国
は
一
九
九
九
年
ま
で
に

首
都
圏
の
I
T
S
整
備
を
実
現
す
る
計
画
を
持
っ
て
お
り

こ
れ
を
主
導
す
る
た
め
I
T
S
K
o
r
e

a
が
設
立
さ
れ

て
い
る
。
韓
国
の
大
学
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
I
T
S
関

連
の
研
究
レ
ベ
ル
は
高
い
も
の
が
あ
り
、
例
え
ば
、
ニ
ュ

i
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ビ
ジ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た

完
全
な
自
律
走
行
車
が
国
際
学
会
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
八
年
の
第
五
回
I
T
S
世
界
会
議
は
ソ
ウ
ル
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

4

東
南
ア
ジ
ア

国
に
よ
り
I
T
S
へ
の
取
り
組
み
に
差
は
あ
る
が
、
共

通
し
て
車
の
増
大
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
と
い
っ
た
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
ア

ジ
ア
で
最
初
に
E
T
C
を
稼
働
さ
せ
て
お
り
、
既
に
六
料

金
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
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特
集
/
最
新
の
邁
離
管
理

巨
庁
◎
導
入
へ
醐
骨
燿
巍
釜
所
◎
嚢
週
週
鬮
検
討

紮　

東

川

直

正朧
も

　　
　

　
　

も

イ
ー

　　　

　

“

増

る
%

一
は
じ
め
に

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
…

□
布
目
｢0
己
6
月
0
--
6
0
-布
目
5
口
の
添
付
日
)
と
は
、
有
料

道
路
料
金
所
ゲ
ー
ト
に
設
置
し
た
ア
ン
テ
ナ
と
通
行
車
に

装
着
し
た
車
載
器
と
の
間
で
無
線
通
信
を
用
い
て
自
動
的

に
料
金
の
支
払
い
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
停
止
す
る
こ
と

な
く
料
金
所
を
通
行
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

E
T
C
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
利
用
率
が
高
ま
る
と
、
料

金
所
の
処
理
容
量
が
増
加
し
、
料
金
所
渋
滞
の
解
消
、
管

理
コ
ス
ト
の
節
減
が
可
能
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
鵤
等
の

排
気
ガ
ス
の
低
減
に
も
寄
与
で
き
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
･

ノ
ン
タ
ッ
チ
で
料
金
所
を
通
過
で
き
る
こ
と
に
よ
り
利
便

性
が
向
上
す
る
等
、
そ
の
導
入
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い

本
稿
は
、
E
T
C
を
導
入
し
た
場
合
の
交
通
運
用
に
つ

い
て
、
平
成
七
~
八
年
度
に
実
施
さ
れ
た
実
験
等
の
結
果

及
び
、
現
在
、
小
田
原
厚
木
道
路
で
行
っ
て
い
る
試
験
運

用
の
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

E
T
C
開
発
の
経
緯
と
交
通
運
用
上
の
課

題
日
本
に
お
け
る
E
T
C
は
、
建
設
省
及
び
道
路
四
公
団

(ロ
本
道
路
公
団
･
首
都
高
速
道
路
公
団
･
阪
神
高
速
道

路
公
団
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
)
が
そ
れ
ぞ
の
有
料

道
路
で
の
相
互
利
用
を
可
能
と
す
べ
く
共
同
で
開
発
を
行

っ
て
い
る
。
平
成
七
年
六
月
か
ら
平
成
八
年
三
月
ま
で
の

間
、
技
術
的
諸
情
報
を
収
集
す
る
目
的
で
民
間
企
業
一
〇

グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
受
け



て
、
平
成
八
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
の
間
、
建
設
省
土
木

研
究
所
の
試
験
走
路
に
設
置
し
た
模
擬
料
金
所
に
お
い
て
、

E
T
C
導
入
時
に
お
け
る
料
金
所
の
交
通
運
用
実
験
を
実

施
し
た
。
さ
ら
に
、
実
際
の
料
金
所
に
お
け
る
交
通
運
用

を
確
認
す
る
た
め
、
平
成
九
年
三
月
よ
り
小
田
原
厚
木
道

路
小
田
原
料
金
所
に
E
T
C
レ
ー
ン
を
設
置
し
、
試
験
運

用
を
実
施
し
て
い
る
。

E
T
C
を
導
入
し
た
料
金
所
で
は
、
料
金
所
を
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
通
過
す
る
E
T
C
車
と
一
旦
停
止
す
る
非
E
T

C
車
が
混
在
し
て
到
着
す
る
。
ま
た
、
料
金
所
レ
ー
ン
も

写真 1 建設省土木研究所における実験風景

従
来
ど
お
り
料
金
等
を
収
受
員
と
手
渡
し
に
よ
り
や
り
取

り
す
る
レ
ー
ン
に
加
え
て
、
E
T
C
車
(車
載
器
装
着
車
)

の
み
が
通
行
で
き
る
専
用
レ
ー
ン
及
び
E
T
C
車
と
非
E

T
C
車

(車
載
器
未
装
着
車
)
の
両
方
が
通
行
で
き
る
混

在
レ
ー
ン
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
異
な
る
車
線
が
新
た
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合
考
慮
す
べ
き
交
通

運
用
上
の
課
題
と
し
て
は
、
異
な
っ
た
挙
動
を
す
る
E
T

C
車
と
非
E
T
C
車
が
混
在
す
る
状
況
下
で
の
、
安
全
か

つ
円
滑
な
交
通
流
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三

共
同
研
究
及
び
土
木
研
究
所
に
お
け
る
実

験

1

料
金
所
レ
ー
ン
に
お
け
る
交
通
挙
動

共
同
研
究
で
は
、
実
際
の
料
金
所
レ
ー
ン
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
実
験
に
よ
り
、
路
側
機
器
の
機
能
、
配
置
、
制
御
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
一
方
、
そ
の
後
の
検
討
材
料
と

す
る
た
め
に
、
料
金
所
レ
ー
ン
通
過
時
の
車
両
挙
動
の
計

測
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
車
両
の
加
減
速
度
と
し
て

○
･
二
G
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
知
覚
反
応
時
間
と
し
て
一
･

三
秒
が
標
準
的
な
値
と
し
て
得
ら
れ
た
。
こ
の
値
を
基
に
、

入
口
発
券
出
口
収
受
方
式
の
出
口
車
線
の
標
準
的
な
タ
イ

プ
に
お
け
る
非
E
T
C
車
と
E
T
C
車
の
挙
動
に
つ
い
て

タ
イ
ミ
ン
グ
チ
ャ
ー
ト
に
示
し
た
の
が
、
図
2

･
図
3
で

あ
る
。

図
2
は
、
非
E
T
C
車
す
な
わ
ち
従
来
車
が
、
減
速
度

○
･
二
G
で
減
速
し
な
が
ら
料
金
所
レ
ー
ン
に
進
入
し
て

収
受
員
の
い
る
ブ
ー
ス
横
に
三
一秒
間
停
止
し
、
料
金
支

払
い
の
た
め
の
や
り
取
り
を
行
っ
た
後
発
進
し
て
料
金
所

を
通
過
す
る
こ
と
を
示
す
。
料
金
所
へ
の
進
入
速
度
は
二

五
･
七
如
/
h
と
な
り
、
ま
た
料
金
所
レ
ー
ン

(ア
イ
ラ

ン
ド
長
二
二
･
四
m
)
を
通
過
す
る
の
に
約
二
〇
秒
を
要

す
る
。

図
3
は
、
E
T
C
車
が
専
用
レ
ー
ン
を
通
過
す
る
場
合

は
、
減
速
度
○
･
二
G
で
、
通
常
閉
じ
て
い
る
発
進
制
御

機

(異
常
車
等
の
通
過
を
防
止
す
る
遮
断
機
)
の
手
前
に

停
止
可
能
な
速
度
で
レ
ー
ン
に
進
入
し
、
通
信
に
よ
る
正

常
処
理
が
行
わ
れ
た
後
、
路
側
表
示
器
の
料
金
表
示
及
び

発
進
制
御
機
の
開
動
作
を
確
認
し
て
一
･
三
秒
後
に
加
速

を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
料
金
所
を
通

過
す
る
こ
と
を
示
す
。
料
金
所
へ
の
進
入
速
度
は
二
六
･

六
如
/
h
と
な
り
、
ま
た
料
金
所
レ
ー
ン

(二
二
･四
m
)

を
通
過
す
る
の
に
五
秒
弱
を
要
す
る
。

以
上
よ
り
、
単
独
走
行
時
の
E
T
C
車
の
料
金
所
レ
ー

ン
通
過
時
間
は
、
非
E
T
C
車
の
四
分
の
一
程
度
で
あ
り
、

複
数
の
レ
ー
ン
に
多
数
の
車
両
が
走
行
す
る
実
際
の
料
金

所
に
お
い
て
も
、
E
T
C
の
導
入
に
よ
り
処
理
容
量
の
増

加
が
期
待
で
き
る
。

2

料
金
所
広
場
に
お
け
る
交
通
挙
動

ゆ

E
T
C
車
混
入
率
と
料
金
所
渋
滞
緩
和
効
果

土
木
研
究
所
に
お
い
て
は
、
共
同
研
究
結
果
を
ふ
ま
え

て
机
上
検
討
に
よ
り
作
成
し
た
路
側
機
器
の
配
置
、
制
御

26 道イテセ 97.7
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(m )
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方
法
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
共
に
、
最
大
八
〇
台

(普
通

車
四
〇
台
、
大
型
車
四
〇
台
)
の
車
両
を
走
行
さ
せ
、
複

数
の
レ
ー
ン
を
有
す
る
模
擬
料
金
所
で
の
交
通
運
用
の
安

全
性
、
円
滑
性
及
び
料
金
所
の
処
理
容
量
の
向
上
の
程
度

に
つ
い
て
総
合
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
験

を
行

っ
た
。

9080

8

6

4

2

0

8

6

4

2

図

J1I･

ずI･

''･l

ず･1

通
過
所
要
時
間
(お
o)

図
4
に
八
〇
台
の
車
両
を
上
流
側
ラ
ン
プ
部
か
ら
料
金

所
を
経
て
下
流
側
ラ
ン
プ
部
ま
で
走
行
さ
せ
た
実
験
に
お

い
て
、
E
T
C
車
混
入
率
を
変
化
さ
せ
た
時
の
料
金
所
手

前
に
設
置
し
た
予
告
ア
ン
テ
ナ

(E
T
C
に
よ
る
正
常
な

課
金
の
可
否
を
、
料
金
所
進
入
前
に
通
信
に
よ
り
通
行
車

(車
載
器
)
に
通
知
す
る
た
め
の
機
器
)
と
料
金
所
ア
ン

テ
ナ
間
の
通
過
所
要
時
間
の
分
布
に
つ
い
て
、
日
本
道
路

公
団
六
車
線
出
ロ
料
金
所
タ
イ
プ
の
場
合
に
つ
い
て
整
理

し
た
結
果
を
示
す
。
な
お
、
実
験
に
お
け
る
E
T
C
対
応

車
線
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
E
T
C
車
混
入
率
の
変
化
を

考
慮
し
て
決
定
し
、
E
T
C
車
、
非
E
T
C
車
そ
れ
ぞ
れ

が
通
行
可
能
な
車
線
を
自
由
に
選
択
し
て
良
い
こ
と
と
し

た
。こ

れ
に
よ
る
と
、
料
金
所
レ
ー
ン
を
短
時
間
で
通
過
で

き
る
E
T
C
車
の
混
入
率
の
増
加
に
伴
っ
て
通
行
車
全
体

の
通
過
所
要
時
間
が
減
少
し
て
お
り
、
E
T
C
車
混
入
率

の
増
加
が
、
料
金
所
全
体
の
処
理
容
量
を
向
上
さ
せ
る
結

果
、
非
E
T
C
車
に
対
し
て
も
時
間
短
縮
の
効
果
を
及
ぼ

す
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
通
過
所
要
時
間
は
、
E
T
C

車
混
入
率
の
増
加
に
伴
っ
て
短
縮
さ
れ
て
い
る
が
、
混
入

率
二
0
%
程
度
で
は
、
E
T
C
車
も
非
E
T
C
車
に
よ
る

料
金
所
待
ち
行
列
の
影
響
を
う
け
て
お
り
、
E
T
C
車
の

メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
E
T
C
導
入
に
よ
る
料
金
所
通
過
所
要
時
間

の
短
縮
す
な
わ
ち
料
金
所
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
に
は
、

適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
等
に
よ
り
早
期
に
E
T
C

利
用
率
の
拡
大
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②

E
T
C
車
混
入
率
と
管
理
コ
ス
ト
節
減
効
果

E
T
C
の
導
入
目
的
の
一
つ
で
あ
る
管
理
コ
ス
ト
の
節

減
は
、
E
T
C
の
普
及
に
伴
い
、
従
来
の
料
金
所
レ
ー
ン

を
、
収
受
員
を
配
置
し
な
い
専
用
レ
ー
ン
に
切
り
替
え
る

こ
と
に
よ
る
人
員
削
減
に
加
え
、
料
金
所
全
体
の
処
理
容

量
の
増
加
に
伴
う
運
用
レ
ー
ン
数
の
削
減
に
よ
っ
て
も
図

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
5
に
土
木
研
究
所
で
の
ゆ
の

実
験
に
お
い
て
、
E
T
C
車
混
入
率
を
変
化
さ
せ
た
時
の

各
レ
ー
ン
の
通
過
台
数
と
平
均
車
頭
時
間
の
関
係
に
つ
い

て
整
理
し
た
結
果
を
示
す
。

E
T
C
車
混
入
率
五
○
%
の
場
合
、
杵
1
専
用
レ
ー
ン

と
杵
4
ー
杵
6
従
来
レ
ー
ン
を
比
較
す
る
と
、
専
用
レ
ー

ン
の
平
均
車
頭
時
間
は
五
秒
程
度
で
、
従
来
レ
ー
ン
の
約

四
分
の
一
、
処
理
台
数
は
、
約
三
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
E
T
C
車
混
入
率
の
増
加
に
伴
い
、
全
通
行
車
に
占

め
る
割
合
が
増
加
し
た
E
T
C
車
が
、
専
用
レ
ー
ン
、
混

在
レ
ー
ン
を
短
い
車
頭
間
隔
で
次
々
と
連
続
し
て
通
過
し
、

従
来
レ
ー
ン
で
は
、
全
通
行
車
に
占
め
る
割
合
が
減
少
し

た
非
E
T
C
車
が
、
長
い
車
頭
間
隔
で
少
な
い
台
数
し
か

通
過
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
三
･
1
で
述
べ
た
専
用
レ

ー
ン
と
従
来
レ
ー
ン
の
通
過
時
間
の
比
較
で
も
わ
か
る
よ

7

う
に
、
E
T
C
の
普
及
と
そ
れ
に
伴
う
専
用
レ
ー
ン
の
設

セ行

置
に
よ
っ
て
料
金
所
全
体
の
処
理
容
量
が
向
上
す
る
一
方
、
道

従
来
レ
ー
ン
は
利
用
台
数
が
減
少
し
、
利
用
効
率
が
低
下

8つ
"

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
E
T
C
車
混
入
率

日本道路公団 6車線出口料金所
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八
0
%
の
場
合
、
二
つ
の
従
来
レ
ー
ン

(有
人
)
の
う
ち

一
つ
を
削
減
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、
E
T
C
が
十
分

に
普
及
す
る
と
、
管
理
コ
ス
ト
の
節
減
に
寄
与
す
る
こ
と

と
な
る
。

四

小
田
原
厚
木
道
路
の
試
験
運
用

印

試
験
運
用
の
概
要

料
金
所
ア
イ
ラ
ン
ド
に
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
る

各
種
路
側
機
器
の
配
置
及
び
E
T
C
車
、
非
E
T
C
車
そ

れ
ぞ
れ
に
対
す
る
車
線
案
内
方
法
に
つ
い
て
は
、
共
同
研

究
に
お
い
て
そ
の
検
討
を
行
い
、
土
木
研
究
所
の
模
擬
料

金
所
で
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
結

果
が
、
一
般
車
が
通
行
す
る
実
際
の
有
料
道
路
の
料
金
所

に
適
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
運

用
を
確
保
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、

小
田
原
厚
木
道
路

(国
道
二
七
一
号
)
小
田
原
料
金
所
に

E
T
C
レ
ー
ン
を
設
置
し
、
平
成
九
年
三
月
三
一
日
よ
り

試
験
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

②

実
施
方
法

小
田
原
料
金
所
は
、
日
本
道
路
公
団
の
単
純
収
受
方
式

の
料
金
所
と
し
て
標
準
的
な
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土

木
研
究
所
で
の
実
験
結
果
に
基
づ
い
た
機
器
の
配
置
及
び

制
御
方
法
を
採
用
し
た
。
試
験
車
両
に
つ
い
て
は
、
約
八

〇
台
の
道
路
管
理
用
車
両
を
モ
ニ
タ
ー
車

(E
T
C
車
及

び
非
E
T
C
車
)
と
し
て
、
通
常
業
務
に
お
け
る
走
行
の

中
で
E
T
C
レ
ー
ン
を
通
行
さ
せ
て
お
り
、
専
用
レ
ー
ン

囮盈非ETC車

‘
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及
び
混
在

レ
ー
ン
の
両
方
に
つ
い
て
の
運
用
を
行
っ
て
い

ろ
%検

証
項
目
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
モ
ニ
タ
ー
車
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
ア
イ
ラ
ン
ド
に
設
置
し
た
車
両
検
知
器
に
よ
り
通
過

時
間
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
定
性
デ
ー
タ
及
び
定
量
デ
ー
タ

の
両
面
か
ら
交
通
の
安
全
性
及
び
円
滑
性
に
つ
い
て
検
証

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
小
田
原
料
金
所
の
試
験
運
用
の
見
学
希
望
に
つ

い
て
は
、
土
、
日
曜
R
、
交
通
繁
忙
期
等
、
運
用
を
行
っ

て
い
な
い
場
合
を
除
き
、
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。

五

今
後
の
展
開

　

　

　
　　
　
　
　
　

　　

　　
　
　
　
　　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

、-
＼
《＼

ふ
きぷ
い
＼
ゞ

,
地

･

E
T
C
に
つ
い
て
は
現
在
、
交
通
運
用
に
関
す
る
試
験

-
蟻
ミ
き
ざミ
袋
"もぎ総
謡

製

運
用
と
と
も
に
、
並
行
し
て
、
通
信
シ
ス
テ
ム
及
び
料
金

収
受
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
検
討
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
検
討
結
果
を
基
に
共
通
仕
様
の
作
成
、
公
表
、
各
道
路

管
理
者
に
よ
る
機
器
調
達
を
経
て
、
平
成
一
○
年
度
末
を

目
処
に
実
用
化
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

小田原料金所 E T C レーン

J O 道イテセ 97.7
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路
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課
長
補
佐
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道
路
審
議
会
建
議

『道
路
政
策
変
革
へ
の
提
言

5
よ
り
高
い
社
会
的
価
値
を
め
ざ
し
て
≦

の
概
要
⑪

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

こ
の
ほ
ど
道
路
審
議
会
が
建
議
し
た

｢道
路
政
策

変
革
へ
の
提
言
i
よ
り
高
い
社
会
的
価
値
を
め
ざ
し

て
-
｣
の
特
筆
す
べ
き
点
を
、
ま
ず
紹
介
す
る
。
第

一
が
、
国
民
と
徹
底
し
た
対
話
を
行
う
国
民
参
加
型

の
新
し
い
方
法

(パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン
ト

方
式
)
を
採
用
し
た
こ
と
。
第
二
は
道
路
政
策
の
基

本
的
考
え
方
を

｢供
給
量
か
ら
社
会
的
価
値
へ
｣
と

転
換
し
、
｢戦
略
的
施
策
展
開
｣
の
方
法
を
提
示
し
た

こ
と
。
第
三
は

｢評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
｣
等
に
よ

る
効
率
的
で
透
明
な
行
政
の
進
め
方
を
提
示
し
た
こ

と
で
あ
る
。

全
体
は
、
｢I

21
世
紀
を
展
望
し
て
｣、
｢口

道

路
政
策
の
課
題
｣、
｢m

道
路
政
策
の
め
ざ
す
べ
き

方
向
｣、
｢N

サ
ー
ビ
ス
目
標
と
実
現
の
た
め
の
考

え
方
｣
の
四
章
に
分
か
れ
て
い
る
。

以
下
は
、
そ
の
概
要
で
あ
る
。

I

24
世
紀
を
展
望
し
て

=

21
世
紀
の
ビ
ジ
ョ
ン
5
｢効
率
的
で
質
の
高
い
、

創
造
的
な
社
会
｣
の
実
現
5

そ
の
社
会
は
、
①
個
性
が
活
き
る
、
活
力
あ
る
効

率
的
な
社
会
、
経
済
、
②
便
利
で
ゆ
と
り
あ
る
質
の

高
い
生
活
環
境
、
③
技
術
を
活
か
し
た
、
環
境
と
共

生
す
る
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

の

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
、
社
会
資
本
整
備
に
求

め
ら
れ
る
新
た
な
仕
組
み

･
財
政
事
情
の
厳
し
い
今
こ
そ
、
受
益
者
負
担
原

則
に
基
づ
く
社
会
資
本
整
備
が
重
要
。

･
経
済
構
造
改
革
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
･
ミ
ニ
マ
ム
の

確
保
に
貢
献
す
る
分
野
へ
の
重
点
配
分
が
必
要
。

･
社
会
資
本
整
備
に
お
い
て
、
①
既
存
ス
ト
ッ
ク

の
有
効
活
用
、
②
良
質
な
社
会
資
本
の
効
率
的

な
整
備
、
③
透
明
で
公
正
な
ル
ー
ル
の
確
立
、

-
ー
の
新
た
な
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

･
公
共
事
業
に
対
す
る
批
判
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

道
路
行
政
が
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

n

道
路
政
策
の
課
題

の

道
路
の
役
割
の
再
確
認

･
道
路
は
国
土
、
地
域
、
都
市
を
支
え
る
と
と
も

に
、
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
総
合
的
な
イ
ン
フ

ラ
。
国
民
生
活
や
経
済
活
動
の
安
全
の
保
障
と

い
う
側
面
や
八
の
視
点
に
た
っ
た
整
備
が
必
要
。

･
道
路
は
様
々
な
交
通
機
関
を
総
合
的
な
体
系
へ

と
統
合
す
る
基
盤
と
し
て
の
役
割
が
重
要
。
輸
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【目標設定の見直し】

【基本的考え方】

【政策の進め方の変革】

【政策領域の展開1

【新しい政策手法の導入】

送
の
効
率
化
の
た
め
相
互
の
連
携
を
確
保
･
改

善
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
支
援
。

･
環
境
保
全
や
資
源
の
有
効
利
用
、
高
度
情
報
通

信
社
会
の
構
築
支
援
も
重
要
な
要
素
。

②

こ
れ
ま
で
の
道
路
政
策
の
評
価
と
課
題

･
道
路
整
備
は
依
然
必
要
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ト
施

策
へ
の
取
り
組
み
等
も
一
層
の
対
応
が
必
要
。

･
道
路
政
策
の
目
的
の
見
直
し
、
国
民
の
ニ
ー
ズ

の
把
握
、
社
会
的
な
効
果
の
確
認
等
が
必
要
。

･
投
資
の
重
点
化
、
情
報
公
開
の
推
進
等
効
率
性
、

透
明
性
の
向
上
に
対
す
る
取
り
組
み
が
必
要
。

･
わ
か
り
や
す
い
目
標
設
定
、
事
業
効
果
等
の
説

明
、
計
画
的
、
効
率
的
な
事
業
展
開
が
必
要
。

･
道
路
整
備
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
が
必
要
。
そ

の
際
、
十
分
な
情
報
提
供
と
幅
広
い
検
討
が
必

要
。

m

道
路
政
策
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
…

○

基
本
的
方
向
の
転
換

･
｢キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
目
標
と
し
て
整
備
す
れ

ば
効
果
が
あ
っ
た
時
代
｣
か
ら

｢事
業
目
的
と

社
会
的
な
効
果
を
十
分
確
認
し
て
投
資
を
判
断

す
る
時
代
｣
へ
移
行
し
た
と
認
識
。

･
道
路
政
策
の

｢評
価
の
も
の
さ
し
｣
を

｢供
給

量
｣
か
ら

｢国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
と
っ
て

の
価
値
｣
(社
会
的
価
値
)
へ
転
換
す
べ
き
。

･
供
給
者
側
の
｢作
る
目
標

(整
備
目
標
)｣
だ
け

で
は
な
く
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

｢使
う
目

標

(サ
ー
ビ
ス
目
標
)｣
を
中
心
に
し
て
、
国
民

に
わ
か
り
や
す
く
目
標
を
示
す
べ
き
。

･
め
ざ
す
べ
き
方
向
と
し
て

｢
3
つ
の
方
針
｣
と

｢
8
つ
の
サ
ー
ビ
ス
目
標
｣
を
設
定
し
た
。

②

政
策
内
容
の
充
実

･
重
要
な
道
路
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
に

加
え
、
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
、
良
質
な
道
路

の
効
率
的
整
備
等
の
観
点
か
ら
、
ソ
フ
ト
政
策

の
導
入
･
施
策
の
総
合
化
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
考
え
方
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
①
移
動
の
効
率
性
を
高
め
る
た
め
の
展

開
、
②
地
域
･
都
市
に
お
け
る
生
活
の
質
を
高

め
る
た
め
の
展
開
、
③
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
実
現
の
鍵
と
な
る
分
野
へ
の
貢
献
、
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

･
｢達
成
す
べ
き
目
標
を
設
定
し
、
関
係
者
と
連

携
し
て
各
種
の
施
策
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
、

計
画
的
、
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
｣
(戦
略
的

施
策
展
開
)
が
必
要
。

･
費
用
負
担
の
あ
り
方
と
多
様
な
経
済
的
手
法
の

検
討
が
必
要
。

③

政
策
の
進
め
方
の
変
革

D

投
資
を
判
断
の
た
め
の
情
報
収
集
と
結
果
の

評
価
及
び
施
策
の
改
善
の
た
め
の
評
価
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
べ
き
。
ま
た
評
価
結
果
を
公
表
す

る
こ
と
で
、
透
明
性
と
客
観
性
を
担
保
し
、
施

策
の
改
善
や
国
民
と
の
相
互
理
解
に
努
め
る
べ

き
じ0

の

投
資
の
重
点
化
や
コ
ス
ト
収
縮
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
。

め

情
報
公
開
を
前
提
と
し
て
、
関
係
者
の
参
加

と
相
互
理
解
に
基
づ
く
適
切
な
役
割
を
す
る
良
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これまでの行政システム

整備計画の着実な履行

的
標

D

目
目

中

　
　

　

作
鯉

建

今後のめざすべき方向



好
な
パ
ー
ト
ナ
ー
の
関
係
を
築
く
べ
き
。

提
供
と
産
業
の
創
出
を
図
る
た
め
、
地
域
自
立

サ
ー
ビ
ス
目
標
8
(高
度
情
報
通
信
社
会
の
支
援
)

の

｢期
間
を
限
定
し
て
実
際
に
現
地
で
試
行
し
、

の
基
礎
条
件
の
確
保
と
交
流
･
連
鷄
を
支

す

高
度
情
艮
涌
言
止

云
の

に

･、
す
る
た

評
価
を
踏
ま
え
て
本
格
実
施
に
移
行
す
る
こ
と
｣

(社
会
実
験
)
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
る
べ
き
。

N

サ
ー
ビ
ス
目
標
と
実
現
の
短
め
の
考

え
方

○

各
サ
ー
ビ
ス
目
標
に
お
け
る
取
り
組
み
の
視
点
と

施
策
の
ポ
イ
ン
ト

D

経
済
構
造
を
改
革
し
、
活
力
あ
る
社
会
･
経

済
の
形
成
に
貢
献
す
る
た
め
、
社
会
活
動
の
効

率
性
を
高
め
る
o

の

質
の
高
い
生
活
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
地

域
や
都
市
に
お
け
る
社
会
の
共
有
空
間
と
し
て

の
機
能
を
高
め
る
。

め

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
現
の
鍵
と
な
る
、

環
境
保
全
や
情
報
化
等
の
新
し
い
分
野
に
貢
献

亀す
る
。

②

各
サ
ー
ビ
ス
目
標
ご
と
の
実
現
に
向
け
て
の
考
え

方
サ
ー
ビ
ス
目
標
1

(広
域
交
通
の
確
保
)

地
域
間
の
競
争
条
件
の
整
備
と
国
際
競
争
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
人
･
モ
ノ
･
情
報
の
広
域

的
か
つ
円
滑
な
流
れ
を
確
保
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
目
標
2

(地
域
自
立
の
支
援
)

地
域
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
等
の
効
率
的
な

の
基
礎
条
件
の
確
保
と
交
流
･
連
携
を
支
援
す

る
･0

サ
ー
ビ
ス
目
標
3

(渋
滞
の
緩
和
)

渋
滞
を
緩
和
し
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
と
高
コ

ス
ト
構
造
の
是
正
を
図
る
た
め
、
都
市
内
交
通

の
効
率
化
を
図
る
。

サ
ー
ビ
ス
目
標
4

(都
市
の
再
生
･
再
構
築
)

都
市
内
の
経
済
活
動
の
活
性
化
と
高
度
な
都
市

生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街
地
の
再

生
･
再
構
築
と
都
心
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
。

サ
ー
ビ
ス
目
標
5

(交
通
安
全
の
確
保
)

高
齢
社
会
に
お
い
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
安
全
で
良

好
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
環
境
･
運
転
環
境

を
確
保
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
目
標
6

(信
頼
性
の
高
い
道
路
空
間
の
確
保
)

暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
日
常
の
生

活
を
支
え
、
災
害
に
対
し
て
安
全
で
信
頼
性
の

高
い
道
路
空
間
を
確
保
す
る
。

サ
ー
ビ
ス
目
標
7

(環
境
の
保
全
･
向
上
)

持
続
可
能
な
発
展
と
質
の
高
い
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
地
球
･
自
然
環
境
の
保
全
･
回
復

や
沿
道
環
境
の
保
全
･
向
上
に
努
め
る
。

つくJ

高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
た
め
、
3

道
路
交
通
分
野
の
高
度
情
報
化
を
推
進
す
る
と

7　

と
も
に
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
支
援
す
る
。
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は
じ
め
に

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
は
、
各
道
路
管
理
者
、
関
係

省
庁
及
び
各
協
賛
団
体
の
ご
尽
力
、
地
域
住
民
及
び
道
路

利
用
者
の
方
々
の
参
加
、
協
力
を
得
て
毎
年
八
月
一
日
か

ら
八
月
三
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
、
全
国
各
地
で
各
種
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
と
整
備
、
道

路
の
正
し
い
利
用
の
指
導
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
の
ほ

か
広
報
活
動
を
展
開
し
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
制
定
経
緯
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
年
、
各
地
で
実
施
を
予
定
し
て
い

る
各
種
行
事
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

-
一
背

景

道
路
は
、
昔
か
ら
人
や
物
の
流
れ
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
最
も
基
本
的
な
社
会
基
盤
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化

や
歴
史
が
行
き
交
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
、
遊
び

場
、
社
交
場
と
し
て
の
生
活
環
境
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
各

時
代
の
要
請
、
経
済
の
発
展
を
受
け
大
き
な
変
遷
を
遂
げ

て
き
て
い
ま
す
。

近
年
に
な
る
と
、
国
民
の
道
路
に
対
す
る
要
求
は
、
生

活
様
式
の
多
様
化
等
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
て
お
り
、
ま

た
、
本
格
的
な
高
齢
者
社
会
の
到
来
を
控
え
、
さ
ら
な
る

安
全
で
円
滑
な
道
路
の
整
備
、
沿
道
環
境
の
保
全
や
景
観

整
備
等
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
道
路
整
備
が
求
め
ら
れ

′
/

8卿は
『通路をまもる卿鬮』

道路局道路交通管理課

て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
進
展
し
て
い
く
高
度
情
報
通
信

社
会
に
向
け
、
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
や
I
T
S
の
研

究
開
発
･
整
備
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
の
推
進
を

支
援
す
る
道
路
整
備
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
道
路
は
国
民

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
の
道
路
整
備
は
、
昭
和
二
九
年
度
を
初

年
度
と
す
る
第
1
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
発
足
以
来
、

虹
次
に
わ
た
る
五
箇
年
計
画
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
一
〇
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
道
路
整
備
は
着
実
に

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
欧
米
諸
国
と
比
べ
る
と
、
道
路
整
備

が
本
格
化
し
た
の
は
昭
和
三
〇
年
代
と
歴
史
が
浅
く
、
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
等
十
分
な
道
路
整
備
水
準

に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
国
民
一
人
一
人
に
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の

発
展
に
結
び
つ
き
を
持
つ
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路

を
安
全
で
快
適
な
も
の
と
し
て
維
持
し
、
子
孫
に
受
け
継

い
で
い
く
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
道
路

を
愛
護
す
る
気
運
を
社
会
的
に
高
め
る
と
い
う
趣
旨
か
ら

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

三

経

緯

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
は
、
昭
和
三
三
年
を
第
一
回
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目
と
し
て
実
施
し
て
以
来
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
四

〇
回
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
運
動
で
す
。
こ
の
月
間
に
つ

い
て
、
そ
の
経
緯
を
簡
単
に
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

す
。道

路
は
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半
か
ら
道
路
交
通
需
要
の

増
大
に
対
応
す
る
た
め
整
備
が
図
ら
れ
、
昭
和
二
九
年
度

の
第
1
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
発
足
を
契
機
に
本
格

化
し
、
国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
道
路
に
対
す
る
意
義
･
整

備
の
重
要
性
･
道
路
の
持
つ
機
能
の
大
切
さ
等
に
対
す
る

国
民
の
関
心
が
高
ま
り
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
の
必
要

性
が
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
各
道
路
管
理
者
、
関
係
省
庁
、
関
係
諸
団

体
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を

保
持
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
と
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
と
道
路

愛
護
思
想
の
普
及
を
図
り
、
道
路
を
常
に
広
く
美
し
く
、

安
全
に
利
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｢道

路
を
ま
も
る
月
間
｣
を
第
2
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

初
年
度
で
あ
る
昭
和
三
三
年
に
開
始
し
、
本
年
で
第
四
〇

回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
九
年
度

(第
七
回
)
ま
で
は
、
国
土
建
設
週
間

の
七
月

一
〇
日
か
ら
七
月

一
六
日
に
合
わ
せ
て
、
七
月

一

〇
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で
の
一
カ
月
間
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
四
○
年
度

(第
八
回
)
か
ら
は
、
生
徒
及
び

児
童
に
も
こ
の
月
間
の
諸
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
道

路
愛
護
の
精
神
を
よ
り
い
っ
そ
う
培
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

国
民
一
人
一
人
の
参
加
、
協
力
を
得
る
た
め
に
、
比
較
的

参
加
の
機
会
の
得
や
す
い
、
夏
休
み
期
間
中
の
八
月
一
日

か
ら
八
月
三

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間

を

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
と
し
て
、
関
係
省
庁
や
関
係

団
体
等
の
協
力
を
得
て
建
設
省
を
は
じ
め
各
道
路
管
理
者

の
主
催
に
よ
る
各
種
の
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

四

趣
旨
･
目
的

道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の
と
し
て
保
つ
た
め
に
は
、

道
路
管
理
者
の
日
常
の
努
力
は
勿
論
の
こ
と
、
国
民
一
人

一
人
が
道
路
愛
護
に
対
す
る
認
識
を
持
ち
行
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
、
道
路
管
理
者
及
び
関
係
機
関

は
、
こ
の
月
間
に
お
い
て
、
国
民
の
道
路
に
対
す
る
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
道
路
の
正
し
い
利
用
の
認
識

と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
課
題
を
設
定
し
、
道
路
を
利
用
す
る
方
々
の
意
識
に

呼
び
か
け
る
運
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
利
用
者
の

視
点
か
ら
、
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
と
必
要
な
整
備
を

積
極
的
に
実
施
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
の
保
持
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

五

内

容

こ
の
月
間
に
お
い
て
、
道
路
環
境
を
良
好
に
保
持
す
る

た
め
、

①

道
路
環
境
の
点
検
と
整
備

②

道
路
の
正
し
い
利
用
と
指
導

③

道
路
愛
護
思
想
の
普
及

④

広
報
活
動
の
推
進

の
四
つ
を
重
点
と
し
て
、
建
設
省
、
都
道
府
県
な
ど
の
各

道
路
管
理
者
は
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得

て
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◎

道
路
環
境
の
点
検
と
整
備

道
路
、
特
に
歩
道
が
置
き
看
板
や
商
品
、
日
除
け
な
ど

に
よ
り
不
法
に
占
用
さ
れ
、
通
行
の
障
害
、
道
路
環
境
の

悪
化
を
来
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
う
い
っ
た
不
法
占

用
物
件
に
対
す
る
道
路
を
利
用
す
る
方
々
の
撤
去
等
の
要

望
が
強
い
こ
と
か
ら
、
商
店
街
な
ど
の
歩
行
者
、
自
転
車

利
用
者
の
利
用
の
多
い
地
域
、
小
学
校
並
び
に
高
齢
者
、

障
害
者
の
利
用
す
る
機
会
の
多
い
施
設
を
中
心
と
し
た
地

域
で
道
路
管
理
者
自
ら
が
車
椅
子
に
乗
る
な
ど
道
路
を
利

用
す
る
方
々
の
立
場
に
立
っ
て
不
法
占
用
物
件
の
点
検
を

行
い
、
道
路
の
不
適
正
な
使
用
の
是
正
に
努
め
る
と
と
も

に
、
道
路
の
正
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て
広
く
呼
び
か
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺
や
市
街
地
等
に

お
け
る
大
量
の
放
置
自
転
車
等

(原
動
機
付
き
自
転
車
を

含
む
。)
に
つ
い
て
も
、
条
例
等
に
基
づ
き
関
係
機
関
と
の
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協
力
に
よ
り
対
処
し
、
安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

既
存
の
交
通
安
全
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
か
つ

効
果
的
に
設
置
さ
れ
、
交
通
事
故
の
防
止
と
円
滑
な
通
行

の
確
保
の
た
め
に
そ
の
役
割
を
十
分
果
た
し
て
い
る
か
等

を
、
道
路
を
利
用
す
る
方
々
の
立
場
に
立
っ
て
点
検
し
、

必
要
な
改
善
に
努
め
ま
す
。

特
に
、
歩
道
に
つ
い
て
は
、
段
差
、
傾
斜
、
勾
配
等
の

改
善
及
び
除
草
を
実
施
し
、
平
坦
生
･
快
適
性
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
季
節
が
ら
街
路
樹
の
枝
葉
の
伸
張
に

よ
り
道
路
標
識
等
の
視
認
性
が
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
枝
葉
の
伐
採
等
に
よ
っ
て
安
全
に

通
行
で
き
る
道
路
環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
路
上
の
各
種
工
事
に
つ
い
て
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
際
に
表
示
施
設
等
の
安
全
管
理
措
置
を
点
検

し
、
不
備
等
が
あ
れ
ば
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
工
事

施
工
者
等
を
指
導
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②

道
路
の
正
し
い
利
用
と
指
導

道
路
利
用
者
に
対
し
て
は
、
大
型
車
両
等
に
よ
る
交
通

事
故
の
防
止
、
道
路
構
造
の
保
全
を
図
る
た
め
、
法
令
に

違
反
し
て
い
る
車
両
の
指
導
取
締
り
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
積
載
物
の
落
下
防
止
措
置
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま

す
′。ま

た
、
道
路
に
空
き
缶
、
た
ば
こ
等
の
ゴ
ミ
を
捨
て
な

い
よ
う
、
道
路
を
利
用
す
る
際
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
認
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
住
民
に
対
し
て
は
、
商
品
の
荷
捌
き
、
路
上
作
業

等
に
よ
る
道
路
の
不
適
正
な
仕
様
の
是
正
に
つ
い
て
、
町

内
会
等
を
通
じ
て
指
導
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③

道
路
愛
護
思
想
の
普
及

道
路
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
参
加
･

協
力
を
お
願
い
し
て
、
道
路
清
掃
美
化
運
動
や
道
路
愛
護

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
例
と
し
て
、
八
月
六
日
閑
に
建
設
省
道
路
局
及

び
関
東
地
方
建
設
局
の
主
催
に
よ
る
｢官
庁
街
道
路
清
掃
｣

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
桜
田

通
り

(国
道
一
号
)
の
桜
田
門
前
交
差
点
か
ら
虎
ノ
門
交

差
点
ま
で
の
役
一
如
に
渡
っ
て
、
歩
道
や
緑
地
帯
を
官
庁

ビ
ル
等
に
勤
務
さ
れ
る
方
々
が
箒
、
熊
手
を
手
に
清
掃
を

行
い
、
自
ら
が
認
識
す
る
と
と
も
に
、
通
勤
途
中
の
方
々

に
道
路
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

印

広
報
活
動
の
推
進

｢国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
道
路
は
、
常
に
広
く
、
美

し
く
、
安
全
に
｣
を
基
本
テ
ー
マ
と
し
、
講
演
会
、
展
示

会
、

一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
行
事
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
チ
ラ
シ
の
配
布
等
各
地
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
な

広
報
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

六

推
進
標
語

国
民
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
基
本
的
施
設
で
あ
る
道
路
は
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ

る
た
め
に
そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、

明
日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
、
円
滑
な
道
路
整
備
や
道

路
維
持
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が

必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
道
路
利
用
者
の

方
々
に
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
結
び
つ
き
を
持

つ
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の

と
し
て
維
持
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
認
識

に
た

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣推

進
標
語
を
広
く
一
般
か
ら
募
集
し
、
改
め
て
道
路
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
道
路
愛
護
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
は
、
常

に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
｣
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
各

道
路
管
理
者
の
関
係
事
務
所
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
｢道
の
駅
｣
、
自
治
体
の
道

路
維
持
担
当
部
署
及
び
そ
の
関
係
事
務
所
等
で
応
募
用
チ

ラ
シ
を
配
布
し
て
募
集
し
た
結
果
、
下
は
六
歳
か
ら
上
は

九
三
歳
ま
で
の
幅
広
い
道
路
利
用
者
の
方
々
か
ら
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
全
国
の
一
、
0
四
七
名
か
ら
一
、
三
七
九

点
も
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
予
備
審
査
、
第
一

次
審
査
、
第
二
次
審
査
を
経
て
、
七
月
四
日
釜
に
最
終
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
審
査
は
、
渡
辺
文
雄
(俳
優
)/
審
査
委
員
長
、
陣
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内
貴
美
子

(元
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
･
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
)
、

浅
井
新
一
郎

(｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
会
長
)、
建
設
省

道
路
局
長
の
四
氏
に
よ
り
行
わ
れ
、
最
近
の
道
路
事
情
や

こ
の
推
進
標
語
の
必
要
性
等
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

最
優
秀
作
一
点
、
優
秀
作
五
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
標
語
は
、｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

期
間
中
に
道
路
情
報
板
、
垂
れ
幕
等
で
本
月
間
の
推
進
に

活
用
す
る
ほ
か
、
機
関
誌
等
に
も
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
者
に
は
、
八
月
一
〇
日
㈲
に
都
立
潮
風
公

園
(臨
海
副
都
心
)
で
行
わ
れ
る
本
月
間
の
関
連
行
事
｢道

の
日
｣
ロ
ー
ド
パ
ー
ク

(フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
)
に
お
い
て
、

主
催
者
か
ら
最
優
秀
作
品
に
建
設
大
臣
賞
(賞
状
)、
優
秀

作
品
に
道
路
局
長
賞

(賞
状
)
及
び
副
賞
と
し
て
楯
を
授

与
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
の
入
選
さ
れ
た
方
々
と
作
品
は
次
の
通
り

で
す
。

o
最
優
秀
賞
/
建
設
大
臣
賞

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
私
に
は

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
で
も

と
お
せ
ん
ぼ

京
都
府
城
陽
市

西
村

和
子
さ
ん

0
優
秀
賞
/
道
路
局
長
費

国
土
は
か
ら
だ

道
は
動
脈

流
れ
よ
く

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町

安
藤

富
枝
さ
ん

忘
れ
な
い
で

道
が
な
く
っ
ち
ゃ
は
じ
ま
ら
な
い

宮
城
県
栗
原
郡
鴬
沢
町

菅
原

広
美
さ
ん

思
い
出
も

夢
も
未
来
も
の
せ
た
み
ち

広
島
県
福
山
市

坂
本

由
布
子
さ
ん

こ
の
道
路
は

く
ら
し
を
支
え
る
生
命
線

富
山
県
栃
波
市

関

伸
一
さ
ん

こ
の
自
然

明
日
に
残
し
て

通
る
道

宮
城
県
玉
造
郡
岩
出
山
町

佐
々
木

ト
シ
さ
ん

七

表

彰

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
に
お
け
る
建
設
大
臣
表
彰
は
、

道
路
交
通
の
安
全
確
保
、
道
路
の
正
し
い
利
用
、
道
路
愛

護
思
想
等
に
関
し
て
永
年
に
わ
た
り
取
り
組
み
、
そ
の
功

績
が
顕
著
で
あ
っ
た
団
体
ま
た
は
個
人
を
表
彰
し
て
い
る
。

昭
和
三
三
年
の

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
開
始
当
初
は
、

道
路
の
美
化
清
掃
等
に
努
め
、
地
域
社
会
に
奉
仕
す
る
と

と
も
に
道
路
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
民
間
の
団
体
ま
た

は
個
人
を
表
彰
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
三
年
(第
二
一
回
)

か
ら
は
、
道
路
情
報
の
通
報
や
冬
期
の
除
雪
作
業
等
に
つ

い
て
積
極
的
に
協
力
し
、
道
路
交
通
の
安
全
確
保
の
た
め

に
永
年
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
個
人
、
ま
た
、
道
路
を
不

法
に
占
用
し
て
い
る
商
品
、
自
転
車
等
の
排
除
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
個
人

を
対
象
に
表
彰
し
て
お
り
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
六
〇

団
体
及
び
二
三
個
人
に
対
し
、
感
謝
状
に
副
賞
を
添
え
て

表
彰
し
ま
す
。

八

お
わ
り
に

道
路
の
果
た
す
役
割
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
道
路
の
維
持
管
理
の
必
要
性
を
、
道
路
管
理

者
の
み
な
ら
ず
、
国
民
一
人
一
人
に
よ
り
一
層
ご
理
解
を

い
た
だ
い
き
、
｢道
路
｣
を
安
全
で
快
適
な
｢み
ち
｣
と
し

て
、
私
た
ち
の
子
孫
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
ま
も

っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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｢道
の
日
｣
と
は

道
路
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
国
民
生
活
を
支
え
維

持
し
て
い
く
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的

施
設
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
る
た
め
そ
の

重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
一
方
、
経
済
活

動
･
国
民
生
活
の
高
度
化
、
情
報
化
、
環
境
へ
の
意

識
の
高
ま
り
等
を
背
景
に
、
道
路
に
対
す
る
国
民
の

ニ
ー
ズ
は
、
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

建
設
省
に
お
い
て
は
、
道
路
の
重
要
性
に
対
す
る

国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
精
神
を
高
め
る
た
め
に
昭

和
三
三
年
に
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
(八
月
)
を
制

定
し
、
さ
ら
に
昭
和
六
一
年
に

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
の
中
心
行
事
と
し
て
、
｢道
の
日
｣
(八
月
一
〇

日
)
を
制
定
し
ま
し
た
。

｢道
の
日
｣
が
八
月

一
〇
日
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
期
間
中
で
あ
る
こ
と
、

大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
、
我
が
国
最
初
の
道
路
整

備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
一
次
道
路
改
良

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
な
ど
に
由
来
し
て
い
ま

す
。

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
七
年

三
月
五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に
お
い
て
、｢今
後

の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
国
民
の
理

解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

道
路
整
備
の
目
標
を
わ
か
り
や
す
く
指
標
で
国
民
の

前
に
示
す
こ
と
や
"道

の
日
“
を
定
め
る
な
ど
道
路

に
関
す
る
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
あ

る
。｣と
の
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
六
一
年
一
月

二
八
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
か
ら
、
｢明
日

を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
･
円
滑
な
道
路
整
備
･
道

路
管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保
等
を
図
る
た

め
に
は
、
国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
｢道
の
日
｣
を
設
け
、
あ
ら
た
め
て
道
の

意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護

の
精
神
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
日
と
す
る
。｣と

の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省
で
は

｢道
の
日
｣
の

制
定
に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
八

月
一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
、
道
路
の
意
義
･
重

要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を

高
め
る
た
め
、
国
民
的
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

｢道
の
日
｣
の
行
事
に
つ
い
て

建
設
省
、
関
係
省
庁
、
道
路
関
係
公
団
、
地
方
公

共
団
体
、
関
係
諸
機
関
等
は
相
互
に
連
携
し
て

｢道

の
日
｣
の
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

パ
レ
ー
ド
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清
掃
な
ど
毎
年

全
国
各
地
で
道
に
ち
な
ん
だ
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
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昨年のロー ドウォーク (東京ドーム経由コース)

ず
。
｢道
の
日
｣実
行
委
員
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

る

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、
毎

年
様
々
な
手
法
を
凝
ら
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
｢道
の
日
｣
中
央
行
事

ご
一同
目
を
迎
え
る
本
年
度
の
中
央
行
事
は
、
道

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

一

般
の
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
東
京
臨
海
副
都
心
で

の
屋
外
イ
ベ
ン
ト

｢道
の
日
｣
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
と
、

今
年
度
供
用
開
始
予
定
の
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
(東

京
湾
横
断
道
路
)
の
橋
梁
部
を
体
験
歩
行
す
る

｢道

の
日
｣
親
子
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。

･
開
催
日
…
平
成
九
年
八
月
一
〇
日

(日
)

･
主

催
…

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

(浅
井
新
一
郎
会
長
)

･
後

援
…
建
設
省
、
警
察
庁
、
総
務
庁
、
運
輸
省
、

(予
定
)
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、

阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡

橋
公
団
、
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、

全
国
町
村
会

･
協

力
…
東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社

｢道
の
日
｣
ロ
ー
ド
パ
ー
ク

･
開
催
時
間
…
m
…
30
i
お
…
卸

小
雨
決
行

･
場

所
"
東
京
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン

(臨
海
副

め 東京テレポート

臨海副都心線 r東京テレポート｣ 駅下

潮風公園

下
め

駅
も

｣
が

ト
リ

　　
　
　

　

　
　
　

場

フ

副

台

臨

　　
　

　　
　

　　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　　　

臨
□
澗
壕

　　　　

ゆ
り
か
も
め

都
心
)
都
立
潮
風
公
園
太
陽
の
広
場

(地
図
参
照
)

･
概

要
"

0

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

①

｢道
の
日
｣
セ
レ
モ
ニ
ー
･･･実
行
委
員
会
会

長
及
び
来
賓
挨
拶

(14
…
卸
頃
)

②

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式

③

後
記
2
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
見
学
者
を
交
え
た

ミ

ニ
ト
‐-
ク
シ

ヨ
ー

④

音
楽
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ

⑤

ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

②

ス
テ
ー
ジ
外

(広
場
)

①

ク
イ
ズ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
･!
パ
ネ
ル
を
見
て
道
に

関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
、
全
問
正
解
者
に
は
記

念
品
を
進
呈

　

　

さだ

7

　

　

　　
　道



｢道の日｣ 中央行事の主な活動

昭和6l年 ｢道の H ｣ 制定記念式典、 パレード (銀座中央通り)

｢ロ本の道100選｣ (第 l期 :中央区中央通り他52道) の顕彰

62年 『道の日｣ テーマソングの作詞募集 (｢たまには…道で｣ に決定)

｢H 本の道100選｣ (第 2期 3 I斐東区ほか湾岸道路他50道) の顕彰

63年 ｢道の H ｣ キャンペーンキャラクターの愛称決定 (こっちだョウ平)

平成元年 周遊ドライブコース企画コンテスト Q中細西海岸周遊コース他12コースが入賞)

2年 ｢道の日｣ 記念式典 (｢夢ロード21｣ 表彰式、 ｢道のロ｣ の歌コンサート等)

3年 ｢道の日｣ イベント ｢ヨウ平ランド｣ (各県の協力による物産展等)

4年 ｢道のロ｣ イベント ｢ヨウ平ランド｣ の開催及び ｢道の H J 記念シンポジウム

5年 ｢道の H ｣ イベント ｢感 ･道フェア'93｣

(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 酒井法子コンサート等)

6年 ｢道のロ｣ イベント ｢感 ･道ランド'94｣

(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 貴島サリオコンサート等)

｢くらしにかかる橋｣ フォト& エッセイ ･コンテストの実施

｢道の H ｣ O N E D A Y SP E C IA L S T A T IO N

(文化放送一 H ｢道のロ｣ 特集の展開)

7年 ｢道の日｣ まつり'95

(各県の協力による物産展や郷土芸能披露、 かとうれいこコンサート等)

｢こっちだヨウ平の道路はじめて物語｣ ビデオの作成

｢道の□｣ B O O K の作成 (趣旨や道路整備の歴史等をまとめたパンフレット)

8年 ｢道の H ｣ ロード ･ジャンボリー

(春 田通り、 本郷通り等でのロードウォーク、 上野公園での道路パネル展等)

｢道の日｣ 新シンボルマークの制定

②

道
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
!
会
場
に
都
道
府
県

等
か
ら
募
集
し
た
道
路
の
写
真
を
展
示
し
、
道

の
美
し
さ
を
来
場
者
に
ア
ピ
ー
ル

③

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

(大
道
芸
)

*
入
場
自
由
。
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

概 場 開
催
時
間
“
9

"
閲
i
u

"
卸

終
了
後

｢道
の

日
｣
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
会
場

(臨
海
副

都
心
)
へ
移
動

　 　
時 京

　　　
　 　 　　　　心 ｣
) 口 00 ラ

｢道
の
日
｣
親
子
ウ
オ
ー
ク

見
学
後
、
臨
海
副
都
心
ヘ
バ
ス
で
移
動

し
、
、≦
一
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
参
加

*
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

｢道
の
日
｣
親
子
ウ

オ
ー
ク
は
事
前
応
募
制
で
す
。
新
聞
等
で
参
加

者
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
締
切
と
な
り
ま
し
た

の 者 オ *

で を 1
ご 募 ク 犀
了 集 は "

し =

要
…
事
業
説
明
、
約
一
五
〇
名
で
橋
梁
部

体
験
歩
行

(荒
天
の
場
合
は
バ
ス
往

所
"
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
橋
梁
部

(海

ほ
た
る
手
前
↓
木
更
津
料
金
所

約

要 所
了
承 し
下 ま
さ し
い た
O が

し 学 復 体 事 四 ほ
、 後 の 験 業 km た
ミ 、 み 歩 説 ) る

臨 ) 〆一 明 手

8月to日はr道の日｣
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呼
戯
也
年
度
通
路
交
通
管
理
統
謝
の
概
要

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
企
画
係

一

は
じ
め
に

道
路
交
通
管
理
統
計
調
査
は
、
全
国
の
道
路
に
つ
い
て

道
路
交
通
管
理
の
実
態
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即

し
た
望
ま
し
い
道
路
交
通
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
調
査
の
対
象
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
指
定
又
は
認
定

さ
れ
、
道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
す
べ
て
の
道
路
で

あ
り
、
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車
道
等
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

①
道
路
監
理
員
の
任
命
状
況

②
道
路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

③
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
実
績

④
道
路
環
境
施
設
の
整
備
状
況

⑤
道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

⑥
道
路
災
害
の
発
生
状
況

⑦
異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績

⑧
異
常
気
象
時
の
警
戒
･
緊
急
体
制
の
発
動
実
績

⑨
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
実
績

⑩
車
両
取
締
り
機
器
の
設
置
状
況

⑪
道
路
標
識
に
よ
る
高
さ
、
総
重
量
等
の
制
限
の
状
況

⑫
特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

⑬
路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

二

平
成
七
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要

道
路
管
理
の
現
況

道
路
交
通
管
理
統
計
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
の
現
況

表 1 道路監理員の任命状況(平成 8年 4月 1日現在)
(単位 :人)

日
]

ト道
本庁 (本局) 出 先 機 関

道路監理員数 事務所数 道路監理員数

日 本 道 路 公 団 0 121 総本州四国連絡橋公団 0 M 177

都市高速道路公団等 65 40 657

地 方 建 設 局 等 174 414 約都 道 府 県 脚 642

螂指 定 市 405 133 躍市 町 村 蝸 527 卿
料
路鮪一道

土木部企業局

/
u "

地方道路公社

/
151 573

計 職 纖 雛
道行セ 97,7 4メ



を
知
る
た
め
、
道
路
の
管
理
体
制
、
施
設
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
調
査
を
行

っ
て
い
る
。

=

道
路
監
理
員
の
任
命
状
況
に
つ
い
て

道
路
監
理
員
と
は
、
道
路
法
第
七
一
条
第
四
項
に
基
づ

き
、
道
路
管
理
者
が
そ
の
職
員
の
う
ち
か
ら
命
じ
た
者
で

あ
り
、
自
ら
現
場
に
お
い
て
各
種
の
必
要
な
措
置
を
命
ず

る
権
限
を
持
つ
。

平
成
八
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
任
命
状
況
は
表
1

の
と
お
り
で
あ
る
。

表 2 道路環境施設の整備状況(平成 8年 4月 1日現在)
(単位 :km)

済

長

と

延

イ

路
緑
道

遮音壁設置 帯
長

設

圭

施
謁

境

橿
環
設道路延長 延べ設置延長

高速自動車国道 3
,
794

.
O 1

,
316

.
6 2

,
025

,
6 廓

本州四国連絡道路 鰓 雄 匁 銘
都 市 高 速 道 路 痰 戦 度 滋
調

指定区間内 4
,
665

.
2 267

,
6 352

,
8 176

.
6

指定区間外 3
,
28 0 6 瑯 餓 綿

都 道 府 県 道 7
,
712

.
6 脇 鯲 醸

市 町 村 道

鰔 鵜 酬 約
料
道
路

一
般
有

日本道路公団 303
,
O 廓 綿 瀦

土木部企業局 邱 髄 蜷 節
地方道路公社 358

.
l 鱗 鰈 加

計 46
,
361

.
O

剱 繊 鯏
②

道
路
環
境
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
は
、
沿
道
環
境
保
全
対
策
と
し
て
道
路
網

整
備
に
よ
る
対
策
と
と
も
に
、
道
路
構
造
の
改
善
に
よ
る

対
策
を
行

っ
て
い
る
o

具
体
的
に
は
、
遮
音
壁
、
植
樹
帯
、
環
境
施
設
帯
等
の

整
備
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
七
年
度
の
整
備
状
況
は
、
緑

化
済
道
路
延
長
が
約
四
万
六
、
○
○
○
虹
、
遮
音
壁
設
置

延
長
が
約
三
、
七
〇
〇
如
、
環
境
施
設
帯
延
長
が
約
九
〇

○
如
と
な
っ
て
い
る

(表
2
参
照
)
。

③

道
路
情
報
管
理
施
設
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

道
路
情
報
管
理
施
設
と
は
、
道
路
管
理
者
が
安
全
か
つ

円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
の
た
め
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、

又
は
道
路
利
用
者
に
当
該
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
道
路
上
の
道
路
情
報
提
供
装
置
、

車
両
監
視
装
置
、
気
象
観
測
装
置
、
緊
急
連
絡
施
設
等
が

含
ま
れ
る
。

平
成
八
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
主
な
施
設
の
整
備

状
況
は
道
路
情
報
板
約
一
万
七
、
八
〇
〇
基
、
車
両
監
視

用
テ
レ
ビ

(I
T
V
)
約
四
、
九
〇
〇
台
、
雨
量
計
約
五
、

七
〇
〇
基
、
温
度
計
約
二
、
七
〇
〇
基
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
施
設
の
設
置
状
況
を
道
路
種
別
に
み
て
み
る
と
、

車
両
監
視
テ
レ
ビ
や
交
通
量
測
定
器
は
高
速
自
動
車
国
道

や
都
市
高
速
道
路
で
多
く
設
置
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
雨

量
計
、
温
度
計
等
の
気
象
観
測
装
置
は
都
道
府
県
や
市
町

村
道
に
お
い
て
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る

(表
3
-
1
･
2

参
照
)。

2

異
常
気
象
時
の
対
応

の

道
路
災
害
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
の
道
路
災
害
の
発
生
件
数
は
約
六
、
三
〇

〇
件
と
例
年
に
比
べ
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
平
成

七
年
度
の
主
な
災
害
内
容
･
件
数
は
、
盛
土
法
面
等
崩
壊

が
約
二
、
一
〇
〇
件
、
落
石
等
が
約
一
、
九
〇
〇
件
、
道

路
洗
掘
が
約
七
〇
〇
件
、
石
積
擁
壁
等
損
傷
が
約
五
八
○

件
と
な

っ
て
い
る

(表
4
参
照
)
。

の

異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
規
制
実
施
に
つ
い
て

豪
雨
、
地
震
等
の
異
常
気
象
時
に
お
い
て
道
路
の
通
行

が
危
険
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
道
路
交
通
の
安

全
、
円
滑
を
確
保
す
る
た
め
、
各
道
路
管
理
者
は
、
通
行

規
制
基
準
、
通
行
規
制
区
間
を
定
め
、
事
前
の
通
行
規
制

を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
七
年
度
の
通
行
規
制
実
績
は
、
通
行
止
回
数
で
約

四
、
五
〇
〇
件
と
な
っ
て
お
り
、
冬
季
に
お
け
る
異
常
気

象
の
多
発
を
反
映
し
て
、
豪
雪
に
よ
る
も
の
が
三
六
六
件
、

地
吹
雪
に
よ
る
も
の
が
二
〇
七
件
、
路
面
凍
結
に
よ
る
も

の
が
三
五
九
件
、
雪
崩
に
よ
る
も
の
が
一
〇
〇
件
と
例
年

よ
り
多
く
な

っ
て
い
る

(表
5
参
照
)。

3

違
法
車
両
の
取
締
り
等

◎

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
、
車
両
制
限
令
の

基
準
を
超
え
て
い
る
車
両
で
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
得

ず
に
通
行
し
て
い
る
車
両
及
び
特
殊
車
両
通
行
許
可
の
条

多2 道行セ 97.7



表 3 ーー 道路管理施設等の設置状況(道路情報板等 :平成 8年 4月 1日現在)

＼
道 路 情 報 板

(基)

警報表示板

(基)

車両監視用テレビ
(台)

交通量測定器

(基) 送
)

鰍
騙

路

(
“
⑧

き
通

置

交
装

9

路

断

佐

道
遵

A 型 刷土 型 電光式 計 トンネル その他 トンネル その他 料金所 その他

高速自動車国道 跡 702 nU 982 搬 蹴 % 贓 髄 芻 nU 102 34 "
本州四国連絡道路 " れ nv “ " 蜷 n乙 り乙 靴 94 第 QJ Û nU
都市高速道路 24 “̂…〕 nV 鰡 蹴 80 り乙 242 955 558 燃 44 147 113

区

は

定

{疋

指

指
国
道

一
般

292 551 瑯 廊 臘 郷 卸 361 554 nU 嬬 % 20 563

235 579 雌 即 硼 604 郁 80 “ nV 19 12 り乙 192
都 道 府 県 道 165 期 燃 螂 巍 341 艶 32 にJ AU m 作生 Û 654
市 町 村 道 製 範 703 芻 椰 拗 507 11-

第 ハV 第 ｢1 AV 剪

一
般
有

□本道路公団 45 307 Û 241 593 169 “TL 181 40 281 AV nU 鵠 79

土木部企業局 ‘仕 崖生 就 18 56 44 “優 AV nU J奪 ハU ny ハU 陷

地方道路公社 175 162 153 373 863 87 32 324 119 353 れ 20 nU 191

計 “ 網 槻 伽繃 纖 887 搬 雌 競嚼 282 237 廓

表 3 ー 2 道路管理施設等の設置状況(気象観測装置 :平成 8年 4月 1日現在)

＼
雨 量 計

温 度 計 積雪深計 路面凍結観測装置 風 速 計 視程障害観測装置
道路管理者設置 の

置

他

設
の
の

そ
者

計
自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他

高速自動車国道 鰤 " nU 515 515 57 192 RU 543 57 462 13 234 ハV
本州四国連絡道路 12 nV ハV 12 16 nU AV nU M ハV 器 霧優 12 つ乙
都市高速道路 お nV AV 施 斑 ハV 0〉 nu “ nU 39 ハU QU nY

内

外

問

問

区

区

{疋

定

指

指
国
道

一般
724 143 “ 940 燃 191 335 203 317 104 濁 104 第 は

132 108 408 648 158 225 215 断 125 42 40 第 15 n乙
都 道 府 県 道 248 267 602 期 130 315 200 329 鋸 脚 55 51 rhu にJ
市 町 村 道 407 794 嬬 れ 154 353 109 363 ぬU ゆ 112 192 14 Û

料
道
路

一
般
有

日本道路公団 53 乾 nV 範 56 “○ 14 ハU 琉 つくJ “ ぬU m nV
土木部企業局 うり QO nV n ハV QJ nU ハU nU nU '｣ nV ny ハV
地方道路公社 狙 73 り乙 116 鵠 俎 にJ 20 第 ゅ 47 26 鐙 り乙
計 塑 燃 郷 聽 馴 婢 鷹 嬬 跳 344 蹴 鷄 377 25

件
に
違
反
し
て
通
行
し
て
い
る
車
両
の
指
導
取
締
り
を
行

っ
て
い
る
。

43

違
反
車
両
数
は
、
平
成
六
年
度
に
は
道
路
交
通
法
の
改

7

正
で
過
積
載
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴

趨

い
･

一
時
的
に
減
少
し
た

(約
五
万
ム巳

が
、
平
成
七
年

漸

度
に
は
、
約
六
万
二
、
○
○
○
台
と
再
び
増
加
に
転
じ
た

(表
6
参
照
)。

②

違
反
車
両
の
違
反
内
容

違
反
件
数
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
四
七
条
の
二
第
一

項
に
基
づ
く
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
有
し
て
い
な
い
場
合

が
約
五
万
七
、
0
0
0
件
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
受
け

て
い
る
場
合
が
、
約
二
万
件
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
特
殊

車
両
通
行
許
可
を
受
け
な
い
で
違
反
車
両
を
走
行
さ
せ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
窺
え
る
。

主
な
違
反
内
容
と
し
て
は
、
道
路
法
第
四
七
条
の
二
第

一
項
に
基
づ
く
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
有
し
な
い
場
合
に

お
い
て
は
、
寸
法
超
過
が
約
三
万
二
、
0
0
0
件
、
重
量

超
過
が
約
二
万
六
、
○
○
0
件
と
な
っ
て
お
り
、
特
殊
車

両
通
行
許
可
を
有
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
寸
法
超

過
が
約
五
、
七
〇
〇
件
、
重
量
超
過
が
五
、
五
〇
〇
件
、

経
路
違
反
が
約
三
、
五
〇
〇
件
と
な
っ
て
い
る

(表
7
参

照
)。③

車
両
取
締
り
機
器
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

道
路
法
に
違
反
し
て
道
路
を
運
行
す
る
車
両
の
指
導
取

締
り
を
行
う
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
車
重
計
、
軸
重
計

等
の
重
量
測
定
機
器
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。



4 道路災害の発生状況(平成 7年度実績)

災害内容

規整字i、
落石等

盛土法面

等崩壊

石積擁壁

等損傷
地すべり 道路洗搬

橋脚等

洗 掴

トンネル

崩 壊
雪 崩 その他 計

高速自動車国道

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 lo 8 0 3 4 0 0 0 0 25

計 10 8 0 3 4 0 0 nU 0 25

本州四国連絡道路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

都 市 高 速 道 路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 ハU 0

般
国
道

指定区間内

内 18 13 0 2 11 0 0 5 32 71

外 32 8 2 4 2 0 l 2 34 85

計 50 21 2 6 3 0 1 7 66 156

指定区間外

内 140 64 l7 3 6 3 0 10 18 261

外 73 47 11 1 14 2 1上 3 30 182

計 213 111 28 4 20 5 1 13 48 443

都 道 府 県 道

内 272 121 23 22 35 5 0 6 43 527

外 328 280 127 26 99 10 0 l9 97 986

計 600 401 150 48 l34 15 0 25 l40 1-513

市 町 村 道

内 63 72 9 18 20 8 0 2 11 203

外 1,007 1,497 386 190 516 49 2 64 205 3,916

計 1,070 1,569 395 208 536 57 2 66 216 4,119

般
有
料
道
路

日本道路公団

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土木部企業局

内 1具 0 0 0 0 0 0 1 0 2

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

地方道路公社

内 3 0 1 0 0 0 0 0 2 6

外 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2

計 3 2 1 0 0 0 0 0 2 8

計

内 497 270 50 45 62 16 0 24 106 L 070

外 1,450 1,842 526 224 635 61 4 88 366 5,196

計 1,947 2,112 576 269 697 77 4 112 472 6,266

現
在
、高
速
自
動
車
国
道
、都
市
高
速
道
路
で
は
整
備
が

進
ん
で
い
る
の
に
対
し
、都
道
府
県
道
、市
町
村
道
で
は
あ

ま
り
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
(表
8
参
照
)。

㈱

路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

近
年
、
廃
棄
車
両
の
処
理
費
用
の
高
騰
等
に
よ
り

路
上
に
放
置
あ
る
い
は
廃
棄
さ
れ
、
一
般
交
通
の
障

般 騰
交 等
通 に

の よ
障 り

華道

平
成
七
年
度
の
路
上
放
置
車
両
発
見
台
数
は
全
体
で
約

な
っ
て
い
る
車
両

(い
わ
ゆ
る
路
上
放
置
車
両
)
が
増
加

し な
て つ
お て
り い

社 る

　　
　　
な わ
つ ゆ
て る
　
る



表 5 通行止回数 (平成 7年度実績)

原 因

規箒離籍月“、
豪 雨 地震 豪雪 地吹雪

路面

凍結
雪崩 霧 強風 波浪

河川

氾濫
その他 計

高速自動車国道

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

本州四国連絡道路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

計‐ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

都 市 高 速 道 路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 7

外 0 0 5 0 6 0 1 0 0 0 0 12

計 0 0 5 0 6 0 1 0 0 0 7 19

般
国
道

指定区間内

内 60 1 14 12 4 12 0 1 6 1 46 157

外 31 0 6 28 l 14 l 0 1 3 2 87

計 91 1 20 40 5 26 1 1 7 4 48 244

指定区間外

内 289 0 31 18 45 6 0 0 3 6 5 403

外 68 1 11 l 18 l 0 0 1 1 2 104

計 357 l 42 19 63 7 0 0 4 7 7 507

都 道 府 県 道

内 647 4 27 12 60 17 1 3 12 3 64 850

外 464 2 42 88 39 24 0 9 0 31 28 727

計 1'111 6 69 100 99 41 1 12 12 34 92 1 ,577

市 町 村 道

内 128 2 8 5 15 1 0 1 5 14 4 183

外 1,267 12 53 29 130 24 0 8 2 49 51 1,625

計 1,395 14 61 34 145 25 0 9 7 63 55 1,808

般
有
料
道
路

日本道路公団

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

土木部企業局

内 3 0 l 0 l 0 0 0 0 0 0 5

外 0 0 148 1 4 1 1 0 0 0 0 155

計 3 0 149 1 5 1 1 0 0 0 0 160

地方道路公社

内 22 0 15 4 25 0 0 9 0 0 10 85

外 5 0 5 9 11 0 2 1 l6 0 0 49

計‐ 27 0 20 13 36 0 2 lo 16 0 10 134

計

内 1,149 7 96 51 l50 36 l 14 26 24 136 1,690

外 1,835 15 270 156 209 64 5 19 20 84 84 2,761

計 2 ,984 22 366 207 359 100 6 33 46 108 220 4 ,451

二
万
七
、
0
0
0
台
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
三
割
強
が
東
京

都
及
び
指
定
市
で
あ
り
、
特
に
大
都
市
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る

(表
9
参
照
)
。

ま
た
、
全
体
の
一
割
強
が
未
処
理
の
ま
ま
で
あ
り
、
道

路
管
理
者
と
し
て
は
今
後
も
多
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に

し
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い



表 6 特殊車両の指導取締り実績(平成 7年度実績)

道路管理者

取 締･り 活 動
検問車両 違反車両

措 置 内 容

回 数 時 間 人 員 指導警告 措置命令 許可取消 刑事告発

月 本 道 路 公 団 2,238 9,165 23,360 35,788 18,988 2,073 8,026 0 0

本州四国連絡橋公団 278 1,574 1,958 417 282 261 21 0 0

道
路
公
団
等

都
市
高
速

首都高速道路公団 2,398 6,068 26,144 33,156 32,692 3L 130 1,562 0 0

阪神高速道路公団 2,199 5,984 19,096 5,898 5,490 5,370 120 0 0

名古屋高速公社 69 41 432 2,984 45 45 0 0 0

福岡北九州高速公社 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 4,666 12,093 45,672 42,038 38,227 36,545 上682 0 0

地

方

建

設

局

等

北 海 道 開 発 局 36 95 493 626 173 110 63 0 0

東北地 方建 設局 125 264 1,389 1,081 378 44 334 0 0

関東地方建 設局 91 215 裏577 1,231 473 66 407 0 0

北陸地 方建 設局 53 113 901 1,193 114 63 51 0 0

中 部地 方建 設局 96 265 1-203 1,140 527 193 248 0 0

近畿地 方建 設局 150 387 1,969 上865 541 474 63 0 0

中国地 方建 設局 109 386 1,217 2,350 687 411 276 0 0

四国地 方建 設局 45 107 539 142 77 77 0 0 0

九州地方建 設局 165 327 2,658 上938 418 329 74 0 0

沖縄総 合事務局 15 48 189 146 21 17 2 0 0

小 計‐ 885 2,206 12,135 11,712 3,409 1,784 L 518 0 0

都 道 府 県 23 54 211 151 42 35 0 0 0

ず旨 定 市 3 7 65 25 9 3 0 0 0

市 町 村 15 43 54 612 35 35 0 0 0

ー料
劣没道
有路

日 本 道 路 公 団 271 L 128 2,143 4,886 1,302 85 606 0 0

土 木 部 企 業 局 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地 方 道 路 公 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 8-377 26,270 85,598 95,629 62,294 40,821 11,853 0 0

表 7 違反車両の違反内容(平成 7年度実績)

道路管理者

許 可 な し 許 可 あ り

重量超過 寸法超過 言計 経路違反 積荷違反 重量超過 寸法超過 条件違反 その他 計

日 本 道 路 公 団 9,957 6,513 16,470 1,411 639 4,187 2,248 165 921 9,571

本州四囲連絡橋公団 25 271 296 0 0 0 0 0 0 0

道
路
公
団
等

都
市
高
速

首都高速道路公団 11,956 19,009 30,965 720 0 160 L O93 429 425 2-827

阪神高速道路公団 2,045 4,855 6,900 870 242 154 1,683 214 821 3-984

名古屋高速 公社 3 45 48 0 0 0 0 0 0 0

福岡北九州高速公社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 言計 14,004 23,909 37,913 1,590 242 314 2,776 643 1,246 6,811

地

方

建

設

局

等

北 海 道 開 発 局 5 67 72 6 0 2 7 6 80 101

東 北地 方建 設局 52 87 139 29 19 53 31 88 68 288

関東地方建設局 66 224 290 74 13 100 88 63 21 359

北陸地 方建設局 25 14 39 9 5 41 12 10 39 116

中部地 方建設局 94 164 258 37 26 204 99 48 53 467

近畿地 方建 設局 141 237 378 88 25 215 127 90 198 743

中国地方建設局 101 229 330 50 56 154 150 246 111 767

四国地方建 設局 23 24 47 7 3 12 6 8 10 46

九州地方建設局 44 186 230 30 13 36 5 43 66 193

沖縄総合事務局 2 lo 12 0 2 1 6 2 4 15

小 計 553 1,242 1,795 330 162 818 531 604 650 3,095

期【 道 府 県 12 4 16 17 1 5 2 1 4 30

指 定 市 9 3 12 0 0 0 0 0 0 0

市 町 村 24 0 24 5 6 0 0 0 0 11

一料
艘道
有路

日 本 道 路 公 団 934 354 1,288 137 11 176 148 71 178 721

土 木 部 企 業 局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地 方 道 路 公 社 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 25,518 32,296 57,814 3,490 1-061 5,500 5,705 1,484 2,999 20,239



三

お
わ
り
に

我
が
国
は
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
豪
雨
、

地
震
な
ど
が
頻
繁
に
発
生
す
る
自
然
条
件
の
下
に
あ
る
。

こ
う
し
た
自
然
条
件
の
下
で
、
道
路
管
理
者
は
道
路
を
良

好
に
保
ち
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
豪
雨
等
の
自
然
現

象
に
よ
り
災
害
の
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、

表 8 車両取締り機器(定置式)の設置状況(平成 8年 4月 1日現在)

ト
車 重 言f･ 軸 重 言f‐ 輪荷重計 車 高 計

箇所数 全 基 数
(カメラ付き) 箇所数 全 基 数

(カメラ付き) 箇所数 全 基 数
(カメラ付き) 箇所数 全 基

(カメラ付

高速自動車国道 180 ㈱⑨
548 栩⑨

nY 0◎
539 鯰⑨本州四国連絡道路 12 “◎

13 “⑨
Û 0⑩

12 “⑩
都 市 高 速 道 路 ヴ･‘ ,⑥

205 ㈱⑲
×̂〉 “⑩

236 ㈱⑩
一般
国
道

指定区間内 93 “⑦
ハhU ,⑨

nY 0⑩
第 “③

指定区間外 (る “⑨
nY ‘0◎

ハU 0⑩
=̂〕 0⑩

都 道 府 県 道 お “◎
13 “⑩

＼̂〕 0⑩
nY o⑨市 町 村 道 Û 0⑨

Û 。◎
nY 0◎

Û 0◎
一般
有
料
道
路

日本道路公団 30 “⑨
" 似⑩

nY 0⑩
59 閲⑩

土木部企業局 =̂〕 0◎
Û 0⑨

nY 0◎
Û 0⑩

地方道路公社 〔乙 “⑨
rb “⑩

nv 0◎
n “⑥

計 342 靴の
859 鞠纖

は “⑲
883 稿

表 9 路上放置車両の処理実績(平成 7年度実績)

道路管理者

両

数

車

台

置

見

放

発

放 置 車 両 処 理 台 数

未処理霞 道路管理者撤去台数 局

数

当

台

掃

去

清

撒
察
緻去

警

撒
計

廃棄物 違法放置物件

日 本 道 路 公 団 654 112 152 151 nY ワ′- 422 232
本州四国連絡橋公団 nY Û =̂〕 =̂〕 nY nY =̂〕 nv
都市高速道路公団等 221 126 “ れ Û =̂〕 214 7I
地 方 建 設 局 等 508 228 鋭 55 1ユ 25 400 108
都 道 府 県 遊 305 579 167 nb Qy 廊 221
指 定 市 榔 廓 鰯 301 W 視 滋 445
市 町 村

硼 娚 鰄 緘 746 105 蹴 郷一般有-土木部企業
料適呻 地方道路公

〔U =̂〕 Û nY Û =̂〕 =̂〉 Û
館 65 ぬれ性 nv =̂〕 =̂〕 69 nY

計

繊 蘂鰡 絲 助 177 鯖 繍

常
に
異
常
の
有
無
を
把
握
し
、
異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
災
害

発
生
時
に
お
い
て
は
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
対
処
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体

制
、
情
報
収
集
･
提
供
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
構
造
の
保
全
、
交
通
の

危
険
防
止
の
観
点
か
ら
、
道
路
法
に
違
反
し
て
い
る
車
両

の
指
導
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
物
流
の
効
率

化
と
い
う
観
点
か
ら
、
車
両
の
大
型
化
が
進
展
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
違
反
車
両
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
指
導
取
締
り
体
制
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

果
的
に
違
反
車
両
数
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
従

来
の
道
路
交
通
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高

度
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
道
路
管
理
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検

討
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
本
調
査
を
活
用
し
て
い
く
所

存
で
あ
る
の
で
、
全
国
の
道
路
管
理
者
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

最
後
に
本
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
全
国
の
担
当

者
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、
本

稿
を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。



道
路
管
理
瑕
疵
訴
訟
判
例
の
動
向
(第
四
回
)

離
水
脆
譲
⑭
不
備
彊
関
す
る
事
錘

及
び
道
路
構
造
幅
起
因
す
る
事
倖

高
鍋

誠
治

一

排
水
施
設
の
設
置
方
法
に
瑕
疵
が
あ
り
周

辺
地
域
に
水
害
を
及
ぼ
し
左
事
件

今
月
は
排
水
施
設
の
不
備
に
関
す
る
事
件
及
び
道
路
構

造
に
起
因
す
る
事
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
す
。

こ
こ
に
分
類
す
る
｢排
水
施
設
の
不
備
に
関
す
る
事
件
｣

と
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
路
面
排
水
や
側
溝
の
排
水
が

出
来
な
か
っ
た
た
め
に
、
周
辺
の
土
地
や
隣
接
す
る
家
屋
、

倉
庫
な
ど
に
被
害
を
与
え
た
事
件
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
排
水
施
設
の
不
備
に
よ
り
溢
水
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
も
の
を
分
類
し
て
い
ま
す
の
で
、
排
水
施
設
の
物

的
瑕
疵

(蓋
不
全
な
ど
)
に
つ
い
て
は
先
月
検
討
し
た
分

類
に
入
れ
て
い
ま
す
。

事
件
の
一
覧
表
は
表
1
の
と
お
り
で
す
。

排
水
施
設
の
不
備
に
関
す
る
事
件

今
回
も
こ
れ
ら
の
事
件
を
さ
ら
に
細
か
く
一
応
分
類
し

た
の
で
す
が
、
以
下
の
三
と
お
り
に
分
類
で
き
た
だ
け
で

し
た
。

①

排
水
施
設
の
設
置
方
法
に
瑕
疵
が
あ
り
周
辺
地
域

に
水
害
を
及
ぼ
し
た
事
件

②

排
水
施
設
の
設
置
方
法
に
瑕
疵
が
あ
り
特
定
の
家

屋
等
に
水
害
を
及
ぼ
し
た
事
件

③

排
水
施
設
の
設
置
方
法
に
瑕
疵
が
あ
り
擁
壁
を
損

壊
し
た
事
件

全
体
的
な
傾
向
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は

り
因
果
関
係
の
認
定
が
有
責
無
責
の
分
か
れ
目
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
他
の
事
件
の
分
類
と
同
じ
と
思
わ
れ
ま
す
。

① 判
決
要
旨

裁
判
所
、
判
決
年
月
日

概

要

一
被
害
状
況

結
果

例
親
集
巻
･
頁

-

事

件

名

-
道

路

種

別

1

一
般
に
道
路
の
設
置
に
伴
う
排
水
施
設
の
設
計
施
工
に
あ
た
っ
て

は
、
付
近
の
地
形
、
特
に
人
家
の
位
置
、
地
質
、
気
象
、
排
水
系
の

区
分
な
ど
を
考
慮
し
た
上
、
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
を
付
近
の
人
家

に
及
ぼ
さ
な
い
程
度
の
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
、
こ

れ
が
不
完
全
で
あ
っ
て
道
路
が
通
常
備
う
べ
き
安
全
性
に
欠
け
る
状

大
分
地
裁

昭
和
四
〇
年
四
月
二
〇
日

有
貴

露
象
濯
ぎ

“
黍

番

““
-宅
地
埋
没
有
責

大
さ
れ
た

m
｢六四
八
-
一献粉笙灘
桓釧該
“““
一県道

セ

1

一
般
に
道
路
の
設
置
に
伴
う
排
水
施
設
の
設
計
施
工
に
あ
た
っ
て

冬

は
、
付
近
の
地
形
、
特
に
人
家
の
位
置
、
地
質
、
気
象
、
排
水
系
の

道

区
分
な
ど
を
考
慮
し
た
上
、
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
を
付
近
の
人
家

に
及
ぼ
さ
な
い
程
度
の
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
、
こ

劣

れ
が
不
完
全
で
あ
っ
て
道
路
が
通
常
備
う
べ
き
安
全
性
に
欠
け
る
状



道イテセ 97.7 49

態
で
あ
れ
ば
、
｢瑕
疵
｣
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

各
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
国
道
の
排
水
施
設
の
新
設
に
よ
っ

て
、
排
水
管
か
ら
大
量
に
放
出
さ
れ
る
水
が
南
方
低
地
に
向
っ
て
流

出
滲
透
し
、
人
家
に
災
害
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
通
常
予
想
さ

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
を
防
止
す
べ
く
放
水
口
か
ら
の

排
水
を
人
家
に
影
響
の
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
安
全
な
低
地
ま
で
更

1

道
路
は
、
交
通
の
安
全
性
を
確
保
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
道
路
上

に
た
ま
り
、
流
れ
る
雨
水
を
道
路
外
の
土
地
に
浸
入
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
道
路
が
右
の
通
常
有
す
べ

き
機
能
を
欠
く
場
合
に
は
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と

鰐
す
べ
き
で
あ
る
。

2

浸
水
は
、
排
水
路
の
不
全
や
、
道
路
上
の
雨
水
に
対
し
て
も
側
溝

を
設
け
る
等
の
排
水
措
置
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
に
起
因

し
て
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
道
路

の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

福
岡
地
裁

昭
和
五
五
年
六
月
四
日

有
責

“““き

秦

嬢

謠
、写
す

屋損害
有責

構
造
で
あ
っ
た

m
三
宝
靴
藝

爾

“
“
“
“
“
“
“
“
単
市
道

に
誘
導
す
べ
き
施
設
を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
は
、
排
水
施
設
が
不
完

全
で
あ
っ
て
、
国
道
と
し
て
通
常
備
う
べ
き
安
全
性
に
欠
け
る
状
態

に
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

①
の
事
件
は
、
豪
雨
に
よ
り
田
畑
が
洗
い
流
さ
れ
宅
地

が
埋
没
し
た
事
件
で
す
が
、
付
近
で
三
年
前
に
行
っ
た
国

道
の
改
良
工
事
に
よ
り
排
水
管
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
排
水

管
の
端
が
畑
に
突
き
だ
し
開
口
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
該
豪
雨
に
よ
り
道
路
か
ら
の
排
水

が
低
地
に
流
出
し
、
被
害
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
す
。

裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
通
常
予

想
さ
れ
る
と
し
て
予
見
可
能
性
を
認
め
、
排
水
を
さ
ら
に

表

分
類

巻
数 ページ 事 件 名 瀞 状 況 階 踝

失
殺

過
相 最終審 年月日

1･▲ m 鰓
大分県別府久留米線配水管設
備不全事件 麗

道路の設置により集中豪雨の
被害が増大された

地

没

宅

埋 積 大 分地裁

皺T･上 m

鰔
福岡市道排水施設不存在事件 竜

設置していた排水施設が逆流

しやすい構造であった

屋
害

家
損 積 福岡地裁

鰍リム m 鰓
徳島国道192号下水排水口閉
鎖事件

拗
離

側溝工事の不全のため
、

下水
が民地内に浸水した

業
害

営

損 積 徳島地裁

鱗り乙 m

鰔
沖縄国道331号側溝不全事件 蕊

醜
側溝が民地の床面より高いた
め
、

水が流入した

葉
書

営
損

(有責)
亀

那覇地裁

滅リム 郎 7329･685･三 都道放射7号線溢水事件 繃 職馴訛鯏
殴

鉄
頌

雨
路

壕
道

集

し

業
害

営

損
貴無

･
裁地京東

鱒n′“ m

鰔
福岡国道201号排水不全家屋
浸水事件

醐
離

端て立

水
め
溢

猟
旙

溝

に

側

と
が

こ
蝸
鼠

管

可
屋
害

家

損
責盤

…
裁地岡福

鰊リム ぬ

鰄
広島市道店舗水没事件 竜 妙桝鬱

鼠
機

水

水

浸
鱗
妙

溝

た

側

っ

屋
害

家
損

貴無 裁地島広

蹴リム m

鰔
岡山国道374号店舗冠水事件 鋤

醜
熱購獺高り

水
よ
浸

捌
妙

が
た

輌
胱

業
害

営

損 積 卿 裁地山同

鍬り“ 未掲載 新潟国道49号倉庫冠水事件 繭
離

峡てつ薦ミたゴ

し
に
水

枡
浸

水

め

集

た

業

害

営

損
責無 裁地潟新 240&H

QJ m 6579･547･五六
神奈川県道排水施設不全擁壁
崩壊事件 騷

漏の髭設施

た

水

し

排
壊

が
崩

壁

り

擁

よ

路道

水柞
癩
繃

貴無 裁地浜横

鱗



① 安
全
な
地
域
ま
で
誘
導
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
回
避

可
能
性
を
認
め
、
有
責
の
判
断
を
下
し
ま
し
た
。

②
の
事
件
は
、
同
じ
よ
う
な
事
件
で
す
が
排
水
施
設
の

構
造
そ
の
も
の
が
も
と
も
と
逆
流
し
や
す
い
構
造
で
あ
っ

た
と
し
て
、
設
置
の
瑕
疵
を
認
め
て
い
ま
す
。

一
一
排
水
施
設
の
設
置
方
法
に
瑕
疵
が
あ
り
特

定
の
家
屋
等
に
水
害
を
及
ぼ
し
厄
事
件

1

道
路
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
る
側
溝
は
、
一
般
に
道
路
上
に
た
ま
る

雨
水
等
を
排
水
し
、
道
路
の
安
全
を
期
す
る
と
と
も
に
道
路
利
用
者

そ
の
他
沿
道
の
住
民
の
利
便
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
必
ず
し
も
各
戸
住
民
･
企
業
者
の
下
水
の
排
水
を
直
接
の
目
的

と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
道
路
法
一
条
、
三
〇
条
、
道
路
構
造
令

二
七
条
の
法
意
に
照
ら
し
て
是
認
し
得
る
。

2

し
か
し
新
規
に
側
溝
を
設
置
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
格
別
、
本
件
の

よ
う
に
こ
れ
を
修
復
す
る
場
合
、
従
来
の
側
溝
に
常
軌
を
逸
し
た
位

置
、
方
法
で
な
く
、
通
常
一
般
の
方
法
で
道
路
沿
い
の
住
民
等
の
下

水
排
水
□
が
存
在
し
、
か
つ
、
こ
れ
が
道
路
管
理
上
不
適
当
な
も
の

で
な
い
と
し
て
許
容
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
修
復
す
べ
き
側

溝
も
従
来
ど
お
り
住
民
等
の
下
水
排
水
ロ
を
接
続
し
た
構
造
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
側
溝
自
体
、
設
計
、
構
造
、
排
水
能

力
に
お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
も
従
来
と
同
様
の
用
途
･
効

用
を
果
た
さ
な
い
場
合
は
、
側
溝
は
完
全
性
･
安
全
性
を
欠
く
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
営
造
物
の
維
持
、
修
繕
に
お
け

る
不
完
全
は
、
す
な
わ
ち
営
造
物
の
管
理
上
の
瑕
疵
で
あ
る
。

3

工
事
施
工
者
に
お
い
て
原
告
宅
か
ら
の
下
水
の
排
水
ロ
を
発
見
す

る
こ
と
と
は
必
ず
し
も
簡
易
明
白
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て

徳
島
地
裁

昭
和
四
二
年
七
月
二
八
日

硼
灘
杠
膊
妙
‘
“
“
“
“
、
‘
“
“
1
1
口
一営
業
損
害
有
責

m
十六ご基‐三

一讓
飼
碗
伜
“
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‘
“
“
“
一補
助
国
道

1

道
路
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
る

雨
水
等
を
排
水
し
、
道
路
の

そ
の
他
沿
道
の
住
民
の
利
便
を

り
、
必
ず
し
も
各
戸
住
民
･
企
業
者

と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
道
路
法

二
七
条
の
法
意
に
照
ら
し
て
是
認
し

2

し
か
し
新
規
に
側
溝
を
設
置
す
る

よ
う
に
こ
れ
を
修
復
す
る
場
合
、
従

置
、
方
法
で
な
く
、
通
常
一
般
の
方

水
排
水
□
が
存
在
し
、
か
つ
、
こ
れ

で
な
い
と
し
て
許
容
さ
れ
て
い
た
も

溝
も
従
来
ど
お
り
住
民
等
の
下
水
排

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
側
溝
自
体
、
設
計
、
構
造
、
排
水
能

力
に
お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
も
従
来
と
同
様
の
用
途
･
効

用
を
果
た
さ
な
い
場
合
は
、
側
溝
は
完
全
性
･
安
全
性
を
欠
く
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
営
造
物
の
維
持
、
修
繕
に
お
け

る
不
完
全
は
、
す
な
わ
ち
営
造
物
の
管
理
上
の
瑕
疵
で
あ
る
。

3

工
事
施
工
者
に
お
い
て
原
告
宅
か
ら
の
下
水
の
排
水
ロ
を
発
見
す

る
こ
と
と
は
必
ず
し
も
簡
易
明
白
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て

も
、
建
物
と
道
路
と
の
状
況
等
周
囲
の
状
況
に
照
ら
し
て
、
下
水
の

排
水
ロ
は
常
識
的
に
考
え
ら
れ
る
通
常
の
位
置
形
態
の
も
の
で
あ
り

そ
れ
が
全
く
予
想
も
で
き
な
い
位
置
、
方
法
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ

た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
そ
れ
が
道
路
管
理
上
不
適

当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

4

営
造
物
の
設
置
管
理
上
の
瑕
疵
は
名
目
的
に
そ
れ
が
存
在
す
れ
ば

1

新
側
溝
設
置
当
時
、
路
面
か
ら
の
雨
水
が
飲
食
店
に
浸
入
す
る
の

を
防
止
す
る
施
設
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
点
で
国
道
の
設
置
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
。

2

設
置
当
時
に
瑕
疵
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
伴
う
全
損
害
に
つ
い
て

既
に
沖
縄
県
と
示
談
に
よ
り
賠
償
が
な
さ
れ
て
い
る
。
示
談
の
日
以

降
に
つ
い
て
は
側
溝
か
ら
の
浸
水
防
止
施
設
が
既
に
設
置
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
認
定
さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
損
害
は
生
じ
て
い
な
い

(と

し
て
請
求
は
棄
却
し
た
)。

那
覇
地
裁

昭
和
五
一
年
二
月
三
日

■
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“
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“
“
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‘
“
“
“
“
衆

ぜ

業
損
壊

(有
責
)

流
入
し
た

m
一十全
。±
勁
コニ
翻
1
1
,“
口
“
“
“
“
“
｣直
轄
国
道

②
足
り
、
設
置
、
管
理
者
そ
の
他
の
工
事
関
係
者
に
故
意
過
失
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
。

1

都
が
山
手
線
の
土
手
を
貫
通
し
て
放
射
七
号
線
を
構
築
し
た
こ
と

が
本
件
浸
水
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
が
、
通

常
の
場
合
に
は
神
田
川
が
溢
水
し
て
も
本
件
被
害
地
に
は
何
ら
の
影

響
も
な
く
、
ま
た
都
は
、
溢
水
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
分

水
路
を
計
画
し
て
い
た
が
や
む
得
ぬ
事
情
で
工
事
が
遅
延
し
、
集
中

豪
雨
と
い
う
異
常
事
態
が
加
わ
っ
た
た
め
に
本
件
災
害
が
発
生
し
た

も
の
で
あ
る
。
被
告
都
の
職
員
が
放
射
七
号
線
を
構
築
し
て
自
然
環

境
を
変
更
し
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
国
賠
法
一
条
に
い
う
違
法
な

東
京
地
裁

昭
和
五
四
年
七
月
三
〇
日

集
中
“
“
“
“
“
“
“
“
“
“
“
~

“
ず

業
損
害

無
責

が
原
因
と
訴
え

聡
一牝
短
止
爽
-『÷
都
道
放
射
七号
線
溢
水
事
件

一都
道

1

都
が
山
手
線
の
土
手
を
質
通
し

が
本
件
浸
水
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
が
、
通

常
の
場
合
に
は
神
田
川
が
溢
水
し
て
も
本
件
被
害
地
に
は
何
ら
の
影

響
も
な
く
、
ま
た
都
は
、
溢
水
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
分

水
路
を
計
画
し
て
い
た
が
や
む
得
ぬ
事
情
で
工
事
が
遅
延
し
、
集
中

豪
雨
と
い
う
異
常
事
態
が
加
わ
っ
た
た
め
に
本
件
災
害
が
発
生
し
た

も
の
で
あ
る
。
被
告
都
の
職
員
が
放
射
七
号
線
を
構
築
し
て
自
然
環

境
を
変
更
し
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
国
賠
法
一
条
に
い
う
違
法
な

公
権
力
の
行
使
が
あ
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。

2

国
賠
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
る
と
こ
ろ
、
放
射
七
号
線
は
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
と

し
て
は
何
ら
の
欠
陥
も
な
い
異
常
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
備
え
て

い
る
と
い
え
る
か
ら
、
営
造
物
の
管
理
に
瑕
疵
は
な
か
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
る
o

④⑤
被
告
が
訴
外
甲
に
対
し
道
路
横
断
排
水
管
を
設
け
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
埋
立
を
許
可
し
た
、
あ
る
い
は
原
告
の
陳
情
の
際
被
告
が
道
路
排

水
管
を
設
置
す
る
旨
約
束
し
た
と
い
う
原
告
の
主
張
は
こ
れ
を
認
め
る

に
足
る
証
拠
は
な
く
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
。

福
岡
地
裁
飯
塚
支
部

昭
和
六
〇
年
二
月
二
一
日

1
1
“
“
“
“
“
“
“
“
ま

で

“
ず

屋
損
害

無
責

と
に
よ
る
溢
水

m
一“‘牝軌
-
一競闘纒
載僑
-'““““
}直轄国道

1

本
件
店
舗
の
外
壁
の
防
水
が
不
十
分
で
あ
り
、
浸
水
の
原
因
は
本

件
店
舗
の
防
水
の
不
完
全
性
に
あ
っ
た
も
の
と
い
う
ほ
か
な
く
、
地

下
に
浸
透
し
た
雨
水
が
さ
ら
に
本
件
ビ
ル
地
階
の
外
壁
な
ど
に
生
じ

て
い
た
亀
裂
か
ら
浸
透
し
た
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
側
溝
の
不
備
が

本
件
浸
水
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

道
路
側
溝
は
路
上
に
滞
留
す
る
雨
水
な
ど
を
排
除
す
る
機
能
を
負

う
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
雨
水
の
地
中
へ
の
浸
透
を
防
止
し
得
る

も
の
で
な
け
れ
ば
本
来
有
す
べ
き
機
能
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も

の
と
は
解
し
難
い
。

3

本
件
当
時
の
雨
量
は
、
広
島
地
方
気
象
台
の
観
測
史
上
第
二
位
の

雨
量
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
す
る
と
道
路
管
理
者

た
る
被
告
市
に
お
い
て
か
か
る
降
雨
量
を
伴
う
降
雨
の
際
に
あ
っ
て

も
排
出
し
得
る
排
水
施
設
を
設
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
は
認
め
難
く
、

広
島
地
裁

昭
和
六
二
年
九
月
三
〇
日

1
“
“
“
“
機
“
“
‐
“
‘
“
“
“
“
な

女
屋
損
害

無
責

浸
水
し
た

m
三
宝

訥

一広
島
市
道
店
舗
水
没
事
件

一市
道

1

本
件
店
舗
の
外
壁
の
防
水
が
不
十
分
で
あ
り
、
浸
水
の
原
因
は
本

件
店
舗
の
防
水
の
不
完
全
性
に
あ
っ
た
も
の
と
い
う
ほ
か
な
く
、
地

下
に
浸
透
し
た
雨
水
が
さ
ら
に
本
件
ビ
ル
地
階
の
外
壁
な
ど
に
生
じ

て
い
た
亀
裂
か
ら
浸
透
し
た
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
側
溝
の
不
備
が

本
件
浸
水
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

道
路
側
溝
は
路
上
に
滞
留
す
る
雨
水
な
ど
を
排
除
す
る
機
能
を
負

う
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
雨
水
の
地
中
へ
の
浸
透
を
防
止
し
得
る

7

も
の
で
な
け
れ
ば
本
来
有
す
べ
き
機
能
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も

セ

の
と
は
解
し
難
い
。

テ

3

本
件
当
時
の
雨
量
は
、
広
島
地
方
気
象
台
の

測
史

第
二
立
の

道

雨
量
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
す
る
と
道
路
管
理
者

た
る
被
告
市
に
お
い
て
か
か
る
降
雨
量
を
伴
う
降
雨
の
際
に
あ
っ
て

5 0

も
排
出
し
得
る
排
水
施
設
を
設
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
は
認
め
難
く
、

③



　　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

⑥

3

本
件
道
路
は
交
通
量
が
少
な
く
、
本
件
浸
水
以
前
に
溢
水
や
ゴ
ミ

堆
積
等
の
苦
情
や
連
絡
も
な
く
、
ま
た
、
ゴ
ミ
の
集
積
を
常
に
防
止

す
る
必
要
を
認
め
る
べ
き
沿
道
の
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
う
え
、
道

路
排
水
施
設
は
排
水
の
路
外
侵
入
防
止
を
直
接
の
目
的
と
し
て
い
な

い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
側
溝
に
蓋
や
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
等
を
も
っ
て
、
本
来
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

4

本
件
溢
水
は
道
路
管
理
者
に
お
い
て
予
見
し
難
い
偶
発
的
な
事
態

で
あ
っ
た
。

①
の
事
件
は
甘
納
豆
の
製
造
工
場
前
の
道
路
で
排
水
管

工
事
を
行
っ
た
際
、
工
場
か
ら
道
路
側
溝
に
接
続
さ
れ
て

い
た
排
水
施
設
を
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
た
た
め
、
工
場
を
溢

水
さ
せ
た
事
件
で
す
。

一
見
す
る
と
簡
単
に
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
そ
う
な
事
件
で

す
が
、
法
律
的
に
考
え
る
と
民
地
か
ら
の
排
水
施
設
を
道

路
側
溝
に
接
続
す
る
と
い
う
行
為
は
道
路
占
用
に
近
づ
い

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所

は
、
｢常
軌
を
逸
し
た
位
置
、
方
法
で
な
く
、
通
常
一
般
の

方
法
で
｣設
置
さ
れ
、
｢道
路
管
理
上
不
適
当
な
も
の
で
な

い
と
し
て
許
容
さ
れ
て
い
た
も
の
｣
で
あ
れ
ば
、
修
復
も

従
前
の
と
お
り
行
う
べ
き
だ
と
し
て
請
求
を
認
め
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
件
は
下
水
道
整
備
の
進
ん
だ
現
在
で
は

あ
ま
り
例
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
厳
密
な
法
律
判

断
だ
け
に
偏
ら
な
か
っ
た
判
決
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
の
事
件
は
店
舗
前
の
道
路
の
嵩
上
げ
に
よ
り
側
溝
が

店
舗
の
床
よ
り
高
く
な
っ
た
た
め
溢
水
を
起
こ
し
た
事
件

で
、
裁
判
所
は
瑕
疵
を
認
め
て
い
ま
す
が
、
原
告
は
以
前

に
補
償
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
た
め
請
求
は
棄
却
さ
れ
た

事
件
で
す
。

1

本
件
側
溝
は
、
当
日
の
降
雨
に
よ
る
排
水
を
処
理
し
得
る
構
造
で

あ
っ
た
。

2

ゴ
ミ
の
集
積
を
防
止
し
得
な
い
側
溝
が
、
常
に
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
潟
地
裁

平
成
八
年
一
〇
月
二
四
日

集
“
億

添

な

ぞ
““
“
“
浸
ず

業
損
害
無
貴

し
た

未
掲
載

嚇
讓
登
震
｣
直轄国道

⑦ 1

本
件
店
舗
前
に
は
右
舗
装
工
事
前
に
は
U
字
側
溝
が
設
け
ら
れ
て

い
た
が
、
U
字
側
溝
ガ
前
後
の
側
溝
に
比
べ
て
国
道
側
に
突
き
出
す

形
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
付
近
住
民
か
ら
官
民
境
界
の
認
定
が
お

か
し
い
等
の
苦
情
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
道
路
管
理
者
は
右
舗

装
工
事
に
先
立
ち
原
告
と
U
字
側
溝
を
民
地
側
に
移
設
す
る
よ
う
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
た
が
、
原
告
が
了
解
せ
ず
結
局
原
告
前
の
U
学

側
溝
を
埋
め
る
形
で
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
た
。

2

舗
装
工
事
に
よ
り
既
設
の
側
溝
が
埋
め
ら
れ
て
官
民
境
界
が
確
定

し
新
た
に
側
溝
が
設
け
ら
れ
る
ま
で
の
二
年
間
は
、
原
告
所
有
の
店

舗
に
は
道
路
の
排
水
が
流
入
す
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
道

路
と
し
て
通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
く
状
態
に
あ
っ
た
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

3

側
溝
が
設
置
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
原
告
が
付
近
住
民
や
被
告
側

と

(官
民
境
界
の
確
定
に
つ
い
て
)
+
分
話
合
い
を
遂
げ
な
か
っ
た

こ
と
が
一
因
で
も
あ
り
、
ま
た
、
単
に
事
態
を
傍
観
し
て
い
る
べ
き

で
は
な
く
、
自
ら
も
工
具
や
商
品
等
が
冠
水
を
免
れ
る
よ
う
台
の
上

に
置
く
な
ど
し
て
損
害
の
発
生
、
拡
大
の
防
止
に
努
め
る
べ
き
と
こ

ろ
こ
の
よ
う
な
努
力
を
怠
っ
た
過
失
が
あ
る
。
(過
失
相
殺
五
割
)

岡
山
地
裁

昭
和
六
三
年
二
月
二
六
日

“
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“
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め
浸
水

過
失
相
殺
五
割
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③
の
事
件
は
、
従
前
は
山
手
線

(鉄
道
)
の
盛
土
が
土

手
と
な
っ
て
集
中
豪
雨
の
際
の
原
告
土
地
の
溢
水
を
防
い

で
い
た
の
に
、
そ
の
土
手
を
貫
通
し
て
都
道
が
建
設
さ
れ

た
た
め
溢
水
の
被
害
が
生
じ
た
と
し
て
提
訴
さ
れ
た
事
件

で
す
が
、
裁
判
所
は
一
蹴
し
て
い
ま
す
。

④
の
事
件
は
、
訴
外
者
が
行
っ
た
側
溝
の
埋
め
立
て
に

よ
り
住
宅
の
排
水
が
不
能
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
国
･

福
岡
県
が
側
溝
の
埋
め
立
て
を
許
可
し
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
と
訴
え
た
事
件
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
事
実
関
係
に
つ

い
て
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
と
し
て
棄
却
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、あ
ま
り
参
考
に
な
る
事
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
の
事
件
も
集
中
豪
雨
に
よ
り
店
舗
が
冠
水
し
た
事
件

で
す
が
、
気
象
台
観
測
史
上
第
二
位
の
降
水
量
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
よ
う
な
降
雨
を
排
出
で
き
る
側
溝
の
設
備
を

必
要
と
す
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
請
求
は
棄

却
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
の
事
件
も
店
舗
の
冠
水
で
す
が
、
も
と
も
と
官
民
境

界
の
紛
争
が
あ
っ
た
た
め
側
溝
が
設
置
で
き
な
か
っ
た
た

め
に
生
じ
た
事
件
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
き
責
任
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
告
側
に
も

｢単
に

事
態
を
傍
観
し
て
い
る
べ
き
で
は
な
く
｣
と
し
て
五
割
の

過
失
相
殺
が
認
め
ら
れ
て
い
る
珍
し
い
事
例
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

⑦
の
事
件
は
側
溝
の
集
水
枡
に
ゴ
ミ
が
溜
ま
っ
て
い
た

た
め
に
低
地
が
溢
水
し
た
と
訴
え
ら
れ
た
事
件
で
す
が
、

溢
水
の
予
見
可
能
性
が
否
定
さ
れ
ま
し
た
。
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本
件
擁
壁
裏
側
土
壌
に
滞
水
し
た
原
因
は
甲
管

(道
路
管
理
者
が
設

置
し
た
も
の
)
の
瑕
疵
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
乙
･
丙
管
の
接
続
部

か
ら
の
漏
水
に
よ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
甲
管
に
接
続
し
て
い
る
乙

管

(宅
地
造
成
者
設
置
)、
丙
管

(隣
接
土
地
所
有
者
没
畳
)
は
道
路
管

理
者
の
設
置
し
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
道
路
管
理
者
に

乙
管
、
丙
管
の
設
置
の
瑕
疵
の
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

横
浜
地
裁
横
須
賀
支
部

昭
和
五
七
年
六
月
九
日

“
“
“
“
“
■
“
‘
‘
“
■
■
“
“
た

“
爾

崩
壊

無
責

訴
え

10

六
五
七
九
･

五
四
七
･五

六

神
奈
川
県
道
排
水
施
設
不
全
擁

壁
崩
壊
事
件

県
道

三

排
水
施
設
の
設
置
方
法
に
瑕
疵
が
あ
り
擁

壁
を
損
壊
し
定
事
件

こ
の
事
件
は
、
排
水
施
設

(土
管
)
の
接
続
部
分
か
ら

の
漏
水
が
浸
透
･
耐
水
し
、
下
の
擁
壁
が
崩
壊
し
た
も
の

と
し
て
訴
え
ら
れ
た
事
件
で
す
が
、
裁
判
所
の
認
定
に
よ

れ
ば
、
漏
水
を
起
こ
し
た
の
は
道
路
管
理
者
の
設
置
し
た

管
で
は
な
く
、
宅
地
造
成
者
が
設
置
し
た
管
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
た
め
の
無
責
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四

ま
と
め

以
上
が
排
水
施
設
の
不
備
に
関
す
る
溢
水
等
の
事
件
で

す
が
、
こ
の
様
な
事
件
は
最
近
で
は
あ
ま
り
提
訴
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
く
、
事
例
と
し
て
は
少
し
古
い
も
の
ば
か
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
が
す
べ
て
一
審
の
段
階

で
決
着
を
見
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

道
路
構
造
に
起
因
す
る
事
件

進
行
中
の
車
上
か
ら
看
過
さ
れ
や
す
く
、
仮
に
予
告
板
ま
た
は
標
示

板
に
気
付
い
た
と
し
て
も
現
実
に
道
路
上
に
工
事
ら
し
い
も
の
が
見

え
な
け
れ
ば
、
運
転
者
は
工
事
が
既
に
終
了
し
て
い
る
の
に
こ
れ
が

撤
去
さ
れ
な
い
で
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
が
ち
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
立
看
板
は
、
運
転
者
か
ら
よ
く
見
え
、
危
険
な
箇
所
が

一
目
で
判
る
よ
う
な
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
存
在
自
体
鉦
霊
愚
昧

で
あ
っ
て
、
立
看
板
だ
け
を
撤
去
せ
ず
に
残
し
て
い
た
か
ら
と
い
っ

て
道
路
管
理
責
任
を
尽
く
し
た
と
は
い
え
な
い
。

次
に
、
道
路
構
造
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
起
こ
っ
た
事

件
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
事
件
の

全
体
は
表
2
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
以
下
の
よ
う
に
細
分
化

し
て
み
ま
し
た
。

①

舗
装
面
に
問
題
が
あ
る
事
件

②

中
央
分
離
帯
に
関
す
る
事
件

③

車
線
減
少
部
分
に
関
す
る
事
件

④

道
路
付
属
物
の
不
備
に
関
す
る
事
件

⑤

曲
線
半
径
等
の
構
造
の
不
備
に
関
す
る
事
件

⑥

交
差
点
の
構
造
に
関
す
る
事
件

い
さ
さ
か
、
細
か
く
分
け
す
ぎ
た
き
ら
い
も
あ
り
ま
す

が
、
と
り
あ
え
ず
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

舗
装
面
に
問
題
が
あ
る
事
件

1

本
件
道
路
の
舗
装
の
完
成
し
た
部
分
を
高
速
で
疾
走
し
て
き
た
車

が
予
期
し
な
い
段
落
に
誤
っ
て
車
両
を
落
と
し
た
な
ら
ば
、
不
測
の

事
故
を
起
こ
す
危
険
の
あ
る
こ
と
は
十
分
予
測
で
き
た
。

2

道
路
工
事
の
起
点
と
終
点
に
は
、
路
肩
に
、
協
力
依
頼
の
工
事
予

告
板
及
び
徐
行
の
工
事
標
示
板
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
道

路
上
に
存
在
せ
ず
に
路
肩
に
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

大
阪
地
裁

昭
和
四
一
年
六
月
一
〇
日
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1

本
件
道
路
の
舗
装
の
完
成
し
た
部
分
を
高
速
で
疾
走
し
て
き
た
車

が
予
期
し
な
い
段
落
に
誤
っ
て
車
両
を
落
と
し
た
な
ら
ば
、
不
測
の

事
故
を
起
こ
す
危
険
の
あ
る
こ
と
は
十
分
予
測
で
き
た
。

2

道
路
工
事
の
起
点
と
終
点
に
は
、
路
肩
に
、
協
力
依
頼
の
工
事
予

告
板
及
び
徐
行
の
工
事
標
示
板
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
道

路
上
に
存
在
せ
ず
に
路
肩
に
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

1

本
件
二
車
線
部
分
は
時
速
八
〇
如
以
上
の
走
行
が
予
定
さ
れ
る
高

速
通
行
路
と
し
て
は
供
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に

東
名
名
神
両
高
速
通
行
路

(四
車
線
以
上
)
に
お
け
る
分
離
帯
の
設

置
の
基
準
を
用
い
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
。
ま
た
本
件
事
故
当
時
に

お
い
て
二
車
線
区
間
に
中
央
分
離
帯
が
設
置
さ
れ
て
い
る
例
は
稀
有

で
あ
り
、
わ
が
国
の
道
路
水
準
か
ら
言
っ
て
も
、
こ
れ
に
中
央
分
離

東
京
地
裁

昭
和
四
七
年
一
月
二
六
日

対
面
通
行
区
間
で
正
面
衝
突
し
た

一五
名
死
亡

無
責

聡
一北娠こ航○
一讓
鷄轆鱸“
-.‘‐“111

一有料道路
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こ
の
事
件
は
穴
ぼ
こ
･
段
差
の
章
に
分
類
し
て
も
い
い

事
件
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
工
事
中
で
あ
っ
た
た
め
、
看

板
で

｢段
落
｣
の
表
示
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
表
示
方
法
に
つ
い
て
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の

章
に
分
類
し
て
み
ま
し
た
。

判
決
は
、
結
局
、
こ
の
看
板
が
見
え
に
く
か
っ
た
こ
と

に
瑕
疵
を
認
め
て
い
ま
す
。
五
-
六
伽
の
段
差
に
つ
い
て

適
切
な
危
険
表
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
つ
い
て
当

然
の
判
決
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
過
失
相
殺
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

二

中
央
分
離
帯
に
関
す
る
事
件



に 暫
落 定
下率

線
の

蓬
地
に

森
さ
ら
に
!lI

-
餐
無
責

12

査≦
÷究
七 ･

両 三
転 重
落 国

歪曲
霊
纖
簾

醤
道

裁
判
所
の
判
断
は
、
運
転
者
の
違
法
運
転
に
つ
い
て
重

視
し
、
二
車
線
区
間
に
つ
い
て
中
央
分
離
帯
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
設
置
上
の
瑕
疵
は
な
い
と
認
定

こ
の
事
件
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
一
部
対
面
通
行
区

間
に
お
い
て
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
オ
ー
バ
ー
し
て
き
た
車

が
正
面
衝
突
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
分
離
帯
の
設
置
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
設
置
の
瑕
疵
で
あ
る
と
し
て
訴
え

し て 視 ら さ が 間
ま い し 裁 れ れ 正 に こ
し な 、 判 た て 面 お

車 た ぃ 二 所 事 ぃ 衝 ぃ

線
o こ 車 の 件 な 突 て f

と 線 判 で い し セ る

三

車
線
減
少
部
分
に
関
す
る
事
件

ず こ た ン
o と 事 夕

が 件 I

帯
を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
道
路
の
瑕
疵
と
は
言
い
難
い
。

2

本
件
中
央
道
を
走
行
す
る
運
転
者
と
し
て
は
事
実
上
高
速
通
行
路

と
同
様
な
ス
ピ
ー
ド
の
違
法
運
転
を
行
う
こ
と
は
推
測
さ
れ
、
一
般

道
路
と
同
様
な
規
則
で
よ
い
か
は
疑
問
の
生
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
点
は
交
通
行
政
･
自
動
車
の
設
計
速
度
や
遵
法
精
神
の
問
題
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
違
法
運
転
を
当
然
予
測
し
て
こ
れ
を
物
理
的
に

不
可
能
な
ら
し
め
る
ま
で
の
道
路
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

は
言
い
難
い
。

3

本
件
事
故
が
路
上
の
落
下
物
を
長
時
間
放
置
し
て
い
た
こ
と
や
、

道
路
面
の
欠
損
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
と
も
か
く
、

こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
の
主
張
は
な
く
、
又
本
来
交
通
取
り
締
ま

り
の
役
目
を
被
告
が
負
っ
て
い
る
と
も
解
し
が
た
い
の
で
、
被
告
の

パ
ト
ロ
ー
ル
上
に
不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
と
の
原
告
ら
の
主
張
は
理

由 パ リ こ 道 は 不 あ こ
が 卜 の の 路 本 言 可 り
な 口 役 ょ 面 件 い 能 、

“
い I 目 う の 事 難 な こ "
o ル を な 故 い ら の 猪

道行セ 97.7 53

表 2

黛 巻
数 ページ 事 件 名 道路

種別 状 況 被害 結果 過失
相殺 最終審 年月日

1 13 7281･11 大阪生駒奈良線路面段落事件
府県
道

路面段落(5 ~ 7 cm低い部分)
で原本十が転倒し後続車と衝突

1名

死亡
有貴 なし 大 阪地裁 S 41. 6.m

2 13 7329･29･七〇
中央高速道路 2車線区間正面
衝突事件

有料
道路

対面通行区間で正面衝突した
5名
死亡

無責 東京地裁 S 47. 12 6

3 12 7279･65l･七
三重国道42号車線減少車両転
落事件

直轄
国道

暫定 2車線の予定地に入り、
さらに川に落下

1名
死亡

無責 名古屋高裁 S 57. 7.20

4 12 7279･687
栃木県道通行帯狭小自転車転
倒事件

県道
街渠上を通行していた自転車
が傾斜により転倒

1名

負傷
無責 宇都宮地裁 S 56.12.24

4 12 7412
兵庫国道250号標識自転車衝
突転倒事件

補助

国道
取り付けの悪い標識に自転車
が衝突、転倒

1名
負傷

有責 3害-｣ 神 戸地裁 S 60,10.28

5 12 7520 尼崎市道単車転倒事件 市道
自動二輪車の衝突事件につき、
道路の構造が悪いとして訴えた

1名

負傷
無責 大 阪高裁 S 63. 7.15

5 12 7841 岡山国道313号車両転落事件
補助

国道
S字カーブを曲がりきれず、
国道沿いの河川に転落した

2名
死亡

無責 岡山地裁 H 5. 9.28

5 13 7383
静岡国道 1号自動二輪車転倒
事件

直轄

国道
S字カーブを曲がりきれず、
対向車線に侵入して衝突

1名
死亡

無責 東京高裁 H 7. 9.27

6 12 7705
愛媛国道196号T型交差点衝
突事件

直轄

国道

バイパス終点のT型交差点で

乗用車がブロックに衝突
1名
死亡

無責 高松高裁 H 3.12.17

6 12 7853
青森県道下田町交差点二輪車
衝突事件

県道
Y字交差点において一時停止
せず進入し、トラックと衝突

1名

死亡
無責 東京高裁 H 6. 7.27



こ
の
事
件
は
、
四
車
線
化
工
事
中
の
道
路
で
、
二
車
線

部
分
か
ら
四
車
線
分
の
道
路
予
定
地
に
逸
脱
し
、
そ
の
先

の
橋
の
内
部
分
の
川
に
転
落
し
た
事
件
で
す
が
、
裁
判
所

は
外
側
線
は
夜
間
で
も
認
識
で
き
た
こ
と
を
重
視
し
、
=

に
面
す
る
部
分
に
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
な
か
っ
た
こ
と
が
直

接
の
原
因
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
請
求
を
棄

却
し
て
い
ま
す
。

四

道
路
付
属
物
の
不
備
に
関
す
る
事
件

1

本
件
自
転
車
道
は
、
道
路
構
造
令
及
び
設
計
基
準
の
許
容
限
度
に

最
低
限
度
な
が
ら
合
致
し
て
い
る
。

2

本
件
事
故
は
、
下
り
勾
配
を
傾
斜
に
よ
る
加
速
に
ま
か
せ
て
下
り

終
わ
っ
て
平
坦
部
に
近
づ
い
た
と
き
ハ
ン
ド
ル
が
ぶ
れ
、
前
か
ご
の

宇
都
宮
地
裁

昭
和
五
六
年
一
二
月
二
四
日

“
■
‘
“
■
“
“
‘
0
“
“
“
“
“
■
“

≧

名
負
傷

無
責

よ
り
転
倒

12
一“二兼
軌七
一蹴蘇轆備1““““““‘
一県道

① 名
古
屋
高
裁

昭
和
五
七
年
七
月
二
〇
日

無
責

(地
裁
判
決
要
旨
)

道
路
拡
幅
予
定
地
は
草
が
繁
茂
し
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
状
態

で
は
な
く
、
ま
た
外
側
線
も
ガ
ラ
ス
粒
子
入
り
の
も
の
で
前
照
灯
に
よ

っ
て
う
つ
し
出
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
運
転
者
が
通
常
の
前
方
注
視
さ

え
怠
ら
な
け
れ
ば
逸
脱
走
行
せ
ず
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
道
路
予
定
地
前
方
の
川
沿
い
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
道
路
と
誤
認
し
て
走
行
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、

右
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
と
は
無
関
係
に
逸
脱
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
本
件
事
故
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
有
無
と
は
直
接
の
因
果

関
係
は
な
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

地
裁
判
決
と
同
旨
。

シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
を
押
さ
え
よ
う
と
し
て
片
手
を
離
し
た
直
後
に

起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
接
触
し
た
事
実
は
認
め

ら
れ
な
い
。

3

自
転
車
は
ブ
レ
ー
キ
の
誤
操
作
等
に
よ
っ
て
容
易
に
転
倒
す
る
も

の
で
あ
り
、
自
転
車
利
用
者
が
通
常
の
注
意
義
務
を
尽
く
す
こ
と
な

く
無
謀
な
走
行
に
及
ぶ
こ
と
ま
で
も
予
測
し
、
こ
の
よ
う
な
通
行
形

態
に
対
し
て
ま
で
も
十
分
な
安
全
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
道
路
の
設

1

本
件
標
識
板
は
取
付
不
良
に
よ
り
左
右
に
卸
-
鱒
度
揺
れ
る
状
態

で
、
付
近
を
自
転
車
等
で
通
行
す
る
者
の
身
体
を
侵
害
す
る
危
険
が

あ
っ
た
か
ら
そ
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
。

2

原
告
の
供
述
に
は
、
体
の
ど
の
部
分
が
本
件
標
識
板
の
ど
の
部
分

に
当
た
っ
た
か
に
つ
い
て
、
や
や
不
明
確
な
点
は
あ
る
が
、
こ
の
点

は
被
告
の
賠
償
義
務
の
存
否
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。

3

原
告
に
は
前
方
不
注
意
に
よ
る
過
失
が
あ
り
、
三
割
の
過
失
相
殺

を
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

神
戸
地
裁
姫
路
支
部

昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
八
日

“
0
“
“
“
■
“
“
‘
‘
･
頴

熨

、
亨

“
“
“
‘

転
倒

過
失
相
殺
三
割

12
一七
四
三

一顱
鏑調
寵
範
約
,
“
‘
“
“
一補
助国
道

②
置
、
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

①
の
事
件
は
、
自
転
車
の
通
行
帯
の
幅
が
一
m
程
度
し

か
な
か
っ
た
こ
と
と
傾
斜
が
あ
っ
た
た
め
自
転
車
が
転
倒

し
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
事
件
で
す
が
、
事
実
認
定
と
し

て
幅
が
狭
い
こ
と
に
よ
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
へ
の
接
触
の
事

実
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
傾
斜
に
つ
い
て
道
路
構
造

令
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
請
求
を
棄
却
し
て
い
ま

す
。②

の
事
件
は
、
概
要
に
書
い
た
と
お
り
で
あ
り
、
当
然

な
が
ら
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
過
失
相
殺
に
つ
い

②
(地
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
市
道
の
中
央
線
や
外
側
線
及
び
道
路
周
辺
の
状
況
に
か
ん
が

み
、
自
動
車
運
転
者
が
カ
ー
ブ
の
存
在
や
方
向
、
程
度
を
確
認
す
る

こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
横
断
歩
道
の
道
路
標
識
や
表
示

等
に
照
ら
し
自
動
車
運
転
者
が
状
況
に
応
じ
て
適
宜
の
安
全
運
転
を

な
す
こ
と
は
容
易
に
期
待
さ
れ
る
筈
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て

こ
れ
以
上
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
は
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か

ら
市
道
の
管
理
上
の
瑕
疵
は
な
い
。

2

本
件
事
故
は
運
転
経
験
の
浅
い
原
告
自
身
の
不
用
意
か
つ
異
常
な

運
転
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
前
記
道
路
の
設
置
の
瑕
疵
と
は
因

果
関
係
が
な
い
か
ら
、
被
告
市
に
は
損
害
賠
償
責
任
は
な
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

地
裁
判
決
と
同
旨
。

大
阪
地
裁

昭
和
六
二
年
三
月
二
五
日

無
責

大
阪
高
裁

昭
和
六
三
年
七
月
一
五
日

無
責

目
,

二
輪
車
の
衝
突
事
件
に
つ
き
、
道
路
の
ヤ

ー
-

さ
そ

‘
,叢
:
-
イ
:
三
′

℃

;
}
-

一
名
負
傷

無
責

-

構
造
が
悪
い
と
し
て
訴
え
た

物

-七
五
二
〇

一
尼
崎
市
道
単
車
転
倒
事
件

-市
道

① て
は
前
方
不
注
意
に
よ
る
三
割
の
相
殺
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。五

曲
線
半
径
等
の
構
造
の
不
備
に
関
す
る
事

件
(地
裁
判
決
要
旨
)

道
路
構
造
令
や
こ
れ
に
基
づ
く
防
護
柵
設
置
基
準
、
道
路
照
明
設
置

岡
山
地
裁

平
成
五
年
九
月
二
八
日

鉦
坐
貝

広
島
高
裁
岡
山
支
部

平
成
六
年
八
月
二
日

無
貴

“
“
“
少
遥
“
ま

ま

■
■
“

÷

名
死
亡
無
責

の
河
川
に
転
落
し
た

物
一七八
四
÷

鰤
倒
置

彎

“
霊
ず

助国
道

(地
裁
判
決
要
旨
)

道
路
構
造
令
や
こ
れ
に
基
づ
く
防
護
柵
設
置
基
準
、
道
路
照
明
設
置



基
準
は
、
未
改
良
の
旧
道
部
分
に
適
用
が
な
く
、
安
全
性
判
断
の
一

定
の
指
標
と
し
て
検
討
し
て
も
、
本
件
事
故
現
場
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
ン
や
デ
リ
ニ
エ
ー
タ
ー
等
の
設
置
に
よ
り
十
分
な
安
全
性
が
確

保
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

地
裁
判
決
と
同
旨
。

(地
裁
判
決
要
旨
)

1

自
動
車
走
行
の
安
全
と
の
関
係
で
道
路
の
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

と
は
、
道
路
を
利
用
す
る
運
転
者
が
交
通
秩
序
の
も
と
で
常
識
的
な

方
法
で
利
用
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
う
え
で
の
も
の
で
足
り
、
運
転

者
の
運
転
の
方
法
や
態
度
の
如
何
に
係
わ
ら
な
い
絶
対
的
な
安
全
性

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。

2

本
件
道
路
は
、
道
路
構
造
令
の
基
準
を
満
た
し
、
路
面
が
湿
潤
し

な
い
限
り
、
時
速
七
0
-
八
〇
如
で
走
行
し
た
と
し
て
も
危
険
は
な

く
、
他
の
事
故
の
発
生
状
況
に
照
ら
せ
ば
、
自
動
車
の
運
転
者
が
こ

れ
を
常
識
的
な
方
法
で
利
用
す
る
と
の
前
提
に
立
つ
限
り
、
安
全
性

を
欠
く
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
か
ら
、
原
告
ら
の
主
張
す
る
本
件

道
路
の
設
計
な
い
し
設
置
上
の
瑕
疵
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

本
件
事
故
当
時
、
本
件
道
路
に
は
最
高
速
度
規
制
標
識
、
カ
ー
ブ

警
戒
標
識
及
び
交
差
点
の
存
在
を
示
す
警
戒
標
識
が
あ
り
、
路
面
に

は
中
央
線
導
流
帯
の
指
示
標
識
及
び
最
高
速
度
規
制
表
示
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
注
意
し
て
い
れ
ば
通
常
の
運
転

技
術
を
有
す
る
運
転
者
は
本
件
道
路
を
安
全
に
走
行
す
る
こ
と
が
十

分
可
能
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
に
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

(高
裁
及
び
最
高
裁
判
決
要
旨
)

地
裁
判
決
と
同
旨
。

静
岡
地
裁
沼
津
支
部

平
成
六
年
九
月
二
二
日

鯉
聖
貝

東
京
高
裁

平
成
七
年
九
月
二
七
日

生
堂
貝

最
高
裁

平
成
八
年
三
月
五
日

鉦
坐
貝

““
“せ

募
れ

蒔

議

す
名死亡
無責

に
浸
入
し
て
衝
突

聡
一七
三
八
二

癩

等

“熟

議

.直
轄
国
道

③
道
路
の
曲
線
半
径
に
つ
い
て
は
こ
の
三
件
の
事
件
が
あ

り
ま
す
。

①
の
事
件
は
、
単
車
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
一
八
m
直
進

し
た
た
め
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
対
向
車
線
に
出
て

衝
突
し
た
事
件
で
、
道
路
構
造
が
悪
い
と
訴
え
ら
れ
た
事

件
で
す
が
、
裁
判
所
は

｢本
件
事
故
は
原
告
自
身
の
異
常

な
運
転
｣
と
認
定
し
、
道
路
管
理
者
は
鉦
堂
貝
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
の
事
件
も
普
通
自
動
車
が
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ
な

か
っ
た
事
件
で
す
が
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
や
デ
リ
ニ

エ
ー
タ
ー
の
設
置
で
安
全
性
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
た
と

判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
の
事
件
も
長
い
下
り
坂
の
カ
ー
ブ
を
単
車
が
曲
が
り

き
れ
な
く
て
発
生
し
た
事
件
で
す
が
、
構
造
令
の
基
準
も

満
た
し
、
各
種
安
全
施
設
も
完
備
し
て
い
る
の
で
、
通
常

の
運
転
技
術
を
持
っ
て
す
れ
ば
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
は

な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
事
件
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
無
謀
運
転

が
原
因
で
あ
る
と
し
て
請
求
は
棄
却
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮

に
こ
の
種
の
事
件
で
敗
訴
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

｢設

置
の
瑕
疵
｣
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
施
設
が

構
造
令
に
合
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
構
造
令
自
身
を

見
直
す
必
要
が
で
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

構
造
令
の
判
断
に
つ
い
て
は
一
応
こ
の
三
例
で
は
い
ず

れ
も
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
構
造
令
に
合
致
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は

一
応
の
適
法
性
は
あ
る
と
い
う
こ
と

で
違
法
性
は
全
く
な
い
こ
と
と
勘
違
い
し
て
は
な
ら
な
い

②
(地
裁
判
決
要
旨
)

本
件
バ
イ
パ
ス
上
の
道
路
標
識
等
の
設
置
状
況
に
照
ら
せ
ば
、
被
告

に
よ
る
本
件
バ
イ
パ
ス
の
設
置
･
管
理
に
は
瑕
疵
が
存
し
た
と
は
認
め

ら
れ
ず
、
無
謀
運
転
が
引
き
起
こ
し
た
目
損
事
故
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
り
、
道
路
管
理
者
に
そ
の
責
任
を
問
い
得
る
も
の
で
は
な
い
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

本
件
交
差
点
の
手
前
に
は
、
標
識
令
に
定
め
ら
れ
た

｢T
字
型
交
差

点
｣、
｢徐
行
｣
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
道
路
照
明
灯
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。

本
件
事
故
は
、
交
差
点
の
手
前
に
お
い
て
徐
行
を
怠
り
、
前
走
車
両

を
制
限
速
度
五
〇
獅
を
相
当
超
え
た
速
度
で
追
い
越
し
た
た
め
発
生
し

た
も
の
で
あ
る

松
山
地
裁

平
成
三
年
三
月
二
八
日

生
堕
貝

高
松
高
裁

平
成
三
年
一
二
月
一
七
日

無
責

ズ

糞

釜

“着
案
里
子

名死亡
無責

ブ
ロ
ッ
ク
に
衝
突

12
｣七
七
o
五

一皺
蠣
輯
件
“
“
“
1“1“
‘
一直
轄
国
道

① と
思
い
ま
す
。

六

交
差
点
の
構
造
に
関
す
る
事
件

(地
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
交
差
点
の
特
徴
的
な
形
状

(変
形
Y
字
形
交
差
点
)
そ
の
も

の
が
道
路
管
理
者
及
び
地
方
公
安
委
員
会
に
対
し
、
適
切
な
交
通
規

制
及
び
交
通
安
全
施
設
の
設
置
を
通
し
て
、
本
件
交
差
点
を
通
過
す

静
岡
地
裁
沼
津
支
部

平
成
五
年
三

月
二
日

有
責

(過
失
相
殺
六
割
)

東
京
高
裁

平
成
六
年
七
月
二
七
日

鉦
坐
貝

Y
子
交
差
点
に
お
い
て
一
時
停
止
せ
ず
進
入
一

･
ゑ
努

ミ

ー
･
ー
↑
,
,
し
ブ
ノ

一
名
死
亡

無
責

-
‘

;
-

‘
‐;

し
･

ト
ラ
ッ
ク
と
衝
突

乾
一七
八
五
三
一醸
難
軒
佃
“
“
“
““
--｣県

道

(地
裁
判
決
要
旨
)

1

本
件
交
差
点
の
特
徴
的
な
形
状

(変
形
Y
字
形
交
差
点
)
そ
の
も

の
が
道
路
管
理
者
及
び
地
方
公
安
委
員
会
に
対
し
、
適
切
な
交
通
規

制
及
び
交
通
安
全
施
設
の
設
置
を
通
し
て
、
本
件
交
差
点
を
通
過
す



る
運
転
手
に
安
全
な
交
通
を
保
障
し
、
確
保
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
交
差
点
で
は
適
切
な
交
通
調
整
を
し
な

い
と
対
面
衝
突
の
危
険
が
あ
る
。

2

本
件
一
時
停
止
標
識
の
み
で
は
、
本
件
交
差
点
は
通
常
有
す
べ
き

安
全
性
に
欠
け
て
お
り
、
被
告
県
及
び
町
は
道
路
管
理
者
と
し
て
必

要
な
道
路
標
識
を
も
っ
て
交
通
安
全
施
設
を
講
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

3

自
動
二
輪
車
の
運
転
者
に
は
、
前
方
不
注
視
に
よ
る
過
失
が
あ
り
、

六
割
を
過
失
相
殺
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

(高
裁
判
決
要
旨
)

1

町
道
か
ら
進
行
す
る
と
交
差
点
の
少
な
く
と
も
四
0
m
手
前
に
お

い
て
一
時
停
止
標
識
及
び
県
道
の
中
央
線
の
形
状
を
把
握
す
る
の
は

容
易
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
県
道
の
進
行
方
向
の
左
方
か
ら
の
道
路

の
存
在
を
示
す
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
を
目
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

2

道
路
上
に
設
け
ら
れ
る
停
止
線

｢止
ま
れ
｣
の
表
示
が
冬
期
の
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
等
に
よ
る
磨
耗
の
た
め
、
雪
解
け
時
期
を
経
て
、
次

の
設
置
作
業
ま
で
の
間
実
質
上
は
な
い
も
同
然
の
状
態
に
な
る
こ
と

は
、
控
訴
八
県
や
町
に
は
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に

代
替
し
、
あ
る
い
は
補
い
合
う
べ
き
施
設
を
設
け
て
お
く
の
が
望
ま

し
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
に

お
け
る
県
道
と
町
道
が
本
来
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
備
え
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

七

ま
と
め

結
局
、
道
路
構
造
で
有
貴
確
定
と
な
っ
た
も
の
は
、
段

差
の
事
件

(こ
れ
は
こ
の
分
類
に
入
れ
る
の
が
必
ず
し
も

正
し
い
と
は
い
え
な
い
が
)
と
取
り
付
け
の
悪
か
っ
た
標

識
の
事
件
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
裁
判
所
も
一
応
道
路
構
造
令
を
重

視
し
、
被
害
者
の
運
転
状
況
を
十
分
勘
案
し
て
社
会
的
に

ど
の
程
度
で
あ
れ
ば
妥
当
な
判
決
と
な
る
か
十
分
に
検
討

し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
道
路
構
造
そ
の
も
の
に
つ
い
て
訴
え
る
と
い

う
こ
と
は
い
わ
ゆ
る
瑕
疵

(き
ず
、
不
完
全
)
を
追
求
す

る
の
で
は
な
く
、
道
路
構
造
令
等
の
規
程
に
つ
い
て
疑
問

を
投
げ
か
け
る
こ
と
と
な
る
た
め
容
易
に
請
求
が
認
容
さ

れ
る
よ
う
な
判
決
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

①
の
事
件
は
直
進
部
分
が
終
了
す
る
T
字
型
交
差
点
で

起
こ
し
た
目
損
事
故
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
故
は
制
限
速

度
を
五
○
如
も
オ
ー
バ
ー
し
た
事
実
に
つ
い
て
裁
判
所
は

目
損
事
故
と
認
定
し
ま
し
た
。

②
の
事
件
は
優
先
性
が
わ
か
り
に
く
い
Y
字
型
の
交
差

点
に
お
い
て
一
時
停
止
標
識
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
と

し
て
一
審
に
お
い
て
道
路
管
理
者
が
敗
訴
し
た
事
件
で
す

が
、
二
審
に
お
い
て
は
、
四
0
m
手
前
に
お
い
て
停
止
標

識
、
中
央
線
の
把
握
は
容
易
で
あ
る
と
し
て
、
一
転
、
請

求
を
棄
却
し
て
い
ま
す
。

来
月
は
、
道
路
工
事
の
不
全
に
関
す
る
事
故
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

(前
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係
長
)



一
は
じ
め
に

島
根
県
は
、
中
国
地
方
の
北
側
に
位
置
し
、
東
は

鳥
取
県
に
接
し
て
近
畿
地
方
に
通
じ
、
西
は
山
ロ
県

を
は
さ
ん
で
九
州
地
方
に
、
南
は
中
国
山
地
を
へ
だ

て
て
広
島
県
に
接
し
、
北
は
日
本
海
に
臨
み
、
海
上

四
〇
如
か
ら
八
〇
畑
に
隠
岐
島
が
あ
っ
て
、
遠
く
朝

鮮
半
島
及
び
ロ
シ
ア
沿
海
州
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

本
県
の
総
面
積
は
、
六
、
七
〇
六
･
三
姉
で
、
全

国
一
八
位
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、山
地
が
多
く
七
九
･

三
%
が
林
野
で
お
お
わ
れ
、
耕
地
面
積
は
わ
ず
か
に

六
･
八
%
に
過
ぎ
ず
、
多
く
の
峠
が
あ
り
、
厳
し
い

気
象
条
件
も
加
わ
っ
て
交
通
の
難
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
延
々
一
、
0
二
八
･
八
如
に
及
ぶ
海
岸
線

の
美
し
さ
と
広
大
な
山
野
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
自
然

景
観
に
と
み
、
き
れ
い
な
空
気
と
青
い
海
、
そ
し
て

緑
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
県
で
は
、
一
二
世
紀
ま
で
に

｢活
力
と

や
さ
し
さ
の
島
根
づ
く
り
｣
と
し
て
、
産
業
の
振
興

や
交
通
･
情
報
通
信
基
盤
な
ど
の
整
備
と
福
祉
や
教

育
、
文
化
の
充
実
や
振
興
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
｢
日
本
の
ふ
る
さ
と
島
根
へ
通

じ
る
道
づ
く
り
｣
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
五

つ
の
柱
に
沿
っ
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中
で

道
路
交
通
環
境
と
道
路
管
理
面
に
配
慮
し
た
安
全
の

た
め
の
道
づ
く
り
も
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

日
本
の
ふ
る
さ
と

島
根
へ
通
じ
る
道
づ
く
り

≦具 = 羸
･ト

ヘ ふ

　　　　　の
た
め
の
道
づ
く
り

の
た
め
の
道
づ
く
り

の
た
め
の
道
づ
く
り

の
た
め
の
道
づ
く
り

い
都
市
空
間
を
演
出
す
る
道
づ
く
り

二

島
根
県
の
道
路
の
現
況

平
成
八
年
四
月
一
日
現
在
の
道
路
現
況
は
、
高
速

自
動
車
国
道
二
路
線
五
八
･
七
如
、
一
般
国
道
一
三

路
線
九
〇
七
･
一
如
、
主
要
地
方
道
五
一
路
線
｢

一
四
二
･
五
虹
、
一
般
県
道
一
七
五
路
線
一
、
三
五

八
･
九
畑
、
市
町
村
道
三
一
、
九
五
三
路
線
一
四
、

○
一
三
･
七
如
の
一
七
、
四
八
0
･
九
師
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
県
の
管
理
す
る
道
路
は
、
一
ニ
ニ

八
路
線
の
三
、
0
八
○
･
七
如
で

=
の
土
木
建
築

(土
木
)
事
務
所
と
四
出
張
所
で
管
理
し
て
い
ま
す

(表
1
)。

島根県土木部道路整備課

島轢県の週路と離籍管理



表 1 道路現況総括表 (注)旧道新道を含む 単位 :m 平成8年4月 1日

道 路 種 別 実延長

改 良 済 未 改 良 内 訳 路 面 別 実 延 長 内 訳 種類別実延長内訳 鉄道との交差個所数 歩
道
設
置
延
長

路

線

数

改 良 済

未改良 う 通
ち 不
交合皀

砂利道

舗 装 道

道路延長

橋 梁 トンネル 立体交差 平面交差

車 幅

5.5m以上

車 幅
5.5m未満

率

(% )

う 通
ち 不
交合皀

セメント系
アスファルト系

合 計
率

(% )

個

数

延

長

個

数

延

長

私

鉄

そ
の
他

私

鉄

そ
の
他高 級 簡 易

高速 自動車
国 道

58,700 58,700 0
(10の

100
nU 0 0 8,574 50,126 0 58,700

(100)

100
43,833 44 6,452 12 8,415 0 0 0 0 0 2

般

国

道

指 定 区 間 326,850 326,850 0
(100)

100
0 0 0 13,025 313,825 0 326,850

(100)

100
304,836 317 1｣ 938 35 10,076 23 0 0 0 254,847 3

指定区間外 579,318 425,501 80,285
(73.4)

87.3
73,532 0 152 18,660 427.038 133,468 579,166

(76.9)

99.9
545,178 534 13,922 64 20,218 21 0 1 0 244,885 11

指定区間外
(道路公団管理)

923 923 0
(100)

100
0 0 0 0 923 0 923

(100)

100
706 1 217 0 0 0 0 0 0 923 1

計 907,091 753,274 80,285
(83.0)

91 9
73,532 0 152 31,685 741 786 133,468 906,939

(85.3)

999
850,720 852 26,077 99 30,294 44 0 一1｣一 0 500,655 15

道

主要地方道 L 142,451 575,243 245,143
(50.4)

71.8
322,065 7,185 8,155 13,548 553,776 566,972 L 134,296

(49.7)

99‐3
14 16,676 884 16,973 42 8,802 15 0 15 0 226,770 50

一 般 県 道 1.328,019 386,616 258,964
(29.1)

48.6
682,439 25,443 33,156 13.359 395,458 886,046 1,294,863

(30.8)

975
1,308,373 1.081 16,336 13 3,310 34 0 41 0 136,285 175

一 般 県 道
(自転車道)

30,903 0 30,903
(0)

100
0 0 108 1,415 7,352 22,028 30.795

(28.4)

99.7
30,643 7 260 0 0 2 0 1 0 0 1

計 2,50上373 961,859 535,010
(38.5)
59.8

L O04,504 32,628 41,419 28,322 956,586 L 475,046 2.459,954
(39.4)

98.3
2,455,692 1,972 33,569 55 12,112 51 0 57 0 363,055 226

国道(知事管理)

県 道 計
3,080,691 1,387,360 61巍295

(45.0)
65.0

1,078,036 32,628 41,571 46,982 1,383,624 1,608,514 3,039,120
(46.4)

98.7
3,000,870 2き06 47,491 119 32,330 72 0 58 0 607,940 237

市

町

村

道

一 級 1,263,573 358,925 726,767
(28.4)
85.9

1778 81 7,745 28 174 24,508 115.023 1,095,868 1,235,399
(10.7)

97.8
1,248,958 974 13,492 9 L 123 27 0 56 0 115,078 424

二 級 1,715,181 208 818 871,761
(12.2)
63.0

634,602 63,897 170,617 47,349 55,464 1,441,751 1,544,564
(5 9

90.1
1,696,435 1,369 17,322 8 1,424 28 0 62 0 53,969 895

そ の 他 11,034,985 629,404 3,227,140
(5.7)
34.9

7,178,441 2,873,039 4,036,592 734,308 102,353 6,161,732 6,998,393
(7.6)

63.4
10,948,907 8,583 81,028 45 5,050 133 0 301 0 143,226 30,634

計 14,013,739 L 197J 47 4,825,668
(8.5)
43.0

7,990.924 2,944,681 42 353 83 806,165 272,840 8,699,351 9,778,356
(7.7)

69.8
13,894,300 10,926 111,842 62 7.597 188 0 419 0 312,273 31,953

17,422,203

17,480,903

29 12,280

2,970,980

5,440,963

5,440,963

(16.7)

47-9

9,068,960

9,068,960

2,977,309

2,977,309

4.276,954

4,276,954

866,172

874,746

上971,212

2灯れ･33刈

10,307,865

10,307β65

13,145,249

13,203,949

(163 )

75.5

17,200,712

172 44,545

137 50

13,794

171,488

177,940

216

228

50,003

58,418

283

283

0

0

477

477

0

0

11 75,983

1,175,983

32,194

32話96

上段 :改良率はW = 5おm以上、舗装率は簡易舗装を除く。



三

島
根
県
道
路
管
理
連
絡
員
制
度
に
つ

い
て

の

制
度
の
導
入
の
理
由

(要

旨
)

県
内
の
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
各
土

木
建
築

(土
木
)
事
務
所
の
維
持
管
理
部
門
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

管
理
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
要
領

(以
下

｢要
領
｣
と
い
う
。)
に
基
づ
き

週
一
…
二
回
実
施
し
、
管
理
に
万
全
を
期
す
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
維
持
作
業
等
や
夜
間
、
週
休
日
及
び

休
日
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
未
実
施
な
ど
に

よ
り
、
そ
の
管
理
が
万
全
と
は
言
い
が
た
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
の
管
理
を
補
完
す
る
方
策
と
し

て
、
｢島
根
県
道
路
管
理
連
絡
員
制
度
｣
(以
下
｢連

絡
員
制
度
｣
と
い
う
。)
の
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
、
道
路
管
理
の
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

の

制
度
の
概
要

(目

的
)

連
絡
員
制
度
は
、
地
域
や
道
路
利
用
者
の
皆
様

に
道
路
管
理
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
事
に
よ
り
、
県

の
管
理
を
補
完
し
て
い
た
だ
き
、
道
路
管
理
に
起
因

し
た
事
故
等
を
未
然
に
防
止
す
る
。

県
は
、
落
石
の
多
い
路
線
や
事
故
発
生
等
の
恐

れ
の
あ
る
路
線
を
指
定
す
る
。

(連
絡
員
)

連
絡
員
、
県
職
員
、
市
町
村
職
員
、
占
用
者
職

員

(水
道
･
ガ
ス
事
業
者
、
N
T
T
、
中
国
電
力

等
)、
郵
政
省
職
員
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
会
社
職
員
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
会
社
職
員
、
運
送
業
者
職
員
、

地
域
住
民
等
を
構
成
員
と
す
る
。

連
絡
員
相
互
及
び
事
務
所
情
報
等
の
連
絡
の
た

め
、
事
務
所
と
し
て
道
路
管
理
連
絡
員
会
議
を
設
け
、

情
報
提
供
や
情
報
交
換
の
場
と
す
る
。

(連
絡
方
法
)

連
絡
員
は
、
道
路
へ
の
落
石
、
崩
土
な
ど
の
道

路
交
通
に
関
す
る
危
険
な
状
況
を
発
見
し
た
時
は
、

電
話
に
よ
り
事
務
所
に
連
絡
を
す
る
。

夜
間
、
週
休
日
及
び
休
日
に
つ
い
て
は
、
宿
直

員

愈
言備
員
)
に
連
絡
し
、
宿
直
員

愈
言備
員
)
は
、

事
務
所
連
絡
体
制
に
よ
り
連
絡
す
る
。
事
務
所
は
必

要
の
都
度
道
路
整
備
課
へ
連
絡
す
る
。

事
務
所
連
絡
責
任
者
は
維
持
管
理
担
当
課
長
若

し
く
は
係
長
と
す
る
。

(委

嘱
)

各
土
木
建
築

(土
木
)
事
務
所
長
が
連
絡
員
を

委
嘱
す
る
。

指
定
し
た
路
線
毎
に
二
〇
名
程
度
の
連
絡
員
を

(実施報告)
現 地

l
調 査I

　　 　

-現地
当
店処置= 現地経過観測調査-

　
　　
道

常

委
嘱
す
る
。
委
嘱
す
る
期
間
は
二
か
年
間
と
す
る
。

③

今
後
の
対
応

当
面
、
事
務
所
管
内
一
路
線
で
ス
タ
ー
ト
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
事
務
所
管
内
全
域
に
広
げ

る
こ
と
と
、
市
町
村
と
協
力
を
し
て
道
路
全
て
に
つ

い
て
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
道
路
情
報
の
提
供
と
道
路
管
理
へ
の

地
域
住
民
の
参
加
活
動
促
進
に
つ
い
て
も
啓
発
を
行

い
、
道
路
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



四

障
害
者
･
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

“い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
歩
道
整
備
事
業
"

島
根
県
は
、
人
生
八
〇
年
時
代
と
い
う
今
日
に
あ

っ
て
、
全
国
有
数
の
長
寿
県
で
あ
り
、
西
暦
二
〇
〇

〇
年
に
は
全
国
平
均
よ
り
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
早
く

県
民
の
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
を
迎
え

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
社

会
を
目
前
に
控
え
、
県
民
が
健
康
で
生
き
甲
斐
を
持

ち
安
心
し
て
過
ご
せ
る
明
る
く
活
力
あ
る
長
寿
･
福

祉
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、
高
齢
者
対
策
を
重

要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
障
害
者
対
策
に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
度

に

｢島
根
県
障
害
者
対
策
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
｣

を
策
定
し
、
誰
に
も
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
暮
ら
し
の
安
全
性

向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
の
一
つ
と
し
て
平
成
七
年

度
か
ら
高
齢
者
･
障
害
者
に
配
慮
し
た

｢
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
歩
道
整
備
事
業
｣
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
事
業
の
基
本
理
念
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
全
人
間
的
復
権
を
目
指
す

｢リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
と
、
障
害
を
持
つ
人
も

持
た
な
い
人
も
共
に
住
み
慣
れ
た
家
庭
、
地
域
で
生

3 1号 、 、
松江鹿島美保関綜
講武吉江線も ,

60 道イテセ 97.7



活
し
活
動
す
る
社
会
を
目
指
す

｢
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
｣
の
も
と
に

｢完
全
参
加
と
平
等
｣
を
実
現

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
公
共
施
設
に
お
い
て
は
様
々
な
形
で
障
害

者
を
支
援
す
る
設
備
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
障
害
者
用
の
ト
イ
レ
の
設
置
、
階
段
の
横
の

ス
ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
は
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
す

が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
路
に
お
い
て
は
、
幅
の

狭
い
段
差
の
あ
る
歩
道
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ

　
　

　

癪
ア
,いき
｣｣≦

}*
ゞ
‘
‘"

車
椅
子
利
用
者
な
ど
の
通
行
を
妨
げ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

ま
た
、
本
県
の
よ
う
な
公
共
交
通
機
関
が
未
発
達

で
、
特
に
道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
現
状
で
は
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
中
心
の
道
づ
く
り
に
偏
り
が

ち
で
す
が
、
｢長
寿
社
会
先
進
県
｣
と
し
て
｢人
間
の

復
権
｣
を
考
え
た
す
べ
て
の
人
に
優
し
い

｢良
好
な

生
活
環
境
と
し
て
の
道
づ
く
り
｣
も
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
本
事
業
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　　

　
　
　
　
　
　　

　　　　　　
　
　
　朧讓

【基
本
的
な
考
え
方
】

こ
の
事
業
は
、
健
常
者
に
と
っ
て
は
ほ
ん
の
小
さ

6

な
段
差
、
少
し
避
け
れ
ば
通
れ
る
歩
道
が
高
齢
者
･

7

障
害
者
に
と
っ
て
心
理
的
に
も
大
き
な
壁
と
な
っ
て

セ

い
る
た
め
･

こ
れ
を
解
消
し
、
現
状
の
歩
き
に
く
い
、
断

狭
い
幅
員
の
歩
道
を
快
適
な
歩
行
空
間
に
変
え
、
積

極
的
な
社
会
参
加
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

計
画
作
成
に
あ
た
っ
て
は
人
の
多
い
公
共
施
設
、

病
院
及
び
福
祉
施
設
、
駅
周
辺
な
ど
を
中
心
と
し
た

概
ね
一
如
の
範
囲
内
を
面
的
な
効
果
が
上
が
る
よ
う

に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【事
業
内
容
】

①

既
存
の
幅
員
の
狭
い
歩
道
の
広
幅
員
化

(W
W
三
,
0
m
)

②

出
会
い
の
場
、
あ
る
い
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
で
散
策
す
る
高
齢
者
、
障
害
者
の
休
憩
の

場
を
提
供
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の

整
備

③

緑
陰
を
も
た
ら
す
質
の
高
い
街
路
樹
の
整
備

④

段
差
の
解
消
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【実
施
箇
所
】

松
江
市
"
整
枝
学
園
、
養
護
学
校
周
辺
、
小
学
校

に
接
続

出
雲
市
…
県
立
中
央
病
院
の
移
転
先
予
定
地



益
田
市
"
高
齢
者
福
祉
施
設
周
辺
、
県
立
公
園
に

接
続

と
い
ず
れ
も
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
に
関
わ
る
施
設

や
病
院
周
辺
部
で
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
七

年
度
に
着
手
し
、
平
成
八
年
度
よ
り
交
通
安
全
施
設

等
整
備
事
業
等
他
事
業
も
効
果
的
に
取
り
入
れ
本
格

的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【今
後
の
整
備
計
画
】

事
業
期
間
…
平
成
七
-
平
成
二
二
年

実
施
箇
所
…
二
〇
箇
所

五

お
わ
り
に

以
上
、
島
根
県
に
お
け
る
道
路
管
理
の
一
端
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
折
角
の
機
会
で
す
か

ら

｢古
代
出
雲
文
化
展
｣
の
開
催
に
つ
い
て
、
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

こ
の

｢古
代
出
雲
文
化
展
-
神
々
の
国
悠
久
の
遺

産
-
｣
は
、
古
代
か
ら
中
世
ま
で
の
出
雲
を
豊
富
な

考
古
資
料
や
歴
史
美
術
品
を
集
大
成
し
、
プ
ロ
ロ
ー

グ
と
七
の
展
示
ゾ
ー
ン
を
設
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
展
示
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
も
、
県
内
の
国

宝
･
重
要
文
化
財
･
県
指
定
文
化
財
を
は
じ
め
と
す

る
考
古
資
料
、
歴
史
美
術
品
な
ど
実
物
･
レ
プ
リ
カ
･

模
型
.
模
鋳
品
な
ど
意
匠
を
凝
ら
し
て
展
示
し
て
お

り
、
展
示
品
は
二
二
〇
件
、
総
数
二
、
0
0
0
点
に

及
び
、
画
期
的
な
総
合
文
化
展
で
す
。

ま
た
、
古
代
出
雲
の
高
度
で

豊
か
な
青
銅
器
文
化
を
特
徴
づ

け
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
発
見

釀

廳

の
ニ
ュ
ー
ス
は
我
が
国
の
考
古

.

-窒
k

-

讓
釀讓

学
会
に
鮮
烈
な
衝
撃
を
与
え
た
、

,

斐
川
町
の
荒
神
谷
遺
跡
か
ら
出

濃

讓

土
し
た
青
銅
器
群

(銅
剣
三
五

…
謙

霞

　

　

　

八
本
･
銅
鐸
六
個
、
銅
矛
一
六

本
)
の
実
物
を
我
が
国
で
は
じ

‘

讓
讓
襞

め
て
公
開
す
る
ほ
か
、
さ
ら
に
、

,

平
成
八
年
一
二
月
に
加
茂
町
岩

｣

倉
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
銅
鐸
三

九
個
の
実
物
を
す
べ
て
公
開
展
示
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

展
示
物
の
い
く
つ
か
は
、
今
回
の
催
し
の
た
め
に

特
別
の
許
可
を
得
て
、
出
品
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
展
示
会
以
外
で
は
、
実
物
を
鑑
賞
で
き
る
機
会

は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
京
、
島
根
、
大
阪
の
三
つ
の
会
場
を
巡
回
し
て

行
わ
れ
、
東
京
会
場
は
、
大
好
評
の
う
ち
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
が
、
島
根
会
場
、
大
阪
会
場
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
鑑
賞
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
ロ
ー
グ

『青
銅
の
輝
き
-
出
雲
世
界
へ
の
招
待
-
』

第
1
ゾ
ー
ン

『青
銅
の
神
と
の
出
会
い
』

第
2
ゾ
ー
ン

『出
雲
文
化
の
開
花
j
四
隅
突
出
型

墳
丘
墓
の
世
界
-
』

第
3
ゾ
ー
ン

『出
雲
世
界
の
栄
枯
』

第
4
ゾ
ー
ン

『出
雲
国
風
土
記
は
語
る
』

第
5
ゾ
ー
ン

『出
雲
大
社
と
出
雲
』

第
6
ゾ
ー
ン

『神
々
の
国
の
遺
産
』

第
7
ゾ
ー
ン

『神
々
が
集
う
-
出
雲
神
在
祭
ー
』

東
京
会
場

東
武
美
術
館

(終
了
)

島
根
会
場

県
立
博
物
館
･
風
土
記
の
丘
資
料
館

7
月
5
日
(土
)
ー
8
月
24
日
(日
)

大
阪
会
場

大
阪
市
立
美
術
館

11
月
18
日
(火
)
-
12
月
12
日
(日
)

62 道行セ 97.7



栃
木
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

靴

栃
木
県
土
木
部
道
路
建
設
課

スコリドール構想図

一
は
じ
め
に

栃
木
県
は
、
関
東
地
方
の
東
北
部
に
位
置
す
る
内

陸
県
で
、
首
都
圏
か
ら
六
0
-
一
六
〇
蝿
の
位
置
に

あ
り
ま
す
。

栃
木
県
は
、
関
東
都
県
中
最
も
広
大
な
面
積
を
有

し
、
北
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
の
山
岳
観
光
地
帯
と

中
央
部
の
鬼
怒
川
、
那
珂
川
の
沿
岸
平
野
か
ら
な
る

豊
か
で
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
、
優
れ
た
伝
統
と
文

化
を
育
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
首

都
圏
に
位
置
す
る
な
ど
の
有
利
な
地
理
的
条
件
を
活

か
し
て
、
経
済
面
で
も
、
農
業
･
工
業
･
商
業
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
発
展
し
、
全
国
に
も
誇
れ
る
実
力
と
計

り
知
れ
な
い
可
能
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
県

北
部
の
那
須
地
域
は
、
豊
か
な
自
然
の
中
に
広
大
な

　　
･

北

公
有
地
を
有
し
、
首
都
機
能
移
転
地
に
ふ
さ
わ
し
い

適
性
と
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
を
後
世
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
、
平
成
八
年
四
月
に

｢と
ち
ぎ
新
時
代

創
造
計
画
三
期
計
画
｣
を
策
定
し
、
来
た
る
べ
き
新

し
い
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
｢希
望
と
活
気
に
満
ち
た

心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
"と

ち
ぎ
新
時
代
“｣
の
創
造
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

二

二
一世
紀
の
県
土
整
備
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
と
道
路
網
整
備
の
基
本
方
針

1

二
一
世
紀
の
県
土
整
備
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

｢と
ち
ぎ
新
時
代
創
造
計
画
三
期
計
画
｣
は
、
均

衡
あ
る
県
土
の
発
展
を
図
る
た
め
の
基
本
戦
略
と
し

て
、
｢北
関
東
ク
ロ
ス
コ
リ
ド
ー
ル
構
想
｣
を
掲
げ
て



い
ま
す

(図
1
)
。

こ
の
構
想
は
、
国
土
の
骨
格
で
あ
る
東
北
縦
貫
自

動
車
道
･
東
北
新
幹
線
な
ど

(セ
ン
タ
ー
コ
リ
ド
ー

ル
)
に
、
成
田
の
国
際
性
、
筑
波
の
学
術
研
究
機
能

の
集
積
、
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
高
度
技
術
集
積
、

日
光
の
観
光
･
リ
ソ
ー
ト
や
福
島
空
港
を
結
ぶ
道
路

(
ス
カ
イ
コ
リ
ド
ー
ル
…
空

へ
の
み
ち
)
を
加
え
、

こ
れ
ら
を

｢タ
テ
軸
｣
の
回
廊
と
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
北
関
東
自
動
車
道

(オ
ー
シ
ャ
ン
コ
リ

ド
ー
ル
"
海
へ
の
み
ち
)
を

｢
ヨ
コ
軸
｣
の
回
廊
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
回
廊
が
、
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域

で
十
字
的
に
交
差

(ク
ロ
ス
)
す
る
こ
と
を
活
か
し

て
、
北
関
東
地
域
の
中
核
と
し
て
の
本
県
の
一
層
の

発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2

道
路
網
整
備
の
基
本
方
針

本
県
で
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
と
あ
わ
せ
、

こ
れ
ら
と
一
体
的
に
機
能
す
る
広
域
的
な
幹
線
道
路

網
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
｢栃
木
県
広
域

道
路
整
備
基
本
計
画
｣
を
定
め
ま
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
以
下
の
三
つ
の
整
備
目
標

を
設
定
し
て
、
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◎
県
内
主
要
都
市
か
ら
県
都
宇
都
宮
市
ま
で
一
時
間

県
都
宇
都
宮
市
か
ら
県
内
主
要
都
市
間
を
概
ね

一
時
間
で
結
ぶ
た
め
、
県
内
各
地
域
間
の
連
携
を

強
化
す
る
路
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

投
資
を
行
う

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
が
創

◎
県
内
各
地
か
ら
高
速
交
通
幹
線
ま
で
三
〇
分

設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

東
北
縦
貫
自
動
車
道
や
北
関
東
自
動
車
道
な
ど

の
広
域
幹
線
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
高
速
交
通
幹

線
ま
で
、
県
内
全
て
の
地
域
か
ら
概
ね
三
〇
分
以

内
で
到
達
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
、
連
絡
道
路
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

◎
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

日
光
国
立
公
園
を
中
心
と
し
た
観
光
地
の
活
性

化
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
主
な
観
光

拠
点
間
を
概
ね
一
時
間
で
連
絡
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
観
光
･
リ
ソ
ー
ト
地
間
を
結
ぶ
道
路
網
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

三

地
域
開
発
を
支
え
る
み
ち
づ
く
り

本
県
で
は
、
個
性
あ
る
都
市
の
育
成
や
産
業
経
済

な
ど
の
発
展
を
図
る
た
め
、
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

開
発
計
画
や
日
光
･
那
須
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
構
想
な

ど
多
く
の
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
開
発
を
推
進
す
る
に
は
、

道
路
網
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

県
内
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
網
を
、

計
画
的
か
つ
重
点
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
八
年
度
に
建
設
省
の
新
規

事
業
と
し
て
、
さ
ら
に
整
備
を
早
め
る
こ
と
で
大
き

な
整
備
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
に
つ
い
て
、
重
点

設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
五

地
域
選
定
し
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に

資
す
る
道
路
事
業
の
促
進
強
化
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た

(図
2
)。

本
県
の
地
域
振
興
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
関
係

す
る
市
町
村
か
ら
の
要
望
等
を
勘
案
の
上
、
各
機
関

等
と
調
整
を
図
り
、
｢圏
域
活
性
化
型
｣
を
二
箇
所
、

｢拠
点
支
援
型
｣
を
三
箇
所
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

の
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画

(圏
域
)

②
栃
木
駅
周
辺
活
性
化
事
業

(圏
域
)

③
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

(拠
点
)

④
な
か
が
わ
水
遊
園
整
備
事
業
(那
珂
川
拠
点
開
発
)

(拠
点
)

⑯
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ

(拠
点
)

四

重
点
プ
□
ジ
エ
ク
ト
の
概
要
と
こ
れ

を
支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

1

宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画

①

目
的
･
内
容

宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画
地
域
は
、

東
京
か
ら
一
〇
〇
蹴
圏
の
北
関
東
の
中
心
に
位

置
し
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
･
東
北
新
幹
線
等

の
国
土
幹
線
交
通
軸
に
加
え
、
北
関
東
自
動
車

道
の
整
備
に
よ
る
新
た
な
連
携
軸
が
ク
ロ
ス
す

る
地
域
で
あ
り
ま
す
。



巍

本
計
画
は
、
地
域
の
優
位
性
を
活
か
し
、
先

端
技
術
産
業
の
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市

部
や
新
都
市
地
域
に
お
い
て
、
や
す
ら
ぎ
と
潤

い
に
満
ち
た
快
適
空
間
の
創
出
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

･
所
在
地
…
宇
都
宮
市
、
真
岡
市
、
芳
賀
町
、

高
根
沢
町

　
　

　
　

　

　

･
規

模

"
五
六
、
五
〇
0
m

②

地
域
活
性
化
の
効
果

産
業
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
自
発
的
発
展

基
盤
が
形
成
さ
れ
、
｢産
･
学
･
住
･
遊
｣
が
有

機
的
に
結
び
つ
い
た
、
人
間
中
心
の
ゆ
と
り
あ

る
都
市
空
間
の
形
成
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

③

重
点
施
設
事
業

　 　　 　　　　 　
　　 　　

ヌ 2 重点プロジェクト位置図

ソフ l サーチ
とちぎイメージ図

会
･
ミ

~ききさま轢きミメさまきき撻ぷ巡環会議糞ニザメ＼ ~- ＼ -ナ也

図 4 ソフトリサーチパーク情報の森
とちぎイメージヌ

図 3 宇都宮テクノポリスセンター地区イメージ図



･
宇
都
宮
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
セ
ン
タ
ー
地
区

〔高
規
格
幹
線
道
路
〕

〔直
轄
国
道
〕

(
一
七
七
把
)

･
北
関
東
自
動
車
道

･
新
四
号
国
道

石
橋
宇
都
宮
バ
イ
パ
ス

･
情
報
の
森
と
ち
ぎ

(
一
九
･
七
m
)

･
東
北
縦
貫
自
動
車
道

･
国
道
四
号

北
宇
都
宮
拡
幅

④

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(図
5
)

(鹿
沼
I
C
-
宇
都
宮
I
C
間
の
六
車
線
化
)

〔補
助
国
道
〕

･
国
道
一
一
九
号

宇
都
宮
北
道
路

･
国
道
一
二
一
号

瑞
穂
野
バ
イ
パ
ス

〔地
方
道
〕

･
困
藤
原
宇
都
宮
線

関
堀
工
区

　

　

　

　

~

◎

･
国
宇
都
宮
茂
木
線

祖
母
井
市
塙
工
区

　
　

　

　

　　
　

　　　

　　
　
　

匍

･
彌
大
通
り

(国
道
一
一
九
号
)

梁
だ

浅
、
樅

、

2

栃
木
駅
周
辺
活
性
化
事
業

図 5 宇都宮テクノポリス開発計画地域関連道路事業位置図

①

目
的
･
内
容

れ
て
お
り
交
通
遮
断
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
発
生

や
一
体
的
な
市
街
地
の
形
成
を
阻
害
し
て
い
る

等
、
都
市
機
能
の
低
下
を
招
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
栃
木
駅
周
辺
連
続
立
体
交
差
事
業

.。
“
~"

〉
食

劇

彦
謬
燃

‘}

“

の
実
施
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
都

鋭

テ

市
基
盤
施
設
を
再
編
成
し
、
快
適
で
利
便
性
の

セ

　
　
　
　

　

･、

ソ

都

＼
＼
‘“了
坪
=“
“
ノン
宮

高
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
推
進

道

　

　

　　

　　

　

　
　
　
　

　
　

　
　

　

　

　　

　

　

　
　
　

　

西

5

･
所
在
地
“
栃
木
市
、
大
平
町



･
規

模
…
一
六
一
如

②

地
域
活
性
化
の
効
果

連
続
立
体
交
差
事
業
等
を
契
機
に
、
栃
木
市

の
新
し
い
顔
と
な
る
に
ぎ
わ
い
交
流
空
間
を
創

出
す
る
と
と
も
に
、
特
に
業
務
･
商
業
と
い
っ

た
高
次
都
市
機
能
の
集
積
拠
点
化
、
南
北
市
街

地
の
一
体
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

③

重
点
施
設
事
業

･
栃
木
駅
周
辺
連
続
立
体
交
差
事
業

東
武
日
光
線
三
･
0
如

- - --ここ;

講　　
　

.･･も･、も.･.‘--↑′′′　

ん
淋J

J
R
両
毛
線
二
･
四
如

･
栃
木
駅
前
区
画
整
理
七
･
三
m

･
栃
木
駅
南
区
画
整
理
一
0
･
五
把

④

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(図
7
)

〔地
方
道
〕

･
国
宇
都
宮
栃
木
線

惣
社
今
井
工
区

･
困
宇
都
宮
亀
和
田
栃
木
線
金
井
家
中
工
区

･
田
栃
木
藤
岡
線

静
和
工
区

･
岡
栃
木
市
道
A
五
一
号
線

〔街
路
〕

･
岡
樋
の
口
河
合
線

(栃
木
小
山
線
)

･
彌
新
栃
木
尻
内
線

(栃
木
粕
尾
線
)

図 6 栃木駅周辺完成予想図

図 7 栃木駅周辺活性化事業関連道路事業位置図
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ントラ

3

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

①

目
的
･
内
容

緑
を
守
り
、
増
や
し
、
育
て
る
た
め
の
知
識

の
場
の
提
供
、
公
共
施
設
･
住
宅
な
ど
の
総
合

的
な
都
市
の
緑
化
を
幅
広
く
推
進
す
る
た
め
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
も
の
で
す
。

･
開
催
地
…
壬
生
総
合
公
園
(壬
生
町
)約
四
0
m

宇
都
宮
市
総
合
運
動
公
園
約
一○
如

･
開
催
年
"
平
成
一
二
年

･
入
場
者
数
二

〇
〇
万
人
以
上

②

地
域
活
性
化
の
効
果

緑
化
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

緑
化
活
動
の
醸
成
発
展
へ
の
原
動
力
が
生
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
県
民
及
び
県
外
か
ら
の

利
用
者
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
県
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
県

内
の
園
芸
･
林
業
･
造
園
業
の
生
産
量
の
拡
大

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
等
観
光
･
物
産
等
経
済

に
及
ぼ
す
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。

③

重
点
施
設
事
業

･
壬
生
総
合
公
園

(壬
生
町
)
約
四
○
如

図 8 栃木県壬生総合公園 ･壬生町総合公園

封ぜャ

みどりの丘

議
…鰐

鰤
“ W

姻
蹴

…-
綸
銚

将
劉
げ

勁
壬

フ…一

プロムナー下

花の街

ふしぎの森

図 9 全国都市緑化フェア関連道路事業位置図
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･
宇
都
宮
市
総
合
運
動
公
園

(宇
都
宮
市
)

一
0
m

④

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(図
9
)

〔高
規
格
幹
線
道
路
〕

･
北
関
東
自
動
車
道

〔直
轄
国
道
〕

･
新
四
号
国
道

石
橋
宇
都
宮
バ
イ
パ
ス

〔補
助
国
道
〕

･
国
道
三
一
一
号

瑞
穂
野
バ
イ
パ
ス

〔地
方
道
〕

･
困
宇
都
宮
栃
木
線

惣
社
今
井
工
区

･
H
二
宮
宇
都
宮
線

平
塚
磯
岡
工
区

･
㈲
壬
生
町
道
二
-
四
九
四
号

〔街
路
〕

･
彌
宇
都
宮
栃
木
線

若
草
･
国
谷
工
区

4

な
か
が
わ
水
遊
園
整
備
事
業

(那
珂
川
拠
点
開
発
)

①

目
的
･
内
容

当
地
域
は
、
那
珂
川
と
そ
の
周
辺
の
穏
や
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
こ
の
地
域

固
有
の
資
源
で
あ
る
水
と
緑
と
を
生
か
し
た
新

し
い
観
光
拠
点
と
し
て

｢自
然
と
出
会
い
、
水

と
の
ふ
れ
あ
い
、
新
た
な
発
見
を
求
め
て
｣
を

テ
ー
マ
に
本
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

･
所
在
地
"
那
須
郡
湯
津
上
村

･
規

模
三
一七
･
八
蹴

･
入
場
者
数
…
約
三
〇
万
人
/
年

②

地
域
活
性
化
の
効
果

本
施
設
を
、
こ
の
地
域
の
観
光
の
核
と
し
て

周
辺
町
村
の
既
存
観
光
資
源
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
相
乗
的
な
誘
客
効
果
を
発
揮

す
る
ほ
か
、
地
場
産
業
を
P
R
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
す
。

③

重
点
施
設
事
業

･
な
か
が
わ
水
遊
園
整
備
事
業

二
七
･
八
転

ぶ

　

　
　

　

　
　メなかがわ水遊園の整備イメージ

図11 なかがわ水遊園整備事業関連道路事業位置図
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④

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(図
=
)

た
総
合
的
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設
で
あ
り
ま
す
。

ロ
ー
ド
コ
ー
ス
四
･
八
如

〔補
助
国
道
〕

･
所
在
地
…
芳
賀
郡
茂
木
町

｢
ツ
イ
ン
リ
ン
ク

オ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
ニ

･
四
虹

･
国
道
二
九
三
号

矢
又
拡
幅

も
て
ぎ
｣

'
入
場
者
数
…
約
五
〇
万
人
/
平
成
九
年

･
国
道
二
九
三
号

小
川
バ
イ
パ
ス

･
規

模

…
敷
地
面
積
約
六
四
0
m

約
九
〇
万
人
/
平
成
一
四
年

･
国
道
二
九
四
号

稲
沢
拡
幅

開
発
面
積
約
二
九
0
m

②

地
域
活
性
化
の
効
果

　　
　
　
　
　

　　

　

大
田
原
西
那
須
野
バ
イ
パ
ス

･ハイドロプレーニング･

栃木県買b茂木町大̂壗鮎田字鰯尺-出1‐2他

の各種オフロードコース
◎文化村
@アミューズメント
@多目的広場･グランド
@ウオータースボ→ソ施設

モータースポーツビレッジ

霊
廟

　　
　
　　

　
　　

｢
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
｣
は
、
大
型
モ
ー

タ
1
ス
ポ
ー
ツ
.
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と

〃
〉

し
て
、
平
成
九
年
八
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
も
の

八
〉

　
　
　　　
　
　

　　　

　　
　
　
　
　

　　

ー
ド
コ
ー
ス
｣
と
ア
メ
リ
カ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

字

ー
ツ
文
化
の
導
入
を
図
る
｢オ
ー
バ
ル
コ
ー
ご

鰺纖愛

と
の
独
立
し
た
二
つ
の
コ
ー
ス
を
持
つ
こ
と
で

き
弘
所
鬱

メディカルセンター･車検掲･
コース運営システム･
監視ポスト21ヵ所･
ドライ′く一ズサロン･売店など

VIPルーム･メディアセンター･

ン

　
　
　
　
　
　
　　　　*t997年、緑に囲まれたコースサイドにオートキャンプ場(50サイト)がオープン、1998年の春にはサーキットの全域が見

渡せる高台にホテル(6階建て-40室)

図12 ツインリンクもてぎの多彩なステージ
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茂
木
町
は
、
県
東
端
の
中
山
間
部
に
位
置
す

る
た
め
、
過
疎
化
が
進
み
、
高
齢
化
等
が
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
地
域
活
性
化
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
｢
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
｣
の

オ
ー
プ
ン
は
、
観
光
客
の
誘
客
及
び
茂
木
町
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
豊

か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
新
た
な
観
光
資
源

の
開
発
、
関
連
産
業
の
育
成
が
見
込
ま
れ
る
も

の
で
、
当
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
で
す
。

③

重
点
施
設
事
業

.
｢
ツ
イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
｣

第
一
期

一
八
0
m

④

支
援
す
る
主
な
道
路
事
業

(図
惚
)

〔補
助
国
道
〕

･
国
道
一
三
ニ
号

茂
木
バ
イ
パ
ス

〔地
方
道
〕

･
困
水
戸
茂
木
線

鮎
田
工
区

･
国
宇
都
宮
茂
木
線

祖
母
丼
･
市
塙
工
区

･
岡
茂
木
町
道
北
滝
中
郷
線

･
㈲
茂
木
町
道
青
梅
桧
山
線

道行セ 97

五

お
わ
り
に

本
格
的
な
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
間
近
に
控

え
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
、
さ
ら
に
効
率
的
な
社
会

資
本
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
む
今
日
、
道

路
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
、
か
つ
広
範
囲
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
栃
木
県
と
し
て
は
、
広
く
県

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
み
ん
な
で
考
え
る
道
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
道

路
整
備
を
進
め
、
広
域
的
な
幹
線
道
路
か
ら
地
域
に

密
着
し
た
生
活
道
路
ま
で
、
体
系
的
に
道
路
網
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

7′　　

、･ 市貝町
　　　　　　　　　　　　

　

図13 ツインリンクもてぎ関連道路事業位置図



と
うじ
ん

とう

ド
ロ
ボ
ー
は
、
盗
人
と
も
書
く
。
そ
の
盗
の
字
だ

せ
ん

せ
ん

が
、
辞
書
を
引
く
と
次
と
皿
と
の
合
字
と
あ
る
。
次

と
は
口
か
ら
流
れ
出
る
ヨ
ダ
レ
の
こ
と
。
皿
の
字
と

~
合
わ
せ
る
と
、
他
人
の
ご
馳
走
を
ヌ
ス
ン
で
食
べ
て

　｣
し
ま
う
、
と
い
う
の
が
字
源
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争

　…
の
末
期
、
飢
餓
の
時
代
を
経
験
し
た
人
な
ら
こ
の
心

…
境
は
理
解
で
き
よ
う
。
一
方
、
他
人
の
財
産
を
力
づ

く
で
ヌ
ス
ム
の
を
賊
と
い
う
。
力
づ
く
だ
か
ら
集
団

の
方
が
有
利
で
あ
る
。
個
人
の
ヌ
ス
ミ
の
盗
と
重
ね

せ
つとう

る
と
ヌ
ス
ミ
一
般
を
表
す
盗
賊
に
な
る
。
窃
盗
の
窃

せ
つ

は
略
字
で
本
当
は
癪
。
穀
象
虫
が
米
粒
を
食
い
荒
す

よ
う
な
コ
ソ
ノ
＼
し
た
ヌ
ス
ミ
の
こ
と
で
あ
る
。

と
も
か
く
他
人
の
も
の
を
盗
む
の
は
悪
い
こ
と
で

あ
る
。
だ
が
こ
の
字
の
頭
に
義
が
つ
く
と
、
や
･
こ

し
く
な
る
。
義
盗
義
賊
は
ヌ
ス
ン
だ
も
の
を
自
分
の

も
の
に
せ
ず
、
貧
し
い
人
達
に
配
け
て
し
ま
う
盗
人

の
こ
と
で
あ
る
。
戦
前
、
義
盗
義
賊
は
痛
快
な
美
談

と
し
て
絵
本
や
物
語
で
語
ら
れ
た
。
秩
序
は
乱
す
が

そ
の
行
い
の
義
理
は
理
解
で
き
る
、
と
い
う
忠
臣
蔵

と
同
じ
日
本
人
の
心
根
で
あ
る
。
い
つ
の
時
代
で
も
、

社
会
の
矛
盾
は
底
辺
の
人
々
に
し
わ
寄
せ
ら
れ
る
。

身
寄
り
の
な
い
老
人
や
寡
婦
、
長
患
い
で
薬
代
に
も

困
る
病
人
。
こ
れ
ら
の
貧
し
い
人
達
が
住
む
棟
割
長

屋
に
、
名
も
告
げ
ず
金
品
を
置
い
て
、
忽
然
と
し
て

走
り
去
る
盗
人
。
貧
し
い
人
々
は
そ
の
後
姿
に
涙
し

て
手
を
合
わ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
伝
え
聞
い

た
町
屋
の
人
達
も
、
金
品
の
出
所
を
問
う
前
に
、
目

ど
きよう

け
いけ
ん

分
達
に
は
と
て
も
出
来
な
い
度
胸
と
善
行
に
、
敬
虔

の
眼
差
し
を
向
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。
や
が
て
天
命
が

尽
き
た
か
、
そ
の
盗
人
が
捕
ら
え
ら
れ
処
刑
さ
れ
た

後
々
、
そ
の
義
挙
は
人
か
ら
人
に
、
世
代
か
ら
世
代

へ
と
語
り
継
が
れ
、
一
六
〇
年
余
を
経
た
今
も
墓
前

に
香
華
を
供
え
る
人
が
絶
え
な
い
。
そ
ん
な
風
景
を

持
つ
寺
が
東
京
の
両
国
橋
の
束
詰
め
に
あ
る
。

幕
府
は
江
戸
城
下
に
無
縁
墓
地
を
作
ら
せ
な
か
っ

た
。
と
言
っ
て
も
大
都
会
の
こ
と
、
大
火
の
焼
死
者
、

水
死
人
、
行
路
病
者
、
牢
死
、
処
刑
者
な
ど
の
横
死

者
は
出
る
。
そ
こ
で
幕
府
は
城
下
を
は
な
れ
た
隅
田

川
の
対
岸
、
両
国
橋
の
東
詰
に
回
向
院
を
建
て
、
こ

れ
ら
亡
者
の
霊
魂
を
弔
っ
た
。
だ
が
無
縁
仏
の
多
い

寺
だ
か
ら
収
入
が
な
い
。
そ
こ
で
寺
門
維
持
の
た
め
、

境
内
で
官
許
の
勧
進
相
撲
が
年
に
数
回
行
わ
れ
た
。

こ
れ
が
相
撲
興
行
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
現
在
も
こ

の
寺
の
あ
た
り
は
相
撲
の
メ
ッ
カ
と
し
て
、
国
技
館

や
名
門
の
相
撲
部
屋
が
い
く
つ
も
あ
る
。

さ
て
そ
の
回
向
院
だ
が
両
国
橋
の
東
、
国
道
一
四

号
に
接
す
る
山
門
を
入
っ
て
南
に
進
む
と
、
本
堂
左

手
に
時
代
/
＼
の
横
死
者
供
養
塔
や
力
士
の
石
碑
が

並
ん
で
い
る
。
そ
の
奥
の
一
角
に
屋
根
付
き
の
拝
所

を
持
つ
別
格
な
墓
が
あ
る
。
義
盗
、
鼠
小
僧
次
郎
吉

享
年
三
六
歳
の
墓
で
あ
る
。
正
面
の
大
き
な
墓
碑
の

右
肩
に
天
保
三
年
八
月
一
八
日
、
俗
名
中
村
次
郎
吉

と
あ
り
、
真
中
に
大
き
く
教
党
速
善
居
士
と
戒
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
石
碑
の
前
に
普
通
の
大
き
さ

の
副
墓
石
が
あ

っ
て
、
こ
れ
を
欠
い
て
持
っ
て
い
る

と
思
わ
ぬ
幸
運
に
恵
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
副

墓
石
を
欠
く
た
め
の
石
も
チ
ャ
ン
と
傍
ら
に
置
い
て

あ
る
。
可
成
り
欠
け
て
い
る
そ
の
副
墓
石
は
も
う
何

代
目
に
な
る
の
か
。

江
戸
時
代
。
米
、
塩
、
酒
、
醤
油
、
薪
炭
な
ど
の

重
量
物
は
舟
運
に
た
よ
っ
た
。
両
国
橋
か
ら
河
ロ
に

か
け
た
隅
田
川
の
両
岸
に
は
、
支
川
や
堀
割
が
多
く

作
ら
れ
、
川
端
に
は
大
商
人
の
別
邸
、
倉
庫
、
大
料

理
屋
や
舟
遊
び
の
旅
館
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。

!
天
保
二
年
の
夏
の
深
夜
、
川
端
の
み
ち
を
ネ
ズ

ミ
の
よ
う
な
素
早
さ
で
駆
け
抜
け
る
人
の
姿
が
あ
っ

た
。
風
呂
敷
包
み
を
小
脇
に
し
っ
か
り
抱
え
た
そ
の

人
の
小
柄
な
後
姿
は
、
あ
た
り
の
闇
に
吸
い
込
ま
れ

す
ぐ
に
消
え
た
。
!
!

参
詣
の
帰
り
そ
の
人
の
戒
名
、
速
善
の
名
が
妙
に

心
に
残

っ
た
。

8月号の特集テーマは ｢路面電車｣ の予定です。

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩害は
原稿執筆及び座談会実施時のものです。
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